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富士見ファンタジア文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







口絵・本文イラスト　桜さくら沢ざわいづみ
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登場人物紹介


●グレン・ユーク（16）


かつて一年ほど自室から一歩も出られない引き籠もり生活をしていたが、現在は部屋の中どころか、国さえ飛び出し、放浪の旅を続けているわりと極端な青年。元孤児。





●オブシディアン（１）


とある儀式の為に地上に降り、グレンと契約をかわすことになった猫耳メイド剣精。性格は明るく、甘えん坊。そしてヤキモチ焼き。グレンの相棒になることに執拗にこだわる。





●メグ・ローズハート（15）


グレンと同じ孤児院出身の赤髪の少女。常に明るく、委員長タイプ。容姿良し、料理洗濯炊事良し、頭良し、性格良し、運動神経良しの万能少女だが、ときおり暗い表情を見せることもある。





●イレイザーレイン（１）


メグと契約をかわしている剣精レイダー。週に五分しか起きない怠慢幼児キャラだが、持ち能力が【寝ダメした時間に比例して、使用者の身体能力を倍化する】というものなので今では誰も文句がいえない。





●ロザリー・リンド（16）


剣のような美貌を持つ、絶世の麗人。かつてグレンに想いを寄せていたが、グレンはロザリーを美男子と認識しており、結果的にその認識のズレが原因で失恋。現在は和解し、友人として関係を再開させている。





●サーペンティアン（１）


ロザリーと契約をかわしている剣精レイダー。満一歳だが、何故か七、八十歳風の容姿をしており、実際膝等にかなりのガタがきている。癇癪持ちで、機嫌良く話していた一秒後に激怒したりするので全員に敬遠されている。





●ツバサ・クロクワ（14）


ロザリーに雇われている、《かつて影の国から来た一族の末裔》、影かげ子こ。影に潜るなど、不思議な技を多数使う。ロザリーを敬愛しすぎる傾向にある。自分のルーツである影の国《クロクワ》に興味を示す。





●キャッツアイ（１）


ツバサと契約をかわしている剣精レイダー。かなり狂犬的な性格で、目の前のものに即不満を持ち、その二秒後には蹴りを入れている。但し主が変わり者なので、いくら蹴っても彼女の労働環境が改善されることはない。





●ライエル・ヒート（20）


『王道』の異名をとる、国内最強の英雄的傭兵だったが、とある事件で最愛の主を失い、その後豹変、ログレスを滅ぼそうとした。その後グレンに捕らえられ、現在は王立刑務所で拘束中のハズだが……。





●ミザリィ・ログレス（18）


ログレス国第三王女の称号を持つ、正真正銘のプリンセス。剣精試練レイダー・ゲームに参加しており、そこでグレンと交流を持つようになるが、ログレス城で起きた国家転覆事件で死亡。
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　プロローグ







　手が悴かじかんで、千切れそうな寒さの朝。


　一人の女が、その孤こ児じ院いんを訪おとずれていた。


　長い黒くろ髪かみに、白いシャツとジーンズといったいでたちの、その陰いん気きな孤児院には不ふ釣つり合あいの、太陽のように明るく、若く、健康的な女。


「こんにちは！　寒くて、きもちのいい朝ね！」


　女は、孤児院に滅めつ多たに現れない〝里親のなり手〟だった。


　なんとしてもこの女に引き取ってもらおう──


　孤児院の子供達が、その意思を必死にひた隠かくし、なんとか自分の無む邪じや気きさ、可愛かわいさを前面に押し出し、その女に必死にアピールしている。


「つまんなぁい。どーせわたしとぐれんはえらばれないんでしょ」


　そんな中。


　その少年とその少女だけは、里親候補の女に群がらず、ひっそり孤児院の狭せまい庭で砂いじりをしていた。


「しょっちゅうそとのことケンカしてるし。〝ソコウがわるい〟っていっつもいわれるもん」


　このクソ寒いのに裸足はだしの、赤あか髪がみにカチューシャの薄うす汚よごれた少女は、鼻水をすすりながら、面おも白しろくもなさそうに呟つぶやく。


　メグ・ローズハート。


「そうだなぁ……」


　少年……その少女と一いつ緒しよにいる、青い髪の少年も、どことなく寂さびしそうな口調で、それでもそのメグの意見に同意した。


　よその家に養子として迎むかえてもらうチャンスは、少年と少女に、それまで何度もあった。


　が、毎度毎度、例外なく少年と少女はその〝少々ソコウが悪い〟というデータを孤児院の関係者から伝えられて、養子候補にすらあげてもらえずにいる。


　どうせ今回も俺達は選ばれない──


　故ゆえに少年とメグは、どこか冷めた態度で、その女の来訪を受け止めていた。


　が。


「ねぇ。キミ達は、こっちで一緒に遊んでくれないの？」


　その態度が、逆に二人を目立たせてしまったのか。


　来訪者の女は、面白そうな笑えみを浮うかべながら、少年とメグのほうへゆっくり近づいてきた。


「だってわたしたち、どうせかんけいないもん……」


「そのとおり。ゆえに俺らは、むじゃきなこどもをえんじて、あんたにこびをうるひつようもない。


　むくわれないこどもとたわむれてぎぜんしゃをきどりたいなら、むこうにいったほうがいいぜ。おばさん」


　少年とメグは女に見向きもせず、冷めた口調でそう言い放つ。


　恐おそろしく可愛げのない子供達。


「ふーん」


　しかし女は、そんな少年達を、興味深そうに見つめているようだった。


「私さ。なんでもそうなんだけど。越こえるべき壁かべが高ければ高いほど、燃えちゃうクチなんだよねぇ……！」


　女はそう呟くと。


「私、シェーラ・ユーク。またね。二人とも」


　そんなことを言い残し、そのまま少年とメグの下もとから去っていく。
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「……？　またね、だって」


「……しゃこうぢれいだよ。あんなキレイなひとが、こんなキタナイとこニドとくるもんか」


　少年とメグは、再び面白くもない砂遊びに意識を切り替かえる。





　少年はまだ知らない。


　この二時間後。


　電でん撃げき的に、自分がその女の家に、養子として迎えられる運命にあることを。




　記憶断片メモリーピース①　～とある少女の留守番～







　人生で、一番後こう悔かいした瞬しゆん間かんを思い出せ、といわれれば、わたしは迷わずあの瞬間を思い出すだろう。


　当時、わたしは四歳だった。


　その頃ころわたしは、母親と二人で暮らしていた。父親はいなかった。確か流は行やり病やまいにかかって死んだと記憶している。


「ちょっと買い物にいってくるね？」


　その日、優やさしかった母はわたしにいった。わたしは頷うなずいた。


「あなたはしっかりしてるから。一人でもお留守番大だい丈じよう夫ぶだよね？」


　褒ほめられたことが嬉うれしかった。わたしは、はにかんで、頷いた。


　そしてわたしの長い留守番が始まった。





　その日、母は家に戻もどってこなかった。


　父が死んでから、母はたまに憂ゆう鬱うつそうな顔をすることがあり、そして憂鬱そうな顔をした日の夜は、必ず一人で泣いていた。その時だけは、母は、わたしに〝一人にしてちょうだい〟と強く厳しい口調でいった。


　わたしは、お母さんはどこかで泣いてるんだろうな、と思った。


　今日は一人にしてあげなくちゃ。わたしは泣かずに留守番を続けることにした。





　母が家を出てから、少なくとも、一○回は夜が来て、朝が来た。


　わたしは確かに、年ねん齢れいのわりには、しっかりしていたんだと思う。


　母がいなくても、食事は三食、残っていたパンやお菓か子しを食べて済ませていたし、部屋が汚よごれたら、掃そう除じのまねごとまでしていた。


　お母さん遅おそいなぁ。その当時家にあった三冊の絵本を繰くりかえし繰りかえし繰りかえし繰りかえし読みながらわたしは思った。


　お母さん遅いなぁ。





　わたしの一人暮らしが破は綻たんし始めたのは、母が出て行って一ヶ月を過ぎた頃だった。


　三週間を過ぎた頃から、家には、食料がなくなっていた。


　その当時のわたしには、食料を調達する方法がわからなかった。


　買い出しには何度も同行しているはずだが、当時のわたしは、それが家の食料と結びついているということを認にん識しきすらしていなかった。


　わたしは、食料は、なくなれば勝手に増える物だと思っていた。


　しかし増えなかった。





　寝ねてる時間が多くなった。


　ずっと熱が出ていた。


　気を失うようになった。


　お腹なかがすいて涙なみだがにじんだ。


　怖こわかった。苦しかった。誰だれかに助けて欲しかった。


　でもどうすればいいのかわからない。


　どうすればいいのかわからなかった。








　床ゆかに虫の死し骸がいのように転がっているわたしを近所の住民が見つけ、気まぐれのように看病してくれたのは、母が家を出て一ひと月つき半が経たった頃だった。


「あのね。家に戻っても、お母さんは戻ってこないよ？」


　わたしはそこで、その女性に笑顔で説明され、自分が留守番を任されたのではなく、捨てられたということをようやく理解し、泣いた。





　だからわたしは、人生で、一番後悔した瞬間を思い出せ、といわれれば、迷わずあの瞬間を思い出す。


「あなたはしっかりしてるから。一人でもお留守番大丈夫だよね？」


　あの時首を横に振ふっていれば。泣きながらついていっていれば、きっとわたしの人生は変わっていた。





　こんな歪ゆがんだ人生を歩まなくても、きっとよかった。




　シナリオⅠ・接せつ触しよく











　剣精試練レイダー・ゲームノ真実


　知リたくアりまセんか？




《Ⅶなな》　














「《Ⅶなな》って……。どう考えても、例の〝七周目セブンス〟と何か関係あるよな……」


　右手の中に納まっている〝タグ〟に送られてきた文章を見ながら、俺は重々しく呟つぶやいた。


　七周目。俺達とは別の、《委員会》を討とう伐ばつする為ために動いている組織。


　こいつらと接触すれば、何か《委員会》の情報を得られるハズ……！


　剣精試練レイダー・ゲームノ真実


　知リたくアりまセんか？


　文面の裏には、この国──『血の国ガイスト』の地図らしき図面が添てん付ぷされていた。


　どうやらここに来い、という意味らしい。──望むところだ。


「……よし。行くぞ」


　俺は決意し、立ち上がり、他の三人にいった。


　────が。


「やだぁ！　このお菓子、プルプルしてておいしー！」


　返ってきたのは──かしましい、俺とは温度の違ちがう声だった。


『〝アンミツ〟というこの国の食べ物らしい。プルプルしてるのは寒天』


「確かにこれは……ログレスにはない味だな。美味だ」


「お茶も渋しぶくてオイシーよね！　ね？　みんなでもう一杯ぱいずつ、アンミツ頼たのまない？」


　きゃっきゃっ。背景に花でも浮うかびそうなニギヤカさで、盛り上がる女子組。


　俺はその女子三人組を冷ややかに見つめた。


　寒天とやらを口に運ぶ度たびにプルプル震ふるえている、赤あか髪がみにカチューシャをはめた快活な女子。メグ・ローズハート。


　スケッチブックに文字を書き、わざわざ筆談で他ほかの女子と会話している、目の下のクマが印象的な、どこか不ふ吉きつな印象の黒くろ髪かみ少女、ツバサ・クロクワ。


　月光にさらされる銀の剣つるぎのように、気高く美しい容姿と銀ぎん髪ぱつを持った長身の女。ロザリーローズ・リンド。


　俺が現在パーティを組んでいる女子三人は。


　──どうやら俺のシリアスな雰ふん囲い気きに、まったくついてきてなかったらしい。


　さらに──


「ちょっと！　なんで老師、お団子三つも食べてるんですか!?　それじゃ、数があわなくなるじゃないですか!?」


「へぇぇ……？　ワシぁ……朝ごはんを……三回も食ったりはしとらんぞ？」


「こういう時だけボケたフリしても無む駄だだ、ジジイ！　見てたんだよ！　オレもディアも！　レインもなんかいってやれよ！」


「…………れいん……お団子より……おねいちゃん……すき……むにゃ」


　──女子三人の輪の中心で、串くしから外した団子の玉を分けあって食っていた、動く人形ども──


　メイド服を着た浅あさ葱ぎ色いろの髪のチビ。オブシディアン。


〝ヨボヨボの老人〟という、特異すぎる個性をもった人形。老師サーペンテイアン。


　金きん髪ぱつ猫ねこ目め。常に手をブン回している、粗そ暴ぼうでやかましい狂きよう犬けん。キャッツアイ。


　騒さわぎを無視し、スヤスヤと爆ばく睡すいし続けている寝ね巻まき帽ぼうの幼女。イレイザーレイン。


　四体の俺達の《剣精レイダー》達も、どうやらダンゴに夢中で、まったく俺の話を聞いていなかったようだ。


「………………！」


　クソガキどもが……！


　俺はせめてもの地味な抗こう議ぎとして、


　どんっ！　手元にあった厚手のコップを、赤い敷しき物ものがかけられた、俺達が座っている席へ思いっきり叩たたき付ける。


　が。


　予想以上に強く叩き付けてしまったらしい。叩き付けた瞬間、コップの中から熱湯のようなお茶が飛び出し、俺の右手に激しく降り注いだ。


「熱あっち！　熱ち!?　クソが！」


　椅い子すから立ち上がり、右手を振りながら一人憤いきどおる俺。


「……なにひとりで遊んでんの？　あんた」


　するとそんな俺を、椅子に座っている女子三人が、いつの間にか冷ややかな白い目で見つめている。


「な……ふざけるな！　遊んでんのはお前らだろうが！」


　俺はいい加減キレた。


「わかってんのか？　俺らは今、俺達の旅のターニングポイントとも呼べる事件に遭そう遇ぐうしてるんだぞ!?　それをアンミツ？　なんぞ食ってハシャギやがって」


「なによ。この店入ろうっていったのグレンじゃん」


　するとメグは、不満そうな顔で、チラリと店の看板を見ながら抗議してきた。


　メグの視線の先にあるのは『甘かん味み処どころ　アンミツ屋〝小こ谷たに〟』という看板。


　俺達はいま、この小谷という、この国のオープンカフェのような場所で小休きゆう憩けいしていた。


「そ、それはそうだが。俺はここに座って、ミーティングがしたかっただけだ！」


　俺はさらに抗議。


「グレン。落ち着け。勘かん違ちがいするな」


　するとそんな俺を、銀髪の麗れい人じん、ロザリーが落ち着いた口調で諫いさめてきた。


「私達は、別にハシャイでるわけじゃない。これは異国の文化の調査──いわば一種の勉強をしているだけだ」


　俺をまっすぐ見つめながら、キリッとした表情で言い放つロザリー。


　が。


「……口の端はしにべったりアンコつけていうセリフかよ」


　俺は即そく座ざに吐はき捨てた。


　そう。クソ真ま面じ目めな顔で俺を諭さとそうとしてきたロザリーだが。


　その口の端には、思いっきり黒い、アンコとかいう物体がこびりついていた。


「…………！」


　指し摘てきされ、自分でも気づいたのだろう。ロザリーは火が出そうなくらい顔を赤くし、もはや反論することもなく、顔を伏ふせ無言で口の周まわりをハンカチで拭ふき始める。


『お、お姉さま……どこまで可愛かわいいのですかアナタは』


　ロザリー大好きのツバサは、ダラダラ歓かん喜きの鼻血を垂れ流し身み悶もだえていた。


「明らかに浮かれてるよな、お前ら」


　俺はそんな光景に、怒おこる気力も失い、呆あきれ果ててため息をついた。


「仕方ないじゃん。女子ってのは、よその国で食べたことないスイーツ食べると、浮かれちゃう宿命持って生まれてきてんのよ」


　うんうん頷うなずきながら、マジメな顔でそんな講こう釈しやくをたれるメグ。


「だからさ。おかわり食べたらちゃんと話すから。まずはみんなでアンミツ食べようよ？


　グレンは普ふ段だんハーレムパーティでオイシイ思いしてんだから、こういう時ぐらい女子陣じんにオイシイ思いさせてもバチあたんないって」


　ぱちっとウインクし、メグはいってくる。


　ハーレム……パーティか。


　こんなに俺がオイシくないパーティを、ハーレムパーティと呼んでいいのだろうか……


「くそ……仕方ない……」


　俺は説得を諦あきらめる。


　これ以上いくら俺が怒ど鳴なったところで、奴やつらは気を引き締しめたりしないだろう。こういう状じよう況きようの一人ぼっちの男というのは、恐おそろしく無力なのだ。


「……勝手にしろ」


　俺は赤い敷物の椅子の上に寝ね転ころがり、奴らが欲よく望ぼうを満たすのを気長に待つことにする。


　頭上に広がるガイストの空は、雲が多く、あかるい気配に満ちている。





　　　　†




　俺達がログレスを出てから、一○日目。


　俺達はとうとう、隣りん国ごく〝ガイスト〟に辿たどり着いていた。


　申もうし遅おくれたが、俺の名前はグレン・ユーク。


　現在、とある事情により、世界八国を巡めぐる放ほう浪ろうの旅を続けている。





　そもそものきっかけは、故郷ログレスで、武器に姿を変えることができる精せい霊れいの一族──《剣精レイダー》のディアに、使い手として、わけのわからんバトルロイヤル──《剣精試練レイダー・ゲーム》に参加させられたことが始まりだった。





《剣精試練レイダー・ゲーム》に参加した使い手で、上位四名に残った者は、一○○○年間閉とざされていた国の外に出る権利を得る──という条件を[image: ]のみ、《剣精試練レイダー・ゲーム》に参加した俺だったが。


　その大会の途と中ちゆう、《剣精試練レイダー・ゲーム》から逸いつ脱だつし、剣精レイダーのチカラを悪用し、国にクーデターを起こす人間が出現。


　そのクーデターで、俺達は、その頃ころ親しくなりかけていた大事な人──ミザリィ・ログレス王女を失ってしまう。


　王女が亡なくなった原因は、そもそも剣精試練レイダー・ゲームなどという催もよおしをログレスに持ち込んだ連中にもある──俺達は剣精試練レイダー・ゲームを取り仕切る《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》に不信感を抱いだきつつも、試練ゲームを続けたが。


　無事剣精試練レイダー・ゲーム上位四人に残り、外に出る権利を得た途と端たん、剣精試練レイダー・ゲーム委員会は、さらなる無茶を俺達に押し付けてくる。


・今度は国外に出て、他の七国の代表と剣精レイダーで戦え。


・逆らったらお前達の国を消す。


　この命令に俺、メグ、ロザリー、ツバサ……ログレスの剣精試練レイダー・ゲームを勝ち残った四人は完全にキレた。


　王女を死亡させるきっかけを作っておきながら、さらにサギのような形で、俺らになおこの悪あく趣しゆ味みなゲームをやらせる《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》。


　奴らにパンチをブチ込み、そしてログレスへ連れ帰り、ミザ王女の墓の前で土ど下げ座ざさせる──


　その目的の為、俺達は、あえて八国対たい抗こう剣精試練レイダー・ゲームへ参加することを決め、故郷ログレスを飛び出したのだ。





　その後、故郷の外では、謎なぞの巨きよ人じんや、隣々国タイラントの連中との邂かい逅こう、決戦、ロザリーとのモメごと……など、様々な出来事が待ち構かまえていたが、俺達はそれらをかろうじて退け。


　そしてその最さ中なか、委員会へ繫つながる最初の手がかり──〝七周目セブンス〟の手がかりを入手。


　そしてその件くだんの〝七周目セブンス〟から、先刻、俺達へ前述のメッセージが届いたので、さっそく接せつ触しよくしようと、俺はさっきから他の三人に呼びかけているのだが──





　　　　†




「《Ⅶなな》ねぇ……。いきなり接触するのは危険すぎると思うなぁ」


　──コイツらはしきりに水をさしてくる。


　腹がふくれ、ようやくマジメに会議できるテンションにはなったらしい。


　メグ、ロザリー、ツバサは、ずずず、と渋しぶいお茶をすすりながら、タグに書かれた《Ⅶ》についての見解を述べ始めた。


「危険って……なんでだよ」


　不満げに、俺。


「忘れたのか？」


　するとそんな俺に、同じくお茶をすすりながらロザリーがいってきた。


「タイラントの連中が、いってたじゃないか。〝七周目セブンス〟は〝いけすかない連中〟だと」


「そ……それはそうだが」


　確かにタイラントのリーダー〝ベアリス〟は、思想なのか、人ひと柄がらなのかはわからないが、とにかく〝七周目セブンス〟のことを〝いけすかない連中〟だと評していた。


「そうそう。それに、そもそもこの差出人が、まだ一○○％例の《七周目セブンス》かどうかもわかんないじゃない」


　お茶をすすりながら、メグ。


「《Ⅶ》っていってるけど、《七周目セブンス》になんの関係もないかもしれないし。最悪、《Ⅶ》って思わせぶりな名前かたって、わたし達をおびきよせようとしてる人間かもしれない」


「はあ？　そんなことして、そいつらに何のメリットがあるんだ？」


「おばか。忘れたの？　金の国の剣精レイダー使いも、ガイスト方面目指して向かってきてるのよ」


「あ……」


　なるほど。そういや、ベアリス達が別れ際ぎわ、いっていた。


　金の国の四人には気をつけろ、と。


　四人×八国で、計三二人、この八国対抗剣精試練レイダー・ゲームには参加しているハズだが。


　話を聞く限かぎり、八国の剣精レイダー使い達の中でも、金の国の四人は相当ヤバそうだった。


　そしてそいつらは左回りに世界を回っていて、ルートから計算するとそろそろ俺達と接触してもおかしくない位置にいるらしい……


「その金の国の四人の罠わなかもしれないじゃん」


「し……しかし！」


　俺は我が慢まんできず、思わず立ち上がりながらいった。


「だからといって、この手がかりを放置するわけにはいかないだろう!?　王女の仇かたきをとるんだろう!?」


　何な故ぜコイツらはこんな当たり前のことを理解してくれないんだろう。だから集団行動は嫌きらいだ──


「多少危険でも、俺らは行くべきじゃないか！」


　唾つばを飛ばしながら断言する俺。


「わーかってるってばそんなもん。行くに決まってんじゃん」


「ただ、我々は、いきなり接触するのはどうだろうといってるだけだ」


　するとメグとロザリーは、困ったようにいってくる。


「い、いきなり接触するのはって……。いきなり接触する以外、方法ないだろ！」


「だーかーら！」


　ばきっ。そんな俺の頭をメグは堪かん忍にん袋ぶくろの緒おが切れたように殴なぐりつけてきた。


「落ち着けっての。そういう時の為ために、わたしらには、ツバサがいるじゃない！」


「……え？」


　いきなりわけのわからない返答をされ、俺は一いつ瞬しゆん固まった。


「ツバサ？」


　そして視線を、メグとロザリーの間……やはり座ってお茶をすすっている最後の一人、黒ずくめのちびツバサに向けてみる。


　するとそのツバサは、やれやれようやく私の存在を思い出したか、とでもいいたげな嘆たん息そくと共に、


『私が偵てい察さつに行く』


　そう、端たん的てきに俺にスケブで意見してきた。


「え……？　偵察？」


「忘れたのか？」


　まだ状況を理解していない俺に、ロザリーが補足してくる。


「隠おん密みつ行動は影かげ子この十お八は番こだ。指定された場所の偵察くらい、ツバサに行ってもらえばいいだろ」


「あ…………」


　そういうことか──


　俺はそこで、ようやくメグ達のいいたいことを理解した。


「やーっとわかったみたいね」


　腰こしに両手をやり、呆れたように嘆息しながらメグはいう。


「あのね、一人で何でも抱かかえ込もうとするのわかるけど。ここはもう、グレンの部屋じゃないのよ。四人でミザ様の仇討うとうと、四人で旅してんだから。ちょっとはわたしら信じて、頼たよりなさいよ」


「う……」


　そういわれると──


　……グゥの音も出ん。


　確かに影に潜もぐれる影子のツバサは、偵察等を得意としている。同じ行くにしても、ツバサに偵察してもらってから行ったほうが遥はるかに安全だ……。


「そう…………だな」


　確かに、ここまで旅をしてきたからわかる。コイツらの、王女の仇をとりたいという想おもいは、別に俺に劣おとっちゃいない。むしろ俺より上かもしれないくらいだ。


　そして能力的にもまったくもって優ゆう秀しゆうだし……


　もうちょい……コイツら信用するかぁ……。はあ……。


　俺はメグのアドバイス通り、入りすぎていた力をぬくように嘆息した。


「そうだな……。わかった。それじゃすまんが。ツバサ、偵察、頼たのめるか？」


『楽勝』


　するとツバサは簡潔に答えてきた。


「それじゃ、とりあえずこの地図の近くまで、みんなで行きましょっか」


　そんな俺達を見て、苦く笑しようしながらいうメグ。





　こうして俺達は、四人と四体揃そろって、アンミツ屋『小谷』を後にする。




　記憶断片メモリーピース②　～出会い～







　わたしは、看病してくれた人間に勧められ、孤こ児じ院いんに入ることを決めた。


　一つ年上のグレン・ユークと出会ったのは、そんな時だった。


　わたしと同じく親に捨てられて孤児院に来たグレンとは、妙みようにウマがあった。


　ウマがあった理由は、恐おそらく、性格に似たところがあったからだと思う。


　グレンは、どこか冷めていた。


　グレンは、他ほかの孤児以上に、他人に、人生に、あまり期待していないように見えた。


　だからこそ、わたしは、グレンにだけは心を開けたし、すぐに仲良くなれたんだと思う。


　それが失敗だった。





　冷めてるといっても、その時わたし達は、まだ子供だった。


　一いつ緒しよに遊べば笑えたし、人生を楽しいと思える時間も少なくはなかった。


　いつの間にかわたしは、わたしの中で、グレンを以前の母親と同じくらい、かけがえのない人物に想ってしまっていた。幼い心を理り屈くつで縛しばることができなかったのだ。


　心を許した相手ほど、去られた時の痛みが大きいことを、わたしはその時既すでに理解していたのに。





　心を許してしまったからには仕方がない。


　今度は絶対に間ま違ちがえない──わたしは思った。


　あの時、母親が出て行ったのは、わたしが無策だったから。


　大事なものを引き止めるには、ただ生きているだけではダメなのだ。歪ゆがんだわたしの心がわたしにそう命令した。


　わたしは小こ賢ざかしかった。


　グレンの心が離はなれないような、優等生で、でも話のわかる女の子を演じようと思ったし。


　おバカなグレンにつきあって、やりたくもない、ソコウの悪いことも随ずい分ぶんやった。


　わたしの里親になりたがる人間はやまほどいたが、それもすべて拒きよ否ひしていた。


　すべては、グレンと、一緒にいる為に──


　幼くて愚おろかなわたしには、わたしのそんな計画は、順調に進んでいるように思えていた。




　シナリオⅡ・再会







　一五分後。


「ここか……」


　俺達は送られてきた地図を頼りにガイストを練り歩き、指定された場所近きん隣りんに辿たどり着いていた。


　辿り着いたのは──郊こう外がいにある、外周を年季の入った高い木材の塀へいと竹林で覆おおわれた、巨きよ大だいで暗い屋や敷しき。


「なんかあからさまにウサン臭くさい屋敷ね……」


　やや警けい戒かいした表情で、屋敷を囲う塀を見ながらメグは呟つぶやく。


　俺達は一応、まだ偵察が終わっていないので、屋敷の裏側に回りこみ、しかも塀からやや離れた場所にある路地から屋敷の様子を窺うかがっていた。


「あんだけいっといてナンだけど、思ったよりヤバイかも……。だいじょうぶ？　ツバサ」


　メグは、心配そうにツバサに声をかける。


『……たぶん大だい丈じよう夫ぶ。とりあえず、軽く様子を窺う』


「無理するなよ、ツバサ」


『御ぎよ意い。行ってきます』


　声をかけたロザリーにそんなスケブを俺達に見せると。


　シュッ──


　素す早ばやい身のこなしで俺達の前から姿を消し、ツバサは塀の向こうへ侵しん入にゆうしていった。


「…………」


「…………」


「…………」


　俺達は、沈ちん黙もくしツバサの帰き還かんを待つ。


「……だいじょうぶかな～……」


　そんな中、ぼそり、と呟くメグ。


「なーに。ツバサは一流の影子だ。普ふ通つうの人間に、侵入を気づかれるワケがないさ」


　それを受け、ロザリーは、自じ慢まんげに、しかしやはりやや心配そうに、自分に言い聞かせるように答える。


　まあ、確かに、影子の本気の隠密行動を見破れる人間なんてそうそういるわけもないし、奴やつの力量なら問題ないとは思うが……。


　信用と不安の狭はざ間ま、曖あい昧まいな気分でことの成り行きを見守る俺達。


　しかし、その曖昧な時間は、思ったより早く終わりを告げた。





　キィン！





　ガイストの空に響ひびき渡わたった、甲かん高だかい金属音。





　キィン！　ガサガサ！　チュィン！





　塀の奥にツバサが潜せん入にゆうしてから、ものの三○秒もしないうちに。


　塀の中から、刃はと刃がぶつかりあう物ぶつ騒そうな物音、そして複数の人間が激しく竹たけ藪やぶの中を動き回る音が聞こえてきたのだ。


「ツ、ツバサ！」


「行くぞ！」


　そんな音が聞こえてきて、大人しく静観していられるわけがない！


「ディア！」


「老師！」


「レイン！」


　俺達はメグも含ふくめた全員、剣精レイダーをそれぞれ武器形態に移行させ、三人一気に塀のほうへ突とつ撃げきする。


（くそ！　まさかいきなり戦せん闘とうとは……こんなことなら全員で行けばよかった……！）


　俺は内心で毒づきながら屋敷へ駆かけ寄る。すると。


　ひゅんっ──


　俺達が塀の目前まで駆け寄った時、いきなり頭上から黒い影が落下してきた。


　竹藪で切ったのか、顔にところどころ赤く細い傷をつけ、猛もうスピードで着地したのは──全身黒尽ずくめの女、ツバサ。


「ツ、ツバサぁ！　顔に傷が！　大丈夫か!?」


　血相を変えて叫さけぶロザリー。


『平気です。それより、まだです！　上方注意！』


　ツバサは、無表情は無表情でも、いつもよりかなり余よ裕ゆうのない無表情で、上を見ながら俺達に忠告してきた。


「上……？」


　わけがわからず、いわれるがまま上を見る俺達。


　すると──


　ひゅんっ。


　先ほどのツバサと酷こく似じした動きで、塀の中から、俺達の頭上に一つの黒い人ひと影かげが飛び出してきた！


　その黒い人影は、俺達の頭上で身をよじったかと思うと、


　ドドドドド！


　思い切り腕うでを振ふって、俺達に無数のナイフのようなものを投げつけてくる。


「ナメんなぁ！」


　とはいえ、俺達も素人しろうとではない。俺、メグ、ロザリーは剣精レイダーを翻ひるがえし、自分達の身体からだに到とう達たつする前に、カカカカカ！　すべてのナイフを叩はたき落とした。


「な……なんやてぇ!?」


　そしてその防ぼう御ぎよ力は、敵にとって、それなりに驚おどろきだったらしい。


　ズザァー。敵は飛び出してきた勢いそのままに、地面を滑すべるように半回転しながら着地した後、面めん食くらったような表情で俺達の顔を凝ぎよう視ししてくる。


　が。


「な……!?」


「お、おいおい！」


「……うっそぉ！」


　次の瞬しゆん間かん。


　着地した敵の姿を見て──


　俺達は、敵の一○倍驚きよう愕がくした。


「な……なんだコイツ!?」


　その人物は、俺達の知る、ある人物にあまりにもよく似た背格好をしていた。


　子供のような小こ柄がらな体たい軀く。


　影のように黒い髪かみ。


　そしてそれにあわせたような、黒尽くめの、いろんな場所に凶きよう器きが隠かくせそうな黒くダブついた服。


　そう。その人物は、たった今塀の中から出てきた潜入を得意とする人物──つまりウチの影子ツバサに、気味が悪いほどそっくりだったのだ。違いがあるとすれば、向こうのほうがやや目つきが悪く、髪をゴムで縛り、乱暴に頭の上に纏まとめ上げているくらいだろうか。


「ツ、ツバサ！　なんだコイツは!?」


　俺は混乱しながら聞いた。


『わ、わからない。塀の中に入り、影をもぐりながら進んでいたら、いきなりその女に感知され、攻こう撃げきされた。


　ただ、影の中の人間を攻撃できるのは影子だけ。つまり──』


「そやで。ウチは影子。お前も影子やな？　スケブ使ってるっちゅうことは……黒くろ桑くわ流か。お前、外の影子やろ」


　自らを、ツバサと同じ影子と名乗ったその女は、ツバサと違い、スケブも使わず、なにやらクセのある言こと葉ば遣づかいでペラペラとツバサに聞いている。


　しかしツバサは、国外での、まさかの同族との接せつ触しよくにあからさまに戸と惑まどっているようだった。


『　　　　　　　』


　女への返答を書くこともできず、無地のスケブを掲かかげたまま、困こん惑わくした雰ふん囲い気きで立ちつくしている。


「ったく。お前らなんやねん？　ウチらの屋敷に何か用か？」


　そんな中、目の前のツバサもどきは、興味の対象を、今度は俺達に移したようだ。




[image: ]


　コキコキ首を鳴らしながら、しかし完かん璧ぺきに隙すきのない気配で、俺、メグ、ロザリーに聞いてくる。


「お……俺達は、変なメッセージに呼び出されて、ここに来たんだ」


　コイツが、あのメッセージを送ってきた奴の関係者かどうか確信は持てなかったが。とりあえず俺は正直に事情を話す。


「？　てことは……もしかして。あんた、グレン・ユーク？」


　怪け訝げんな顔で、しかし俺の名を呼ぶ女。


「そ、そうだが」


「なぁんや」


　拍ひよう子し抜ぬけしたように嘆たん息そくする女。


「ほな客やん。なんでコソコソ裏口から入ってくんねん？　あやうく殺しかけたやんけ」


　ブツブツ文句をいう女。


「〝客〟ってことは……お前も、あのメッセージを送った奴の一味なのか？」


「そや。ウチの名前は〝ミカン〟。《七周目セブンス》所属で──いまは門番やっとるな」


　肩かたを揉もみ解ほぐしながら、なんだかかったるそうに自己紹しよう介かいしてくる女。


《七周目セブンス》……！


「ま、つっても、ウチはオリジナルの《七周目セブンス》やないけどな」


　さらにミカンと名乗った女は、そんな言葉を続けてくる。


「ん？　オリジナルの《七周目セブンス》じゃない？」


「そう。ウチはいうたら、補ほ充じゆうメンバーやな。《七周目セブンス》は、剣精試練レイダー・ゲームの予選通過組とか、国内の予選で負けたけど、実力ある人間とか、そういう連中スカウトして、仲間増やしてんねん。ウチも予選落ち組やな。ウチはクロクワの予選で負けたけど、連中に誘さそわれて、ここにおるんや。まぁある意味、敗者復活みたいなもんか」


　淡たん々たんと自己紹介してくるミカン。


（敗者復活……!?）


　意外な情報に、俺達四人は顔を見合わせた。


《七周目セブンス》が、各国の国内予選通過メンバーをスカウトしているというのはベアリス達から聞いて知っていたが、予選落ちのメンツまでスカウトしていたというのは初耳だった。


「ま、立ち話もなんやし。中入りぃや。大将も待ってるで」


　そしてミカンは、俺達を屋や敷しきの中へ案内すべく、正面玄げん関かんのほうへ俺達を先導しようとする。


「ま、待て」


　このまま向こうのペースになりっぱなしになるのも危険な気がして。さほど意味はないだろうが、俺は一応、ミカンに釘くぎを刺さしておくことにした。


「いっとくが、妙みようなマネするなよ？　何か危害が及およびそうになったら、俺らは見境なく暴れまくるぞ」


　ちゃっ、と全員剣精レイダーを構かまえながら、ミカンを見み据すえる。


　しかしそんな警けい戒かいする俺達に、ミカンはうんざりした表情を浮うかべた。


「アホか……あのなぁ。うちら素す手での人間からしたら、剣精レイダー持ってるお前らなんか、相当厄やつ介かいなバケモンやぞ？　誰だれがちょっかい出せるねん。


　だいたい、お前らには、なんとしても明日あしたの〝決戦〟に参加してもらわなアカンねん。そんな機き嫌げん損そこねるようなマネするわけないやろ」


　肩をすくめながら、ミカン。


「？　決戦？」


「そや。明日は、剣精試練レイダー・ゲーム委員会の一人と、決戦。そやからウチらは、明日までに、ちょっとでも戦力になるツレ増やさなアカンねん！」


「な……」


「はぁ!?」


　剣精試練レイダー・ゲーム委員会の一人と決戦!?


　俺達は驚愕した。俺らは連中と接触する方法の手がかりすら摑つかめてないのに、コイツらはいきなり、もう直じかに戦うっていうのか!?


「まぁ、詳くわしい話は、大将とオッサンがするやろ」


　呆ぼう然ぜんとなる俺達に、淡々と言い放つツバサ。


「とにかく、ええから、ついて来きぃや。お前らにとっても、絶対、損にならへんから」


　そしてそういい捨てると、ミカンはスタスタ正面玄関のほうへ歩き始める。





　俺達の《委員会》討とう伐ばつのシナリオは、予想外の、新たな局面へと突とつ入にゆうしていく。
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「いま、大将ら連れてくるから。ここでちょお待っとけや」


　ミカンはそういい残すと、俺達を屋敷の一室に案内し、そのまま部屋の横よこ滑すべりの扉とびらをしめ、屋敷のどこかへ去っていく。


　俺達が案内されたのは、屋敷の庭に隣りん接せつする、穏おだやかに陽ひがさす部屋だった。


　部屋の床ゆかには、枯かれ草くさで編んだマットのような物が敷しき詰つめられており、壁かべには、妙な形の掛かけ物ものが、縦に飾かざり付けられている。


　部屋一つとっても、さすがガイスト。ログレスとは文化がまったく違うようだ。


　開けっぱなしの窓から見える庭にも、銀色に輝かがやく敷き詰められた小石やら、チョロチョロと流れ落ちる水を受け、規則的に傾かたむき音を立てる竹たけ筒づつやら、いまひとつ存在意義がわからない物が並んでいる。


　そんな部屋に、俺達は、全員やや恐おそる恐る、腰こしを下ろす。


　ちなみに、剣精レイダーは、既すでに全員人形形態に戻もどし、いつもの場所につかせている。ディアは俺の胸ポケット。レインはメグの両手の中。老師はロザリーの手てつ甲こうに寝ね袋ぶくろに入るように滑り込み。アイはツバサの頭の上に偉えらそうにふんぞり返っている。


「いきなり衝しよう撃げきの事実レンパツだな……」


　あぐらをかきながら、俺は思わず呟つぶやいた。


「だな。予選落ちの人間が七周目セブンスに加わってたり、明日がいきなり決戦だと言い出したり……」


　頷うなずくロザリー。


「そういえば……」


　さらにロザリーは、何かを思い出したように、ツバサのほうへ顔を向けた。


「予選落ちといえば。ミカンが、お前のことを黒桑流だの外の影子だのいってたが……どういう意味だったんだ？　ツバサ」


『……わかりません』


　聞かれたツバサは、やや困惑したような表情で答える。


『ただ、彼女は、本国にいた影子のようなので、私の知らない情報をいろいろ持っているようです。


　──どこかでチャンスがあれば、彼女に接触し、いろいろ話を聞いてみたいと思うのですが……構かまわないでしょうか？』


　と、恐る恐るロザリーに聞くツバサ。


「あのなぁ……当たり前だろう」


　呆あきれたような声でロザリーはいった。


「お前は私に気を遣つかいすぎるぞ……ツバサ。


　いろいろあったし、お前は私の影子だが……同時に、お前はお前、ちゃんとした一人の人間なんだ。私は、お前がいなくて、ちゃんと一人でやっていけるつもりだ。


　だからお前も、自分の人生をちゃんと考えてもいいんだ」


　ロザリーは、ちょっと困ったような表情で、ツバサにいった。


　へぇ……。俺はなんとなく感心していた。そういえばこのコンビって、わりと愛に温度差があるというか。


　どっちかっていうと、いつもつきまとってるのはツバサで、ロザリーはけっこうドライな印象だよな……。その辺は、いまいった、ツバサの独り立ちとか、その辺に理由があるのか……？


『──私ごときにはもったいないお言葉。ありがとうございます』


　しかし、ロザリーのそんな想おもいは、ツバサにまったく届いていないようだった。


『しかし私の人生はもう決まっております。お姉さまの為ために生き、お姉さまの為に死ぬこと。それ以外はありえません』


　曇くもりのない眼まなこでロザリーを見ながら断言するツバサ。相変わらず生きる動機がブレない奴やつだ……。


　しかし、そういう意味では、ツバサがクロクワの影かげ子こミカン──ロザリー以外の人間に、少しでも興味を示しているという今の状じよう況きようは、実は、極きわめて珍めずらしい状況なのかもしれない。


　確かに、この前サシで朝方に話した時、自分達が何な故ぜ母国を離はなれてログレスで暮らしていたのか知りたいっていってたからな、ツバサの奴。


　機会があれば、ツバサとミカンの接せつ触しよくを、フォローしてやりたいが……。


「……ん？」


　と、そんな風にロザリーとツバサと話しながら──


　俺はふと、妙なことに気づいた。


　この部屋に入ってから、メグがまだ、口を開いていない。


　気になって俺は視線をメグに向ける。


　するとメグは──


　行ぎよう儀ぎ悪くあぐらをかきながら、顎あごに手をやり、妙にキマジメに何かを考えこむ表情をしていた。


「……オイ。メグ。どうかしたのか？」


　妙に深刻な表情に、思わず尋たずねる俺。


「え？　あ、あぁ……。ウン……ちょっと」


　するとメグは、歯切れ悪く返答。


「あのさ。ビミョーに気になることがあってさ……や……まぁありえないとは思うんだけど……」


　やはり、やや歯切れ悪く答えるメグ。


　そんなメグの様子に、俺、ロザリー、ツバサは顔を見合わせた。


　メグにそんな風にいわれたら、俺らも気になるに決まってる。


「なんだよ。話せよ」


「ウ～ン……。いいけど。


　……あのさ。さっきミカン、《七周目セブンス》には、剣精試練レイダー・ゲームの国内予選通過組以外にも、国内の予選で負けた、実力ある人間がスカウトしてるっていってたよね？」


　あまり景気がいいとはいえない表情で、メグ。


「ああ。いってたな。あのミカンが実際そうなんだろ？」


「ウン。あのコは、クロクワ予選の敗者復活組だっていってたよね。でも、となるとさ。やっぱりわたしは、次にこう考えちゃうワケ。


　クロクワで敗者復活したのがミカンだったとしたら。


　ログレスで敗者復活した人は、誰なんだろうって」


「…………え？」


　意外な角度からの意見に、俺達は、一いつ瞬しゆん困こん惑わくした。


　ログレスで敗者復活した人……？


「モチロン、《七周目セブンス》がログレスにも行ってるかどうかはまだわかんないよ。八国の予選落ちの選手全員揃そろえようとしてるのかどうかもわかんないし。けどさ。もし行ってたとしたら……誰スカウトすると思う？」


「誰ってそりゃお前……」


　いわれて、俺は反射的に考える。


　そして出てきた名前は──


「剣けん聖せいカレン……とかかな？」


　自分でも意外すぎる人物だった。


「はあ？　剣聖カレン？……誰それ？」


　全員の目が点になる。


「え？　ほら、いたじゃないか。予選で俺に二秒で負けた、一○歳ぐらいのガキの奴。確か剣聖っていうのは自じ称しようで、父親がお世せ辞じいった言葉を真に受けて……」


「おバカ！」


　言葉の途と中ちゆうでメグがどついてきた。


「いまこの状況で、そんなどマイナー一発キャラの話するわけないでしょ!?　ナメてんの!?　スカウトされんのは実力ある人間だっていってるでしょ!?」


「ウッ……？」


　そ……それもそうか。俺はなんでいきなりあんな奴のことを思い出しているんだろう？


　俺は思考を軌き道どう修正。


　えーと、では、改めて、実力ある人間。


　まず、俺が知ってる剣精試練レイダー・ゲームに参加していた人間といえば……ロザリー、剣聖カレン、人形屋のオッサン、それから決勝で俺、メグ、ロザリー、ツバサと戦った〝あの人〟……。


　その中で予選落ちし、尚なお且かつ、一番実力のあった人間といえば…………


「…………んっ!?」


　俺は自分の脳内で、とある可能性に気づいてしまい……思わず声をあげた。


　そしてそれは、どうやら、ロザリー、ツバサも同じらしい。


　俺とほぼ同じタイミングで、驚きよう愕がくの表情を浮うかべている。


　実力のある人というくくりだと……あの人も《七周目セブンス》にスカウトされてることになってしまわないか？


「ね？　まぁ、ありえないとは思うんだけど……なんか、妙みように気になっちゃって」


　どことなく落ち着かない顔でそう呟くメグ。


　確かに…………そういわれると、妙に、その可能性が気になってきた。


　いや、まぁ、あの人は、今いま頃ごろ、ログレス王城の地ち下か牢ろうに入っているハズだし、九九・九％、そんなことはないと思うんだが──





　──ガタン。





　そんな中。


　唐とう突とつに、閉まっていた俺達の部屋の扉とびらが開き、俺達はビクッと身体からだを震ふるわせた。


「待たせたな。大将ども、連れてきたで」


　すると部屋の前には──先ほど出て行ったミカンの姿があった。


　俺達は──なんとなくホッとする。


　馬ば鹿か馬ば鹿かしいことに、四人であの人について話しているうちに、俺達はそこにあの人が立っているような妄もう想そうを浮かべてしまっていたらしい。


　ミカンの姿を見て、俺達は、自分達の考えすぎに苦く笑しようした。


「先入りぃや」


　が。


　ミカンが、少し、その場から横に移動し。


　ミカンの後ろにいた、その〝大将ども〟とやらが、先に部屋の中へ入ってきた瞬しゆん間かん──


　俺達の苦笑はみるみる凍こおりついた。


「グ、グレン！」


　メグが、俺の横で猛もう然ぜんと立ち上がり、シリアスな声で叫さけんだ。


「馬ば鹿かな……」


　俺も思わず立ち上がり、呟つぶやく。


　部屋に入ってきたのは、背の高い、柔やわらかなウェーブのかかった金きん髪ぱつの男。


「ライエルさん……」


　妄想は妄想で終わらなかった。


　九九・九％いるハズのない男。ライエル・ヒートがそこにいた。
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　俺が初めてライエルと出会ったのは──


　剣精試練レイダー・ゲームの国内予選、一回戦が始まる直前だった。


　ライエルは、ミザ王女の護衛をしながら剣精試練レイダー・ゲームに参加しており、そこでたまたま俺とハチあわせたのが出会いのきっかけだ。


　ライエルは『王道』と呼ばれる、国内最強の傭よう兵へいとして国中で有名な男だったし、俺は当然向こうのことを知っていた。


　本来、俺からすれば雲の上の存在なハズなのだが……お互たがいかつて孤こ児じだったという共通点からか、俺は何故かライエルに妙に気に入られ、その後、気がつくと、王女も交え、何度か食事に行ったりするような間あいだ柄がらになっていた。


　その頃ころの俺達の関係は、良好だったと思う。


　しかし、その関係も、それほど長くは続かなかった。





　その後、国内で、例のクーデターが発生。ライエルの最愛の人、ミザ王女は死亡し、ライエルは、王女が死んだのは俺達を含ふくめたログレスの人間全員のせいだと断言し──国を破は片へん体たいで壊かい滅めつさせようとする。


　その後、俺、メグ、ロザリー、ツバサはやむなくライエルと戦い、ライエルを討とう伐ばつ。そしてライエルはそのまま、今も王城の地下牢に入れられている──


　ハズだったのだが。





「ラ……ライエルさん……」


　そのライエル・ヒートは──間ま違ちがいなく、今、俺達の目の前に立っていた。


「…………」


　そんな驚おどろく俺達に対し、ライエルは──


「……邪じや魔まだ」


　さほど興味を示すわけでもなく。冷たい目で俺達にそっけなく吐はき捨すて、部屋の奥に進み、片かた膝ひざを抱かかえて腰こしを下ろす。


（ライエルさん……）


　俺はその対応に、かつての、ざっくばらんに話しかけてきてくれたライエルを思い出し、ふいに強きよう烈れつに寂さびしくなったが──


　ミザ王女が亡くなった時、俺とメグはあの場にいた。俺達は間違いなく最善を尽つくしたが、ライエルは、何もできなかった俺達をまだ憎にくんでいるのかもしれない。


「おうおう……集まってやがるな」


　そんな中、新たな声が、入り口のほうから聞こえた。


　どうやら──俺達にとっての予想外の再会は、ライエルで終わりではなかったようだ。


　次いで部屋の入り口から聞こえてきた、その野太い声のほうに顔を向けた瞬間──


「な、何ィっ!?」


　俺達は、再び驚愕の声をあげた！


　少し〝懐なつかしい〟とさえ感じられる顔が、そこにはあった。


　そこにいたのは、白いタンクトップを着た、ニヤリと笑う筋骨隆りゆう々りゆうのスキンヘッドのオッサン（以前名前も聞いたはずだが。忘れた）。


　このオッサンは、俺とメグがディアとレインを手に入れた人形屋にいた店主で、その後何故か何度も俺達に襲おそい掛かかってきた、正直、めちゃくちゃ邪魔だったオッサンなのである。


「ア……アンタもスカウトされてたのか!?」


　驚愕しながら聞く俺。


　が、オッサンは、そんな俺に予想外の答えを返してきた。


「スカウト？　あほう。俺をライエルとかと一いつ緒しよにすんじゃねーよ。俺はオリジナルだ」


　憤ふん慨がいしながらいうオッサン。オリジナル……!?


「ま、んじゃ、改めて自己紹しよう介かいしとくか……どーせ俺の名前とかお前ら忘れてるだろうし」


　少し寂しそうな顔でいってくるオッサン。


「俺の名前はデルフォイ・ロン。《七周目セブンス》の副大将やらしてもらってる」


「な──」


「ふ、」


「副大将!?」


　マジで！　俺らは思わず声をあげた。


　確かに、今思えば、いろいろ意味深なことをいってたり、《七周目セブンス》所属をにおわせる気配はあったようにも思えるが……それにしても副大将!?　このもっと末まつ端たんぽい風ふう貌ぼうで？「ついでに大将も紹介しとくか。おーいタイショー」


　さらにその一見末端風、実際副大将のオッサンは、廊ろう下かに向かってそう叫ぶ。


　その声に呼び寄せられ、現れたのは──


　一人の幼い少女。


　鮮あざやかなコバルトブルーの髪かみを白いリボンで飾かざりつけ、深い藍あい色いろの布地に白い腰こし帯おびの奇き妙みような──ガイスト独自の民族衣い装しようのような服に身を包んだ、七、八歳くらいの年ねん齢れいの少女。


　肌はだが病的なくらい白く──やけに潤うるんで大きい瞳ひとみが特とく徴ちよう的だった。


　その少女は、おずおずと、俺達の前に顔を見せたが。


　ひゅんっ。そのまま恥はずかしそうに、すぐさまオッサンの後ろに隠かくれてしまう。
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「そ、そのコが大将……??」


　これは、オッサン以上に謎なぞの人材配置だった。どう贔屓ひいき目めに見ても──剣精試練レイダー・ゲーム委員会と一戦交えようとしてる組織のトップには見えない。大丈夫かこの組織……。


「オイオイ、ナメんなよ。こいつはエメラダ。ま、そうは見えねぇだろうが……紛まぎれもなくウチの大将だ。いろんなカギを、コイツがけっこう握にぎってる。絶対泣かしたりすんなよ」


　大将の頭をナデながら、俺達に釘くぎをさしてくるオッサン。いや、そういわれても、そうは見えないんだが……


「ま、とりあえず自己紹介はこんなモンか。今日はこのメンツでお前らに対応する。大将と副大将同席ってのは、俺らなりの最大の誠意のつもりだ。ちっとでもその辺汲くんでくれよ」


　笑え顔がおでそういうと、オッサンはあいたままになっていた俺達の部屋の横よこ滑すべりする扉を閉め。


　俺達に向かってゆっくり腰こしを下ろす。


　今部屋の中には、俺達四人＋四体と、オッサン、大将エメラダ、ミカン、そしてライエルというメンバーがいる。


（コ、コイツらが《七周目セブンス》……！）


　ライエル、ミカン、人形屋のオッサン、幼女──目の前に出で揃そろった、想定外すぎる《七周目セブンス》のメンバーに、俺、メグ、ロザリー、ツバサは妙みように圧あつ倒とうされていた。


「さて。あんま時間もねぇことだし。さっそく本題に入ろうか」


　そんな俺達の困こん惑わくなど置き去りで、オッサンは、さっそく俺達に話し始める。


　どうやらこの場は、大将エメラダではなく、副大将のこのオッサンが仕切るらしい。


「既すでにミカンから聞いてるかもしらねぇが……今日、お前サン達を呼んだのは他ほかでもねぇ。お前らに、明日あしたの、委員会の一人との〝決戦〟に参加してもらいてぇからだ」


　宣言通り、さっそく本題を切り出してくるオッサン。


「ま、ま、待ってくれ……」


　展開が早すぎる……！　いくらなんでも、あまりに話が階段飛ばしになりすぎている。俺はオッサンを止めた。


「あのな。俺達も、旅の最終目的は剣精試練レイダー・ゲーム委員会だ。条件次し第だいでアンタ達に協力して、共きよう闘とうすることを選ぶ可能性もあるだろうよ。


　けど──その前に、わからないことがある。ありすぎる。


　剣精試練レイダー・ゲーム委員会ってなんなんだ？　剣精試練レイダー・ゲームって？　《七周目セブンス》って？　そもそも、アンタ達は、一体どうやって委員会と接せつ触しよくする気なんだ？」


　俺は堰せきを切ったように、矢や継つぎ早ばやにオッサンに質問を投げかけた。本当に、聞きたいことは山ほどあった。そしてそれは俺だけの問題ではない。俺以外の三人も、じっと熱い視線をオッサンに向けている。


「ま…………当然の疑問だわな」


　俺達の視線を受け。オッサンは、どうするか一いつ瞬しゆん考えるように黙だまった後、ポケットから煙草たばこを取り出し、口元に咥くわえた。


「……いいぞ」


　そしてオッサンは、その煙草にマッチで火を点つけ、いう。


「まず、時間が許す限かぎり、お前らの疑問にも答えてやる。何が聞きたい？」


　ふう、と煙けむりを吐き出しながらいってくるオッサン。


「じゃ、じゃあ聞きますけど……まず、そもそも、剣精試練レイダー・ゲームってなんなんですか？」


　単刀直入に聞いたのは、俺の隣となりに座っていた赤髪の女、メグだ。


「確か最初は、国内で勝ち残った剣精レイダー四体が、天てん神じん？　だかなんだかに仕つかえる権利を得る為ための試練ゲーム──みたいな話でしたよね？　なのに、せっかく勝ち残っても、今度は国の外でよその国の代表と戦えって──しかも下へ手たしたら自分の国が滅ほろびちゃうようなフザケたルールで。


　なんかもう、天神とか関係なくなっちゃってますし」


　マジメな顔できっぱり言い切るメグ。


　そうなんだよ──俺はメグの意見に、静かに頷うなずいていた。


　最初は、天神に仕える四体の剣精レイダー《至高の四本エントリーフオー》を決める戦いだったんだよな。剣精試練レイダー・ゲーム。いつの間にか、んなモン関係なくなってるような気配だが。


「他にも、いろいろブレてるんです。剣精試練レイダー・ゲームは。いつも、ただ面おも白しろ半分にやってるだけのような……。剣精試練レイダー・ゲームは、本当に、天神に仕える剣精レイダーを決める為に行われてる試練ゲームなんですか？」


　真しん剣けんな眼まな差ざしでオッサンを見み据すえながら、強い口調で問いかけるメグ。


　いい質問かもしれない。俺は思った。俺達がまず知らなくてはいけないのはそこからかもしれない。


　そもそも、剣精試練レイダー・ゲームってなんなんだ？


「ま……六○点ってところだな」


　メグの質問に、オッサンは、煙を吐きながらそんな風に答えた。


「既にけっこういいトコに気づいてるじゃねーか。そこまで気づいてるなら、〝真相〟まであと一歩だ。


　メグだっけ？　お前のいう通り、剣精試練レイダー・ゲームは、《至高の四本エントリーフオー》を決める戦い、なんかじゃねぇ。


　この世界に天神なんて奴らは存在しねぇからな」


　淡たん々たんと、しかし衝しよう撃げき的な情報を公開するオッサン。


「そ……そんな！」


　その情報に、一番驚いたのは、当然四体の剣精レイダー達だ。


「じゃ、じゃあ、わたくし達は、一体なんなんですか!?」


　ほとんど泣きそうな悲ひ愴そうな声で、俺の胸ポケの中のディアが吼ほえる。


「わたくし達は、天神様にお仕えする為に生まれてきたんじゃないんですか!?　だったらわたくし達は、一体何の為に──」


「ヒマつぶし」


　ディアの問いに、オッサンは端たん的てきに答える。


「ヒ……ヒマつぶし？」


「そう。いや……お前ら剣精レイダーだけじゃない。剣精試練レイダー・ゲームそのものが……つーか、この世界そのものが、連中──今は剣精試練レイダー・ゲーム委員会とか名乗ってる、奴らのヒマつぶしなのさ」


　オッサンはそう呟つぶやくと、部屋にあった陶とう器き製の灰皿を手た繰ぐり寄せ、ジュッと煙草の火を消した。


「いいだろう。んじゃ、まず、その辺のことから教えてやる。それが結局剣精試練レイダー・ゲームの説明にも繫つながるしな。


　けど、覚かく悟ごしとけよ？　ちっと刺し激げきが強い話になっちまうだろうからな」


　そしてオッサンは、俺達に、この世界の真実を語り始める。


　オッサンの予告通り。


　それは俺達には刺激的すぎる──あまりに衝撃的な内容の話だった。





　　　　†




「お前ら。この世界を誰だれが創つくったか、知ってるか？」


　オッサンは、まず、俺達の顔を見ながら、いきなりそんな超ちようスケールなことを聞いてきた。


「……はあ？　セカイ？」


「そう。この世界にある、土、水、木、動物……それから俺達人間。それを創ったのは、一体誰だ？」


　俺達は、一瞬顔を見合わせる。


　誰ってそりゃ……


「〝神〟……なんじゃないのか？」


　首をかしげながら答えたのはロザリー。


「違ちがうな」


　オッサンは即そく答とうした。


「モチロン、一周目の世界に関しては、そうかもしれん。そこまで遡さかのぼると、さすがに俺らもわからん。


　が、この世界──つまり、二周目以降の世界に関しては、誰が創ったかハッキリしてる。


　人間だ。


　しかも、たった八人のガキども。


　この世界の土や水や木や俺達人間は……すべて、そいつら八人のガキどもによって創られてる」


「……はぁぁ？」


　意味がわからない。俺達は啞あ然ぜんと声をあげた。


「八人の子供が、この世界を創ってるって？」


「そう。ま、実際にはすげぇ年寄りなんだけどな。ともかく、便べん宜ぎ上じよう、そのガキどもこそが──今、剣精試練レイダー・ゲーム委員会とか、ふざけた名前を名乗ってる連中の正体なのさ」


　淡々と告げるオッサン。


「そ……そんなワケないじゃん！」


　メグが反論した。


「この世界に、どんだけの人間と、どんだけの土地あると思ってんの？　たかだか八人の、しかも、子供に、こんな世界創れるわけないじゃない！」


「ところがそうでもない。連中は、それを可能にさせる〝装置〟がある部屋に迷い込んだんだ」


　真ま面じ目めな顔でいうオッサン。


「〝装置〟……？」


「そう。ま、あくまで、俺も聞いた話だが。委員会の連中は、一周目の世界の普ふ通つうの住人だったらしい。が、旅行中か何かの時に、弾はずみでその〝部屋〟に迷い込んじまった。


　その瞬しゆん間かん。そいつらは、不老不死になっちまった」


　あっさりと、しかし衝撃的な言葉を発するオッサン。


「ふ、不老不死だぁ……？」


「そう。けど、不老不死なんざ、なってみりゃ、案外ヒマなもんさ。


　そこで目をつけたのがその部屋にあった〝装置〟だ。連中はその装置で世界を改変できることを知った。


　結果、ヒマつぶしの為に、自分達の暮らしていた世界を〝装置〟で改変し、世界そのものを使った〝ゲーム〟を始めた。


　その為だけに生まれたのが──この世界であり、お前達だ。


　ちなみに、奴らは、自分の創った世界ゲームに飽あきると、それをリセットし、再び新しい世界ゲームを構築する。いま、俺達が立っている世界は、連中が創った七番目のゲーム世界。


　最初から数えて、八周目の世界だな」


「な……何をいってるんだ？」


　あまりに……あまりに意味がわからない。


　オッサンの、あまりにカルトすぎる話題に、俺達は、誰もついていけなかった。


　俺達が暮らすこの世界が、子供のヒマつぶしの為に生み出された〝八周目〟の世界……？


　そんなわけがない。


　もしそんなことが事実だとしたら。俺達のこれまでの人生はなんだったんだ？


　俺が考え、俺が見、俺が触ふれてきたモノ、すべてが、そいつらのヒマつぶしの為に創られてきたモノだったっていうのか？　ありえない。絶対に受け入れられない事実。


「ウソくさいわね。都合が良すぎる」


　そんなオッサンに、嚙かみ付くような語調でいったのは、メグだ。


「もし、その話が本当だったとして。オジサン。じゃあなんでオジサンは、そんなに世界の秘密に詳くわしいの？」


　問とい詰つめるような口調でメグ。


「その理論でいくと、オジサンだってヒマつぶしに創られた八周目の世界の〝駒こま〟になるワケでしょ？　たかが駒の一つが、どうやって製作者側の存在をつきとめたのよ？」


「八周目じゃねぇ」


　オッサンは、再び煙草を取り出しながら、ちょっとムッとしたような口調で短くそう答えた。


「ん？」


「ニブイ奴らだな……。俺は八周目の人間じゃねぇ。《七周目セブンス》っつってんだろ。


　つまり俺は、この世界のせいで消されちまった一周前の世界──七周目世界の生き残りなんだよ」


　吐はき捨すてるようにいうオッサン。


「は……はぁぁ……!?」


　話が──さらにややこしくなってきた。


　七周目世界の……生き残り？


「な……なにいっちゃってんの？　それこそ矛む盾じゆんするじゃない」


　ムキになったようにいったのはメグ。


「この世界は、その神さま気取りの子供達が飽きたら、リセットされちゃうんでしょ？　だったら、なんでオジサンだけ、そんな都つ合ごうよく生き残ってんのよ？」


「……今は詳しくはいえねぇ。ま、エメラダのチカラのおかげ、とだけいっておこうか」


　煙草たばこに火を点つけながら、自分の後ろにいる大将エメラダをチラリと窺うかがうオッサン。


　そのエメラダは、自分が話題に上のぼり、視線を集めていることに気づき──より身体からだをちぢませて、オッサンの後ろに隠かくれようとしていた。


　あ、あの人見知りのコのチカラ……!?


「ま、信じる信じねーはお前らの勝手だ。けど、事実じゃなけりゃ、俺がこの世界の仕組みについてこんな詳しいことに説明つかねーだろ。俺は、一周前の世界の生き残り。


　七周目世界を取り戻す為に、旅を続ける人間──《七周目セブンス》なのさ」


　ギラリ、とどこか殺気のこもった目で俺らを見ながら、そう宣言するオッサン。


「……え？」


　その発言に──俺達は、妙みようなひっかかりを覚えた。


「……七周目の世界を取り戻す？」


　怪け訝げんに思い聞く俺。オッサンは頷うなずく。


「そう。それが、俺ら《七周目セブンス》の最終目的。だから俺らは、連中に戦いを挑いどんでるんだ。連中の持ってる〝装置〟にさえ辿たどり着ければ──この世界を、また元の七周目世界に戻すことも可能だからな」


「ま、待て待て待て」


　なんか、恐おそろしく嫌いやな予感を覚え──俺は血相を変えてオッサンに聞いた。


「この世界を、七周目に戻すって……


　そ、それじゃ、今のこの世界はどうなるんだ？」


「ま、そりゃ、消去リセツトされるわな」


　さらりと、オッサン。


「はあ!?」


「しゃーねーだろ。役者やセットが替かわっても、舞ぶ台たいは一つしかねーんだよ」


「は……はぁぁぁぁ!?」


　いやいやいや！　な……何を平然といってるんだこの男は？


　俺は別にこの世界が気に入ってるワケでもない。むしろ少し前まで、本気で腐くさった世界だとすら思っていた。


　けど、それでも──


　この旅を続けてる間に、少しずつ、悪くないと思える部分だって見えてきたりしてるんだ。


　さすがに、〝しゃーねーだろ〟の一言で片付けられちゃ黙だまっていられない。


「そ……そっか」


　そんな中。メグが、何かに気づいたように、呆ぼう然ぜんとした声をあげた。


「ライエルさん……だから《七周目セブンス》に入ったんですね」


　部屋の隅すみのライエルに視線を向けながら、メグ。


「この世界には、もうミザ様はいないから……この世界が嫌だから、消去リセツトするつもりなんですね!?」


「………………」


　メグに問い詰められても、ライエルは、腕うでを組んで目を閉じ座ったまま、微び動どうだにしない。


「そんなの……そんなの間ま違ちがってますよ！　ライエルさんは、わたし達の世界を裏切るんですか!?」


　立ち上がり、ヒステリックな口調で、さらにライエルを罵ののしろうとするメグ。


「オ、オイ……！」


　気持ちは分かるが──俺はそんなメグの腕を座ったまま引き、慌あわてて制止した。


　コイツは、普ふ段だん優等生のクセに、たまに、唐とう突とつにヒステリックになりすぎる。


「だって……だって！」


「落ち着けや、嬢じようちゃん。ライエルの気持ちも汲くんでやれ」


　そんな中。メグにそう声をかけると──


　いきなりオッサンは、部屋の中で立ち上がった。


「コイツはな。どう考えたって、七周目に戻ったほうが幸せなんだ」


　そしてオッサンはそんなことを呟つぶやくと、壁かべにかけてあった掛かけ物ものを取り外し、そして庭に向けて開いていた窓を雨戸ごと閉め、唐突に、部屋の中を薄うす暗ぐらくする。


「!?　ちょ、ちょっと!?」


「な……何をする気だ」


　オッサンのいきなりの奇き行こうに、俺達四人は各おの々おのすばやく剣精レイダーを握にぎり、腰こしを浮うかせ、軽い戦せん闘とう態勢に入った。


「アホウ。すぐイキリたつな」


　しかしオッサンはそんな俺達に見向きもせず、


「お前らにこれ以上口で説明しても、ハナシこじれそーだから。


〝画え〟で説明してやるんだよ」


　どこからか取り出した、縦横五、六○センチ程度の、変わった形の〝糸巻き機〟のような装置を取り出した。


「これは、エイシャキとかいって──一周目──つまりオリジナル世界の遺物だ。もっとも、その後七回分の世界の技術も追加されて、相当改造されてるが。


　これがあれば、いろいろ、面おも白しれぇモンが見れるんだぜ」


　オッサンは、ニヤリと笑ってそういうと。


　カタカタカタ……。妙な音と共に、その装置を始動させた。


　すると、さっきオッサンが掛け物を取り外した壁に光が当たり──何やらそこに動く画えが異様に鮮せん明めいに映し出される。


「あッ……？」


　そして──映し出されたものを見て──俺達は、マヌケな声をあげた。


　そこに映っていたのは、金きん髪ぱつに長身、だぶだぶのシャツを着たままベッドで寝ねそべる男、ライエル・ヒート。


　そして長い黒くろ髪かみに、白いエプロンを纏まとったおっとりした風ふう貌ぼうの女性──亡なくなったハズの、ミザリィ・ログレス王女。


　画の中の二人が話し始める──





「──ねぇ、起きて。起きてよ、あなた」


　頰ほおを膨ふくらませながら、ベッドで爆ばく睡すいするライエルの身体を揺ゆする、ミザ王女。


「あんだよ……」


　寝返りを打ち、必死にそれから逃のがれようとしているライエル。


「あんだよ、じゃないでしょ！　今日は新しい仕事の面接でしょ！　いつまでも勇者でもないんだから……そろそろ起きて、準備しないと」


「ん～……」


「ん～、じゃない。もうぅ……こうなったら。


　エリィ。やっておしまい！」


「はーい」


　手をあげ、元気よく返事をしたのは、王女の足元にいた、黒いおかっぱ頭の──しかし顔立ちはミザ様とライエル、どちらの面おも影かげも持っている、五、六歳の少女だった。


　その少女を、王女はむんず、と抱だきかかえ──


　そのままライエルのベッドに投下。


「きゃああ！」


　黒髪の幼女は、彼女にとっては大事件なそのフリーフォールに大興奮し、そのままベッドに着地、そしてその大興奮のまま、


「パパぁ！　起きて！　パパぁ！　起きろぉ！　パパ、パパ、パパ、パパ！」


　未いまだに寝ようとすライエルの髪かみの毛けや耳や鼻を、引きちぎらんばかりに鷲わし摑づかみにする。


「ぐわ、や、やめ、やめろぉ、チビ！」


「あー！　ママー、またパパがわたしのこと〝チビ〟っていった。このやろー！」


　幼女、激げき怒ど。


「ライエル！」


「だ……だってよ」


「〝お仕置き〟するわよ!?」


「…………すいませんでした」





「──な……なんなんだ、これは……!?」


　目の前で流れる、不可解な画に、俺は……


　いや、俺だけじゃない、メグも、ロザリーも、ツバサも……全員が絶句していた。


「ミ、ミザ様……生きてたの？」


　呆然と呟くのはメグ。


「し、しかし……画の中の二人は、まるで夫婦めおとのようだったぞ」


　同じく呆然とロザリー。


『子供も……いた』


　もちろん呆然とツバサ。


「これは、お前らが知ってる王女とライエルの姿じゃねぇんだ」


　そんなまとめて呆然とする俺達に、オッサンが、説明を開始。


「これはな。一周前──つまり、七周目時代のライエルの記録なんだよ」


「な、七周目時代の……記録？」


「ちょ……ちょっと待って。ちょっと待って。七周目時代のライエルさん？


　え？


　てことは……ライエルさんは、七周目の世界でも存在してたの？」


「当たり前じゃねぇか」


　オッサンは、呆あきれたようにいった。


「この世界は。世界観やルールこそ、毎回根本的に創り直されちゃいるが、キャラクターに関しては、立ち位置やら種族だけいじって、一周目からほぼ使いまわし状態になっている。


　つまり。ライエルだけじゃねぇ。


　グレン・ユークも。メグ・ローズハートも。


　ローズ・リンドもツバサ・クロクワもミザリィ・ログレスもザザン・ビークも──全員、七周目世界に、暮らしていた時代があったのさ」


「はぁ……!?」


　いったい今日何度目の衝しよう撃げきかわからないが。俺らはやはりその衝撃に身体からだを硬こう直ちよくさせた。


「俺らも……七周目に暮らしていた？」


「そんな記き憶おくはないぞ？」


「そらそーだ。あってたまるか。人生八周分の記憶なんかあったら、脳みそ爆ばく発はつするわ。記憶はな、周回する度たびに消去デリートされてんだよ。けどな……お前らの記憶にも、恐おそらく、かすかに残ってるハズだ」


　オッサンは、どこか、昔を懐なつかしむような目で俺達を見ながら呟く。


「覚えてねぇか。


　七周目はな。突とつ如じよ出現した〝魔ま王おう軍〟が、人間達に向かって侵しん攻こうを開始した──そんなベッタベタな世界だった」


「ま、魔王軍……？」


「そう。魔物……こっちじゃ、その破は片へんを再利用して創つくられてるから、破片体とかいうんだっけか？　とにかく、そういうバケモンどもが世の中に溢あふれ返り出した時代さ。一歩間違えれば死んじまうような危険と隣となり合わせの──けどめちゃくちゃアツい時代だった」


　嬉うれしそうな声でいうオッサン。


「けど、結果的に、その時代は終わっちまった。長い旅の末、魔王を討うつ人間が現れて、戦いに終しゆう止し符ふが打たれちまったんだ。


　その時、魔王を討って、後に〝勇者〟って呼ばれるようになるのが──そこのライエル・ヒートだ」


「えぇっ!?」


　俺らは、思わずライエルに視線を集中させた。ライエルが……七周目では、世界を救った勇者!?


「そしてその後、コイツは王に認められ、あの王女との結けつ婚こんを許してもらい、さっきみたいに暮らすことになる。


　つまりこいつは、七周目の世界では、あの王女と結ばれる展開だったんだよ。身分がどうとかいって、ゴタついてたこっちの時代と違ってな」


　顎あごでライエルをさしながら、オッサン。えぇ……!?


「わかったろ？　この世界をリセットし、七周目のエピローグに戻もどせば、コイツは王女を取りもどし、それどころか、コイツはあの王女と結ばれることになるんだ。


　その条件で、俺達に手を貸さない馬ば鹿かがいるか？　その条件で俺達に手を貸すコイツを、お前らは、まだ裏切り者呼ばわりできるか？」


「…………」


　俺達はぐぅの音も出せない。


　確かに、俺だって。いや、誰だれだって。好きだった女子が蘇よみがえり、おまけに自分と結ばれるような世界に行けるなら──そこへ行く方法を知る連中の仲間になってしまうだろう。


　でも──


　だからといって、この世界を消していいワケが……！


「ちなみに」


　そんな押し黙だまる俺達に、オッサンが、淡たん々たんとした口調で告げた。


「俺達は、七周目の人間のデータは全て所持している。


　つまり……お前ら四人の分の〝七周目の記録〟も、俺は持っている」


「エッ……？」


　その一言に、俺達は、さすがに顔色を変えた。


「お……俺らの七周目の記録？」


「そ、それってつまり、わたし達の一周前の人生の記録、オジサンが持ってるってこと？」


「そーゆうことだな。悪わりぃけど、俺は一足早く観みたぜ。お前らだって、七周目のほうが、ずっと待たい遇ぐうよかったぜ？」


　そういうとオッサンは。


〝エイシャキ〟を操作し、壁かべにかわるがわる映像を映し始めた。


「ツバサ・クロクワは、七周目では、普ふ通つうの女学生をやっていたようだな」


　最初にパッ、と壁に映ったのは、いつもの格好とは間逆──白を基調にした、若々しいセーラー服を纏ったツバサの姿。


　──そのツバサは、学校帰りなのか、何やら夕暮れの川原のような場所で、俺達の知らない同級生らしき男に熱心に話しかけられ──


　頰ほおを赤く染め、何やら小さく頷うなずいている──


「ローズ・リンドは、あっちでは、何故か盗とう賊ぞくまがいのことをやって暮らしていたようだ」


　ついでパッ、と壁に映ったのは、やはりいつもと違ちがい、髪を後ろに縛しばり、草色のマントで身体を覆おおった銀ぎん髪ぱつの少女ロザリー。


　──ロザリーは、俺達に見せたことのないような不敵な笑えみを浮うかべたり、傷だらけの顔で、他ほかの山さん賊ぞく仲間と腹を抱かかえて快活に笑いあったり──


　こっちの世界とは違い随ずい分ぶん楽しげに、活発に動き回っている。


「メグ・ローズハートは、北のほうで、魔ま王おう討とう伐ばつに孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする有能な女騎き士しだったらしい。カッコいいじゃねぇか」


　映ったのは、黒い鎧よろいに身を包み、氷のような表情で、手の中の剣けんを使い異い形ぎようの生物達を次々と斬ざん殺さつしていく赤髪の女、メグ・ローズハート──。大量の返り血を浴びているが、その表情は、ぴくりとも動かない──


「で、グレン・ユーク。お前は、俺とか、ローズハートとは違い。懸けん賞しよう金さえかかってりゃ、人間だろうが魔物だろうが始末する〝賞金稼かせぎ〟だったようだな」


　パッ。


　そして壁に、とうとう七周目の俺の姿が映し出される。


　そこにいたのは、今と違い、胸や腕うでなどのみをガードする軽装型の防具をつけ、そして今よりかなり短く髪を刈かった俺の姿。


　が。今回に限かぎっては。観るべきポイントは、そこではなかった。俺、ではなかった。


　その画面には……〝七周目の俺〟以上に、衝撃的な人物が映っていた。


「えっ……!?」


　七周目の俺の横に現れ、壁に映りこんだ人物の姿に──俺達は本気で絶句した。


「ディ……」


「ディア……??」


　混乱したまま──俺達は呆ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


　そう。そこにいたのは──浅あさ葱ぎ色いろの髪に、何やら、不満そうに頰を膨ふくらませた少女──俺の剣精レイダーオブシディアンだった。


　ただし、といっても、こちらの世界のディアとはまったく違う。


　なぜなら、壁の中に映るディアは──人形ではなかった。


　俺と似たような格好をしたディアは、一二、三歳前後の、小こ柄がらな少女そのもの──間違いなく、完全に人間そのものの姿をしている。


「わ……わたくし？　わたくしが……何で人間の姿で……？」


　俺の胸ポケの中で、ぽかんとした声で呟くディア。


「だからいってんだろ。キャラクターは、種族やサイズをいじって、一周目から使いまわしだって。あのな。一周目には、お前らみたいな非現実的な奴やつらは一体だっていないんだ。


　つまり、八周目では、お前らはいろいろイジられて〝剣精レイダー〟なんて役をやらされてるが……元を辿たどれば、お前らも全員人間なんだよ」


「な……！」


「え……えぇぇ!?」


　まさかの衝撃発言に、俺達は耳を疑った。


　剣精レイダーが一周前の世界では人間だった……!?


　そしてそれぞれ、全員手持ちの剣精レイダーに視線を落とす。


「し、しかし……だとしても、何でよりによって、七周目でも俺とディアが一いつ緒しよにいるんだ？　偶ぐう然ぜんにしてはできすぎてるだろうが」


「ほんとニブいねお前。まだ気づかねぇのか？」


　そんな俺の疑問に、オッサンは、呆れたような声で答えた。


「委員会が、どういう基準で、剣精レイダーと剣精レイダー使いのコンビを決めてると思ってんだ？


　剣精レイダーと剣精レイダー使いは。例外なく、七周目で深く繫つながりがあった者同士でエントリーされてるのさ。そのほうが、いろいろ悪あく趣しゆ味みに面おも白しれぇからな」


「な……何ぃ!?」


「なんなら観るか？」


　そういうとオッサンは、再び、壁の画面を切り替かえ、


「イレイザーレインは、ローズハートの実の妹」


　ベッドで熟じゆく睡すいし、メグに頭を撫なでられる人間の姿のレイン────


「サーペンティアンは、ローズ・リンドと同じ盗賊団の長老」


　月光に照らされる、どこか崖がけの上のような場所で、二人語らうロザリーと人間老師──


「キャッツアイは、ツバサ・クロクワの同級生」


　教室で、相変わらずの雑なノリで、冗じよう談だん半分にツバサを蹴けっている人間のアイ────


「で、ラスト。オブシディアンは、賞金稼ぎグレン・ユークの相棒をやってたみたいだな」
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　パッ、と再び画面を元の俺とディアの画えに戻すオッサン。


　その画面の中で、ディアは嬉しそうに俺に付きまとい……俺はうっとうしそうにそれをかわしている。


「〝相棒〟……！」


　その映像の中の二人に──俺とディアの視線は、どうしようもなく、釘くぎづけになった。


　奇き妙みような気持ちだった。


　人間のディアと共に旅をしていた記き憶おくなど──俺にはない。


　ないが。


　決して目が逸そらせない──そして気を緩ゆるめればどうにかなってしまいそうな……尋じん常じようではない懐かしさが画面から俺達に向かってグイグイ迫せまってくる。


（そうか……だからか）


　ディアが異常に俺の相棒というポジションにこだわったりしていたのは──


　この、〝七周目の記憶〟を受け継ついでいたからだったのか……！


「面白ぇだろ？　けど驚おどろくのは速はえぇ。グレン。お前さんにゃ、もう一つ特別に観せたい映像があるんだ」


　衝しよう撃げきの事実に慄おののいていると。


　ニヤリと笑い、さらにそんなことをいってきた。


「……は？　もう一つの映像？」


「そう。むしろこっちが本命なんだがな。


　これを観れば、きっと七周目が気に入ってくれると思うぜ──？」


　そして一方的にそう告げると。


　ぶんっ。オッサンは、壁の中の映像を変化させる。


「？」


　何の狙ねらいかよくわからないまま、俺はその映像のほうへ視線を移し──


「な……」


　──そしてそこで身体からだを硬こう直ちよくさせた。


　部屋の中の温度が急速に低くなっていく。





　壁の中には、一人の女性が映っていた。





　長い黒くろ髪かみを後ろで縛った、活発そうな、太陽のような笑みを湛たたえた女。


　──俺がこの世で一番会いたくない──人生で最も俺を傷つけた女。


「バ……ババァ……！」


　俺は呆然と呟いた。


「シェーラ……！」


　そしてそんな俺の隣となりで、メグが、青い顔で呆然と呟いた。


『シェーラ……？　誰だれ？』


　そんなメグに、ツバサが不思議そうに聞いている。


「グレンの……養母おかあさんよ……！」


　搾しぼり出すような声で呟くメグ。


「ああ……あの、たまにメグが〝挨あい拶さつに行け〟と促うながしていた……」


　納なつ得とくしたように呟くロザリー。


　……そう。そこに映っていたのは、かつて俺の養母だった女。


　あのクソ寒い朝に、俺を引き取りに来た女──


　シェーラ・ユークだった。





　　　　†




「フッフッフ。私をムキにさせた罰ばつよ。今日からあんたは私の息子むすこ。


　いっとくけど、私は甘いわよぉ～？　引き取られなかったほうが良かったと思えるくらい可愛かわいがってあげるから……覚かく悟ごしときなさい！　うりゃあー！」


　俺は、あのクソ寒い朝、満面の笑みで、背骨が折れそうなくらい強ごう引いんに抱だきしめられ──その女の養子になることを決めてしまった。


　抗あらがえなかった。


　そんな風に、笑顔で強く抱きしめられたのは──俺にとって、生まれて初めてだったのだから。





〝私は甘い〟というシェーラの宣言は、まったくもって、ウソではなかった。


　シェーラは、子供がつくれない体質で、ずっと男の子が欲しかったらしい。


　故ゆえに、ダンナと共に、俺をとことんまで甘やかした。


　一人で行くといっているにも拘かかわらず、傭よう学がくへの行き帰りには必ずストーカーのようにひっついてきたし。


　俺の弁当は、何食分かと思うくらい、飯だけは異常なボリュームを詰つめ込まれていたし。


　俺は既すでに一○歳を過ぎていたというのに、あの女は、ベッドで寝ねる俺に絵本を読み聞かせようとした。


　それくらい、あの女は馬ば鹿かで……俺を甘やかしていた。


　そして俺は──それを煙けむたがりながらも、しかし内心で、こんな生活も悪くないな、と思っていたんだと思う。


　明るかったり暗かったり、不安定な俺の性格だが──あの頃ころ俺は間違いなく、人生最大に明るかった。








「調べたぜ」


　映像を観て、呆然と過去をフラッシュバックさせる俺に、《七周目セブンス》副大将のオッサンは、同情するような目つきでいってきた。


「お前、八周目じゃ、養子としてこの女にひきとられて──おまけに最終的に遺産狙いで殺されかけたらしいな」


「だったら何だ……!?」


　このハゲ殺してやろうか──！


　俺は本気で殺意を覚えながら、震ふるえる声で返答した。


　俺は──他人にその過去をほじくりかえされるのが、死ぬほど嫌きらいなんだ……！








　夜道を歩いていて、いきなり後頭部を殴おう打だされた経験はあるだろうか？


　俺にはある。


　ひょんなことから、莫ばく大だいな遺産を手に入れてしまった頃に、一度だけ。


　幸さいわいだったのは、俺が〝薄はく氷ひようのグレン〟などという、格好いいのか悪いのか分からないあだ名をつけられる程度に、危機をうまく回かい避ひする能力を持っていた、ということだ。


　いきなり襲おそいかかられた俺だったが、即そく死し確実の一いち撃げきを、血まみれになる程度の傷でかわし、俺は傭学仕じ込こみの体術で、その謎なぞの襲しゆう撃げき者をかろうじて返り討うちにした。


　が。


　シェーラ・ユーク。


　襲撃者が、尋じん問もんの末口にした依い頼らい人にんは、その名前。


　それでも、俺は、その答えを信じなかった。


　──あの家で、俺の持ち物をすべて売ばい却きやくしてる両親を見るまでは。





「けっこう高く売れたね～」


　血まみれで自宅に戻もどり、家の中へ入ろうとした俺の耳に飛び込んできたのは……夫に話す、シェーラのそんな声だった。


「傭兵の装備品は、需じゆ要ようがあるからな……。


　けど……シェーラ。これで本当によかったのか？」


「だって……仕方ないじゃない。あの子が死ねば、どれだけのお金が私らに入ってくると思ってるの……!?　そのお金があれば、身体の治ち療りようもできるだろうし。


　グレンも悪くなかったけど……やっぱり私、他ひ人との子じゃなく、ちゃんと、自分の子供が欲しいもん」


　耳に流れ込んでくるのは、消え入りそうなシェーラのそんな声。


（ウソ……だろ……シェーラ）


　存外俺はお人ひと好よしだったらしい。


　俺は、この期ごに及およんでも、まだ、シェーラの俺への想おもいが、カネによって変わったことを受け入れられていなかった。


「それにグレンは、本当は孤こ児じだったのに、この二、三年、もう十分楽しんだじゃない。きっともう満足してる。だから天国で、笑え顔がおで私達と私達の子供のこと、見守っててくれよ……」


　世界が、灰色になった。


　あまりに身勝手すぎないだろうか？


　あまりに醜みにくすぎないだろうか？


　さすがにここまできて──俺は〝現実〟を受け入れていた。


　俺の中のシェーラのイメージは崩くずれ去った。豪ごう快かいで、明るくて、凜りんとしていて──そういう穢けがれの一いつ切さいない人間だと、俺は勝手に思い込んでいた。


　違ちがった。


　人間だった。


　あの女も人間で──その裏には、恐おそろしく黒いものが渦うず巻まいていた。


「ぐぅ……！」


　そう思った途と端たん。口の中に強きよう烈れつに酸っぱいものがこみあげ──俺は我が慢まんできずその場に吐はきそうになった。


　どんっ。


　するとその瞬しゆん間かん、ふらついた俺の手が、目の前の扉とびら──二、三年過ごし、そろそろ見慣れていた〝俺の家〟の扉に触ふれ──ゆっくり押し開いていく。


　ほとんど、まるっきり、喜劇のようだった。


　扉は完全に開き。


　突とつ然ぜん開いた玄げん関かんの扉に、当然、中にいた二人は反応。様子を見に来る。


　二秒後。


　外から中を見つめる俺と。


　中から外を見つめる二人の視線が交差した。


（どんな顔をするんだろう……）


　その時俺は──のんきに、そんなことを疑問に思っていた。


　遺産の為ため、完全に始末したと思っていた自分の養子が、いきなり家に戻ってきたら──あの二人はどんな顔をするんだろう？


　場違いな興味と共に、俺は二人の表情をより注視する。


「なんで……生きてんのよ……」


〝怒いかり〟だった。


　二人の顔に浮うかんでいたのは。計画通り死なず、自分に莫大な遺産が入る道を途と絶ぜつさせた男に対する──ドス黒い怒り。


「───！　────！」


　その後シェーラは、発はつ狂きようしたように俺を激しく罵ののしっていたが、もう耐たえられないと判断したのか、俺の耳と脳は、無意識のうちにシェーラの言葉を遮しや断だんしていた。その時何をいわれたのか、俺は今は何ひとつ思い出せない。


「ありがとう……」


　俺は確か、虚きよ無む的に、感謝の言葉を口にし。


　その場から、朦もう朧ろうと、走り出したんだと思う。


　もう二度と人間とは関かかわらない。


　そのことだけを、強く、何度も、心の中で誓ちかいながら──





　　　　†




「その話はヤメロッ……！」


　俺はびっしょりと冷たい汗あせをかきながら、苛いら立だった視線をオッサンに向け呟つぶやいた。


　あの事件の直後入り込んだ〝闇やみ〟からは、前にメグがいってくれた通り、今の俺は、随ずい分ぶん解放されたと思う。


　その理由は、一つではなく……例えば、時間、例えば、ディアが俺の前に現れたということ、例えば、剣精試練レイダー・ゲームに流されて参加してしまったこと、例えば、メグやロザリーやツバサと一いつ緒しよに旅をしていること……


　幾いくつかが複合的に絡からみ合い、結果的に、俺の精神状態は随分持ち直した。


　だが──あの時にシェーラに負わされた傷に関しては、話は別だ。


　あの時の傷は、俺の中では、正直いってほとんど癒いえていない。


　そもそも、癒いやそうともしていない。


　なんせ俺を引き籠こもらせた最大の決め手は、九九％、あの事件なのた。


　あの事件とまた向かい、再び深みにハマッてしまっては、せっかくここまで開いてきた俺の精神が、また閉じてしまうかもしれない。ここまでの苦労の意味がなくなる。


　俺は、あの事件に関しては、むしろ、まだ向き合うべきではないのである。


「……予想以上にトラウマ受けやがんなァ」


　そんな俺に対し、オッサンは、同情するような口調でいった。


「やめてください！　何でそんなひどいことご主人様に思い出させるんですか!?」


　と、胸ポケの中から、いきなり激げき怒どした声が聞こえた。


　ディアだった。


　ディアが半泣きの様子で、俺をかばうようにオッサンに叫さけんでいる。


　俺はそんなディアの怒りに多少めんくらい──そしてオッサンは苦く笑しようした。


「悪わりぃ、悪ぃ。でもな。俺は別に、グレンに悪あく意いがあってこの話を──シェーラを画面に映したわけじゃねぇ。つーか、そもそも、お前ら勘違いしてる。これは、お前らが知ってるシェーラじゃねぇ。七周目のシェーラなんだ」


「え……？」


「そして──」


　壁に映る画を注視するオッサン。


　するとその壁に映るシェーラの横に──短く髪を刈った俺が現れ、そしてそのシェーラに何か話しかけた。


「？　ど……どういうことだ？」


　俺は混乱した。


「なんで七周目の俺と、七周目のシェーラが一緒にいる……？」


「だから、これを見ればお前は七周目を気に入るっていったろ？


　このオンナとお前はな。七周目では実の親子なのさ」


「な…………」


　俺は絶ぜつ句く。


「もちろんお前を裏切ったりしねぇ。実際の親子なんだからな。つーか、順番でいうと逆なんだ。七周目で、お前の理想の母親であり続けたから、お前はこっちでもそんなにあの母親に、良くも悪くも引っ張られてるんだ」


　オッサンはそういい、壁かべの中の映像を観た。


　相変わらず壁には、俺とシェーラの様子が映し出されている。


《フッフッフ。一五歳の誕生日おめでとう、グレン。


　いっとくけど、あんたが何歳になっても、私は甘いわよぉ～？　どんだけあんたがオッサンになろうとも、私はあんたの枕まくら元もとで絵本の読み聞かせをやめない。しかも私はその習慣を、あんたの友達に吹ふい聴ちようする！　覚かく悟ごしときなさい！　うりゃあー！》


　映像の中の、八周目に比べると少しだけ髪かみの短い七周目シェーラは、心底楽しそうに笑いながら、青い短たん髪ぱつのガキ──七周目の俺の頭をぐりぐりとなでている。


　そんなシェーラの行動に、七周目の俺は青筋をたてながら反はん抗こうしているが──


　俺はこの時、そんなに悪い気分じゃなかった気がする。


　七周目の俺の記き憶おくなのか、それとも、ただの想像なのか──何故か俺はそう確信していた。


「これが……七周目の俺とシェーラ……」


　気がつくと俺は、映像の中の髪の短いグレン・ユークと、やや髪の長いシェーラ・ユークの幸せそうな掛かけ合いに、呆ぼう然ぜんと見入っていた。


「気に入ってくれたか？」


　ブンッ。


　そんな中、オッサンは、満足気にその壁の映像を消し、いった。


「あ……」


「ま……お前らの、それぞれの七周目の記憶はこんなところだ。


　グレンは優やさしいオカンと暮らしていて、相棒のディアと賞金稼かせぎ。


　メグは女剣けん士し。


　ローズは盗とう賊ぞくの仲間。


　ツバサは普ふ通つうの女学生。


　覚えてるんじゃねぇか？」


「…………！」


　俺達は、誰だれも、何も答えない。


　覚えてる──といえるほどハッキリしたものではないが。悔くやしいことに、デジャブのような感覚は、全員が感じているのだろう。しかしそれをいうと、オッサンの思うツボ、喜ばせてしまいそうな気がして、誰も、何もいわないのだ。


「ま、心配すんな。たとえ覚えてなかったとしても。世界をリセットすれば、お前らの記憶もリセットされて、七周目当時のものに戻る。お前らはなんの苦労もせず、すぐ七周目の世界に溶とけ込めるさ。自分が八周目を生きてたなんて、二度と思い出すこともなくな」


　苦笑しながらオッサン。


「断言しとくぜ」


　さらにオッサンは、満面の笑えみで、七周目をアピールしてくる。


「七周目は、ハッキリいって、八周目よりぜんぜんマシな世界だ。あの黒のオーロラとかいうふざけたシステムもねーし、国交は盛さかん。自由にいろんな国を行き来できるし、その分、いろんな奴やつと出会えたりもする。


　おまけに俺らは、委員会のガキどもを討うって、魔ま王おうを倒たおした後の、エピローグ状態の七周目を取り戻もどすつもりだ。だから魔物もいねーし、委員会のガキどももいねーから、俺らは延々とその平和な世界を生きられる。


　どうだ？　悪くねーと思わねーか？」


「………………」


　黒のオーロラのない世界。永遠と続く平和なエピローグの世界。


　悪くない。確かに悪くないが……


「だから頼たのむ。既すでにけっこう仲間がやられて、人手が足りてねぇんだ。


　七周目を取り戻す為に──明日あしたの〝決戦〟、チカラを貸してくれ」


　オッサンは、とうとう俺達に土ど下げ座ざするようにそういってくる。そんなオッサンを見て、大将エメラダも、ミカンも、ぐっ、と頭を下げ土下座してくる。……ライエルだけは微び動どうだにしないが。


「オジサン。少しわたし達だけで話したいんですけど。……いいですか？」


　するとそんな中。メグが、オッサンにそう意見した。


　オッサンは、その言葉に、嬉うれしそうに顔をあげた。


「もちろんだ。考えてくれるようになっただけ大前進だ。お前らどーせ宿もねーんだろ？　答え出るまで、ここ好きに使っていいぞ。


　俺らは奥の部屋にいる。腹ァ決まったらきてくれや。夜までにきてくれりゃいいからよ」


　そういうと、オッサンは立ち上がり。横よこ滑すべりの扉とびらを開けて、そのまま部屋から去っていった。


　慌あわててそれに大将エメラダとミカンがついていき。


「………………」


　最終的に、ライエルも無言でそれについていく。


　扉が閉められ、部屋に残されたのは、俺達八周目の四人＋四体。





　俺達の、《七周目セブンス》との会合、第一ラウンドは。


　こんな具合に、予想外の結末で幕を閉じることになる。




　記憶断片メモリーピース③　～孤こ児じ院いんに残された少女～







　グレンの心が離れないように、グレンの傍そばにい続ける。


　わたしのそんな稚ち拙せつな計画は、シェーラ・ユークの登場で、あっけなく瓦が解かいした。


「おれ……あのひとのヨウシになるかもしれない」


　シェーラ・ユークが現れ、グレンを養子にしようといった直後。


　グレンはすまなそうな顔で、わたしにそういってきた。


　わたしは衝しよう撃げきを受けた。


　これだけ頑がん張ばってきたのに。これだけ策を弄ろうしてきたのに。


　またわたしの大事なひとが、わたしのもとを去っていく。


　嫌いやだった。


　泣いて、すがって、止めたかった。


　しかしそれをするには────


　わたしは、あまりに、小こ賢ざかしかった。


「うっそ！　よかったじゃん、ぐれん！」


　わたしは完かん璧ぺきな笑顔でそういった。


「え？　で……でも、おれがいなくなるとおまえが……」


「いいっていいって。わたしならだいじょぶ。じつはさ。わたしも、ヨウシにならないかってきのうさそわれたの」


　ウソだ。


「!?　ま、まじで……!?」


　しかしグレンは信じる。


「うん。だから、えんりょせずいっておいでよ。すぐわたしもここでるし。それに、そとにでたからってはなればなれじゃないじゃん。わたしたち、ずっとともだちでしょ？」


「…………」


　グレンは、わたしのそんな一言に、俯うつむき、肩かたを震ふるわせていた。泣いているようだった。


　かわいいな、とわたしは思った。


　そして自分の選んだ選せん択たく肢しが間ま違ちがっていないことを確信した。





　泣いて、すがって、止めても、しょせんそんなものは一時的なものだ。


　グレンは、わたしと同じ未来を望んではいない。あの子は、冷めているといっても、わたしとは違い、孤児院を出て、ちゃんとした人生を送りたいという気持ちまでは捨てていないのだ。


　そしてそれにどっちみち、二は十た歳ちになっても三十歳になっても孤児院にふたりでいることなどできないことに、愚おろかなわたしはいまさら気づく。


　いつまでもグレンをこの孤児院に縛しばり付けておくのは無理がある──


　それをあの一いつ瞬しゆんで理解したわたしは、やはり一瞬で決断した。


　グレンを縛り付ける為ための闘たたかいを、外のフィールドに移すことを。





　わたしは、グレンから、十日遅おくれで孤児院を出た。


　里親を見つけるのは簡単だった。


　わたしは、運よく、異性に好意を持たれやすい程度には、整った容姿を持っている。


　おかげで、わたしには、養子の誘さそいはいくらでもあったのだ。


　過去にわたしを養子にしようとした人間のリストの中から、グレンの家からそれほど離はなれていない場所に住む里親に目星をつけて、もう一度話を持ちかければいい。


　わたしは孤児院にあったリストにこっそり目を通し、結果、いかにも人じん畜ちく無む害がいそうな、食堂の男にターゲットを絞しぼり、住所を調べて直接家を訪おとずれ話を持ちかけた。


　考えが変わった。あなたの娘むすめにして欲しい。


　予定通りの結果が出た。


　その日の夜、わたしは、大して興味もない食堂の娘になった。





　そしてわたしの一人ぼっちの闘いは幕を開けたのだ。




　シナリオⅢ・Parting　人形／少女







　藁わらのマットの独特の匂においが、やけに鼻につく、静まり返った部屋の中。


《七周目セブンス》達が去って、俺達ログレスの四人は、しばし、無言で座り込んでいた。


　俺達は、短時間に、あまりに衝撃的な情報を吸収しすぎ、困こん惑わくしていた。





《七周目セブンス》が、各国の剣精試練レイダー・ゲーム予選落ちの選手をスカウトしていること。


　そのスカウトに、ライエルもひっかかっていたこと。


　いつぞやの人形屋のオッサンが、《七周目セブンス》の副隊長だったこと。


《七周目セブンス》の総隊長が、まだ年とし端はもいかない幼女だったこと。


　そんな驚おどろきの情報は、まだまだ序の口だった。


《委員会》が、八人の子供で構成されているということ。


　この世界は、そんな《委員会》の連中が、ヒマつぶしに創った世界であるということ。


　そして俺達が暮らす今の世界は、その〝八周目〟の世界だということ。


《七周目セブンス》の連中の目的が、この世界を、一周前の〝七周目〟に戻すことだったこと。


　それを成す為ためには、今のこの世界を消去しなければならないということ。


　そして、俺達にも、かつて七周目の人生があったこと。


　俺らにはそれぞれ過去があり、各おの々おのの剣精レイダーも、その世界では、人間として暮らしているということ。


　そして俺の場合──


　七周目に戻れば、かつて俺を捨てたシェーラが、もう、俺を捨てないでくれるということ……








「ハァァァ…………」


　──シェーラ・ユーク。


　未いまだ俺の心を惑まどわすあの女の存在に、俺は他の面々が部屋にいるにも拘かかわらず、盛せい大だいに重いため息を吐ついた。


　せっかく近ちか頃ごろいい感じに忘れてきたと思ったのに……またあの女だ。


　俺は悪夢を見た後のような汗あせを手のひらにじっとりかきながら、顔を覆おおう。


　どこまで俺を振ふり回せば気がすむんだ、あの女は…………


　俺を一年間ひきこもらせただけじゃ満足できないのか？


　シェーラが裏切った八周目。


　シェーラが裏切らない七周目。


　自分でも辟へき易えきすることに、俺は、正直いって迷っていた。


《七周目セブンス》に入り七周目に戻れば、シェーラは俺を裏切らない。


　あの悪夢のような〝夜〟をなかったことにしたい。


　そしてシェーラあのクソ女と──忌いま々いましいことに──あんな風に暮らしてみたい。


　その想おもいが、心の一番底の穴から毒水のようにこぼれだし、心の中に薄うすく染しみ渡わたっていく。


「…………」


「…………」


　部屋の中は、ひたすら無言だった。


　……まぁ無理もない。突つきつけられた情報が、あまりに衝撃的だし。


　それに一いつ緒しよに旅をしてきて気づいたのだが、このパーティは、本質的には、全員無口なのだ。


　俺はいうまでもなく、無む駄だ口ぐちを叩たたくタイプではないし。


　ロザリー＆ツバサも、あの通り、無駄口を叩くタイプではない。


　つまりパーティ四人中三人が、無駄口を叩かないタイプなのだ。四人中三人が基本、無口。これだけ偏かたよったパーティも珍めずらしいかもしれない……。


　そんな中、唯ゆい一いつメグだけは無駄口を叩いたり率そつ先せんして口を開くタイプなのだが……


　コイツはコイツで、昔から何か考えるべきことに直面すると、難しい顔をして黙だまりこくってしまう。今も、何を一人で考え込んでいるのか、そんな感じだ。


　そして剣精レイダー達も、主あるじ達をさしおいて、場の話題をリードしたりするほど分ぶんをわきまえない連中ではない。


　結果的、このパーティは、こういう時誰だれも口を開かないのである。だから場が無言になるのも必然ではあった。


「…………どうする？」


　とはいえ、いつまでも無言でいても仕方がない。


　俺はガラでもないが、ムリヤリのように言葉を発し、それぞれ何を考えているかを聞きだしてみる。


「《七周目セブンス》に協力して、七周目世界を取り戻もどすのか。……それとも八周目の住人として、あいつらの前に立ちふさがるのか」


　全員に問いかける俺。


　この二択たくのうち、どちらの意見が多いかでこのパーティの指針も大きく変わってくる。


　俺達はここまで、ただ、《委員会》との接せつ触しよくを求め、手がかりを追っていた。


　しかしここからは、事態はそうシンプルにはいかない。


　もし《七周目セブンス》に協力するなら。もはや王女の仇かたきを討うつ必要などない。なんせこの世界を消去し、七周目に戻したなら、王女はそこでは生きているのだ。


　逆に、《七周目セブンス》に協力しないことを選んだなら、それはそれで事態はややこしくなる。俺達は、王女の仇を討つ為ため、やはり《委員会》と戦わなければならない。しかし今までと違い、今度は同時に、この世界を消去しようとする《七周目セブンス》達ともやりあわなければならないのである。


　いかにも骨が折れそうな状じよう況きようだ。


「ツバサ……この部屋は、話を聞かれてないな？」


　そんな中。最初に俺の問いに反応し、そんなことをいったのは、ロザリーだ。


『はい。確かく認にん済みです。周囲三○メートルに人間・影かげ子この気配ナシ』


「そうか。だったら遠えん慮りよなくいうが……


　私は、《七周目セブンス》に参加するのは反対だ」


　そしてロザリーは意見を表明した。


「七周目の世界は、正直、予想以上に魅み力りよく的だった。向こうの私の周まわりには、私が求めていた、普ふ通つうの友達とか、普通の恋愛とか……そういう〝普通の青春〟があったように見えた」


　と、ロザリー。……普通の恋愛、という部分が、若じやつ干かん、普通じゃない恋愛の原因〝俺〟への軽いジャブのようにも感じたが…………俺はなんとなく頭こうべを垂れる。


　ロザリーは続けた。


「しかし。残念ながら、今の私は、この世界に期待してしまっているんだ。例えば、私を長年苦しめていたグレンとの溝みぞは、さっき埋うまった」


　と、ロザリー。


「同じようなイイことが、この先、まだ人生にあるかもしれない。そう考えると、この世界を簡単には諦あきらめられない。


　だから私は、《七周目セブンス》に協力し、この世界を消去するのは反対だ」


　男前の表情で、ハッキリいいきるロザリー。


　うーむ……！　地下水路の一件以降、コイツ、ちょっと前向きになったか？


　確かに、こんな風に考える今のロザリーなら、《七周目セブンス》への協力は無し、だろう。


　これで〝《七周目セブンス》に協力しない〟に一票か。


『私も反対』


　続いて意思を表明したのは、ツバサ。


『確かに……あの光景は、その……興味深くはあった』


　さすがに、若干恥はずかしそうにスケブでいうツバサ。


　あぁ～…………まぁ、確かに、あのツバサの七周目の映像（学生服姿の、川原で男子学生とラブコメをやっているツバサ）は、ある意味、七周目世界という概がい念ねんを、俺らに一番わかりやすく理解させた象しよう徴ちようというか……


　これほど対照的な人生があるのか、というくらい、今と違ちがう人生が描えがかれていた映像だった。そりゃあ興味もわくだろう。


『しかし見る限かぎり、七周目では、私の人生はお姉さまの人生と交わっていなかった。


　たとえどれだけ大金持ちとして生きていようと。たとえどれだけ恵めぐまれた仲間に囲まれていようと。お姉さまがいない人生を、私は生きる気がしない。だから私も反対』


　と、《七周目セブンス》非協力に一票を加えるツバサ。


　ま、コイツはどうせそんなこったろうと思ってはいたが。


　ちなみにロザリーは、そんなツバサの返答に、ややホッとしたようにため息をついている。お前、ツバサの自立を促うながしてたんじゃなかったのか……。


「メグはどうなんだ？」


　俺は次に、相変わらず難しい顔をしているメグに聞いた。


「……わたしは……」


　メグは、やや青い、真ま面じ目めな顔で何かを答えようとして──


　しかし、首を振り、


「ううん……。やっぱり、わたしも、《七周目セブンス》に協力するのは反対」


　何な故ぜか、少しだけ歯切れの悪い、そんな口調でそう宣言する。


「一周前のわたしも、ま、カッコよかったけどさ……七周目のわたしの人生には、グレンも、ロザも、ツバサも、いないわけだし。


　やっぱわたしは、この世界で満足なワケよ。ウンウン」


　なんとなく無理している様子なのが気になるが、しかし結局、メグは《七周目セブンス》非協力に一票を加えた。


　となると……現時点で《七周目セブンス》非協力に集まった票は三票か。


　多数決的に考えると、ウチのチームの方針は《七周目セブンス》非協力に決定だ。


　でも、俺は……


「……で？　グレン。肝かん心じんのお前はどうするんだ」


　と、一人だけ意思表明を躊ちゆう躇ちよしていると。正面のロザリーが嘆たん息そく気味にいってきた。


「一番グレーゾーンにいそうなのはお前だぞ」


「まぁ……確かにそうだ……」


　俺は、一いつ瞬しゆんの沈ちん黙もくの後。意を決して、


「正直、俺はまだ、七周目と八周目で迷ってる」


　周囲三人に告白する。


　三人が前述した意思と正反対。世界を消去する計画に加担するかもしれない、という、個人的には、なかなか衝しよう撃げき的な告白をしたつもりだ。


　が。


　周囲の三人は、それほど驚おどろかなかった。


「まぁ……そうだろうな……あの様子じゃ」


『想定内』


「グレン、何気にマザコンだしね」


　三人は、嘆息と共に、俺の告白に納なつ得とくしている。


　あ、想定内だったのか……。……ていうかメグ、お前、マザコンって……。俺のトラウマをそんな雑に……。


「ま、グレンはまだいいよ」


　そんな、答えを出せない俺に、肩かたをすくめてメグがいった。


「そう……だな。まだ時間はある。もう少し考えればいいさ」


『右に同じく』


　さらに、ロザリーとツバサもそんな言葉をかけてくれる。


　……なんというか。コイツら、お人ひと好よしだな。


　普通なら、いかに《七周目セブンス》に加担することが愚おろかか、懇こん々こんと説得してきそうなもんだが……。内心ではいろいろいいたいこともあるだろうに、今のところ、俺の為ためにグッと[image: ]のみこんでくれているのだろう。


　もし七周目に戻れば。コイツらとは、もう、無関係の人生を生きることになるんだよな……。


「……悪いな」


　しかし俺は、それでもまだ決心することができない。


「……ちょっくら外の空気吸ってくる。一時間ほどで戻るわ」


　俺は立ち上がり、三人に告げた。


　気持ちを整理する為にも、少し外で一人で考えたい。


　ぴょん。


　そんな俺の足に、慣れたもんで、ほとんど条件反射のように、ディアがバッタのように飛びつき、そのまま猿さるのように身体からだをよじ登って、俺の胸ポケに滑すべり込む。


　いや……。少し一人で考えたいんだが…………


　と思ったが。


「…………ん？」


　ディアの顔を見ると。こうやって、反射的に俺の胸ポケに滑り込んできたわりに、何故かどこか上の空というか、かつてないほどボーっとした表情をしているので、


　……まぁいいか。俺は肩をすくめてやった。


　そういえば、コイツにも、少し聞きたいこともあるしな。


　俺は他ほかの剣精レイダー達の顔も見み渡わたす。


　俺は俺で手て一いつ杯ぱいだが。


　コイツらもコイツらで、今日、先刻の数十分で、自分の最終目的だった『天神』がいないこと、自分がゲームの駒こまだったということ、そして七周目では、自分も人間だったこと……


　人生が三回ひっくりかえるような荒あら波なみに、心を襲おそわれているんだ。


　特に、一周前では自分も人間だったというのは強きよう烈れつだろう。


　コイツらのうち何体かは、もしかしたら、俺達が《七周目セブンス》に協力することを望んでいるのかもしれない。それは、主として、俺達が聞いてやらなければならないことだろう。


　とはいえ──俺の場合、正直いまは他人の心配までしてる余よ裕ゆうがない。


　コイツらの話はロザリー達が聞いてくれると思い。


　まずは自分をなんとかしよう……！


「うっし……いってくる」


　俺は頰ほおを両手で打ち、扉とびらを開ける。


『待って。これ』


　そんな俺に、いきなり、ツバサが何かを渡わたしてきた。


　手渡されたのは、傘かさ、だった。


『大雨の気配接近中。持っていったほうがいい』


「…………」


　さっき、ガイストに来たばかりの時は、そんな気配はなかったが……まぁコイツがいうのなら、間違いないのだろう。


「……わかった」


　俺は、そんなツバサの傘を受け取った後。屋や敷しきを出て、異国ガイストの街へ、一人繰くり出す。





　　　　†




　外に出ると、確かに、いつの間にか空模様はあまりいいものとは呼べないものになっていた。


　が、幸い、まだしばらくは持ちそうだ。


　そしてさらに幸いなことに、そんなに遠出するまでもなく、屋敷からほど近い場所に、考え事をするのによさそうな場所を俺は発見した。


　細い川にかけられた、両りよう端はしに朱しゆ色いろの手すりが備え付けられている、半円状の橋。


　俺はその欄らん干かんに腕うでを載のせ、ぼうっと周囲の様子を見渡した。


　川の両サイドには、花の咲さいていない木が規則正しく延々と向こうまで続いている。時期があえば、なかなかいい、この国の憩いこいのスポットなのかもしれない。


「さてと……」


　ツバサから借りた傘を片手に、俺は特に意味のない独り言を呟つぶやいて、どうしようか黙もつ考こうする。


　七周目に戻もどるか。


　八周目の世界を守るか。


「うーむ……！」


　正直な話……どちらも捨てがたい。が、都合のいい答えを考えていると、キリがなさそうだ。両方は手に入らない。どちらかを諦あきらめなければならない。どちらを…………


　俯うつむいて、熟考しようとする俺。


　すると、その瞬しゆん間かん。


　当たり前といえば当たり前だが、とある物が目に入ってきた。


　浅あさ葱ぎ色いろの頭頂部。


　胸ポケの中のディアだ。


　ディアはほけーっとした顔で、ぼんやり川を眺ながめているようだった。


「……オイ」


　俺はそんなディアに、ローテンションに声をかけた。


「……ハイ」


　すると返ってくる、ローテンションな返事。


「……大だい丈じよう夫ぶか？」


「…………はい。ただ、ちょっと、いろいろ、びっくりしちゃって」


　と、素す直なおな声で答えてくるディア。


「天神様はいらっしゃらないっていうし……。七周目では人間だっていうし……ほんと、ビックリしっぱなしです、今日は」


　苦く笑しよう気味にいってくるディア。まぁ、やっぱそうだよな……。


「……お前はどうする気だ？」


　俺は、聞いてみた。


「七周目と八周目だったら。やっぱり人間だった七周目に帰りたいか？」


「ん……」


　するとディアは、一瞬考えるような素そ振ぶりを見せ、


「ずっと考えてたんですけど…………。


　わたくしは、どちらかというと、八周目ヨリ……かもしれません」


　そんな返答を返してくる。


「？　そうなのか？」


　俺は少々意外に思い、聞いた。


「はい」


　ディアは頷うなずき、


「七周目で、人間として、ご主人様のパートナーやるのもいいですけど……。でも、七周目に戻っちゃったら、今のわたくしと、今のご主人様。正確には、この関係じゃなくなっちゃうわけじゃないですか」


　と、ディア。


「ログレスで、朝ケンカしたり、いっしょに、いろんな人とたたかったり……。今まで二人でつくった思い出とか、持ってない二人になっちゃうわけじゃないですか」


　と、ディア。


　なるほど……確かにそれはそうだ。七周目に戻れば、記き憶おくは七周目のモノに書かき換かえられるってオッサンいってたからな。


「それは怖こわいなって。たぶん、わたくしは、七周目に戻っても──ううん、きっと、一周目から七周目まで、ぜんぶの世界で、ご主人様のことスキだった自信ありますけど。


　でも、そのスキと、今のスキはもしかしたら違ちがうかもしれない。


　わたくしは、今の、このご主人様をスキな気持ちを、大切にしたいんです」


　にっこり笑えみを浮うかべていってくるディア。


「お前………………いい女だなぁ」


　俺はその言葉を聞いて、思わずのように呟いてしまった。


　なんで俺みたいな廃はい棄き物ぶつ寸前の人間を、そこまで慕したってくれるんだろう、コイツは……。


　俺なんか、自分のトラウマがどうこういって、コイツとの思い出が大事だなんて考えもしなかったのに。


（コイツのこの想おもいに応こたえる為にも、俺は、八周目を選ぶべきなんじゃないのか──!?）


　俺は、そう思おうとした。


　が。


（すまん…………やはりまだ無理なんだ）


　決心がつかない。


　七周目と八周目を選べといわれて、この世界を迷わず選べるほどの想いが、まだ俺の心には満ちていない。


　本当にクズだな俺は……。


　俺は自分のヘタレぶりにがっくり肩を落とす。


　……と、落ち込んでいると。


　ぽんぽん、と俺の胸のあたりが叩たたかれた。


「元気出してください」


　ニッコリ笑っていうディアだった。


「わたくし、ご主人様がナヤム気持ちもわかりますよ。だって、ご主人様、すっごくつらい思いしたんですもん。そういう人は、ナヤンで当然です！」


　鼻息荒あらく、優やさしさ以外なにも含ふくまれていないようなことをいってくるディア。


「それにね。わたくし、さっきはああいいましたけど。


　ほんとは、どっちだっていんです。七周目だろうが六周目だろうが五周目だろうが四周目だろうが三周目だろうが二周目だろうが一周目だろうが…………


　どの世界でも。どんな世界でも。たとえ、ホントは、わたくしとご主人様が、バラバラに生きてるハズの世界でも。わたくし、そんなのムシして、ご主人様に会いにいきますから。


　だからご主人様は、自分の選びたいほう選んじゃってください！」


　満面の笑みで自信満々にいってくるディア。


　コイツは……ほんとにどれだけ俺に甘いんだろう。


　たぶんコイツは、本当はこの八周目に残りたいんだろう。しかし俺に重荷を負わせたくなくて、こんなことをいってるんだ。


　だからこそ逆に自己嫌けん悪おモードに入る。


　こんないい奴やつがこれだけいってくれてるのに俺はあぁぁ……。


　……と、暗い思考の海に落ちていこうとすると、再び、ぽんぽん、と俺の胸のあたりが叩かれる感かん触しよく。


「ご主人様。もう、こうなったら。いっそのこと、バックれて、なんかあったかいものでも食べにいきましょうよ」


　そしてディアは、唐とう突とつに、そんなことをいってきた。


「はあ？　いや…………え？　だって今、俺はそれどころじゃ……」


「身体からだが暗いままじゃ、頭もどんどん暗くなっていっちゃいますって！」


　ぐいぐい俺の胸ポケを引っ張り、橋から移動するようしむけてくるディア。


「ちょ、ちょ、待て！　時間が……」


「だいじょうぶですって。あったかいもの食べることより大事なことは、この世界に存在しないんです！　たとえ目の前の世界破は壊かい爆ばく弾だんを二分以内に解体しなきゃいけないような状じよう況きようでも。あったかいもん食べる権利だけは、誰だれにだって許されてるんです！」


「そうかぁぁぁあ？」


　俺ならその状況であったかいもん食う奴を生しよう涯がい許さんが。


「いいからいいから。いきましょいきましょ」


「わ、わかったよ……わかったから引っ張るな！　ノビるだろが、ポケットがぁ！」


　ぐいぐいひっぱるディアに負け、俺はトボトボと橋を降り始めた。


　ったく……うるさい奴だ。コイツといると、落ち込むことすら一苦労だ。


　やはり置いてくるべきだったかもしれん。もはや手遅れだったが……。
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　ディアにいわれるまま、街に入り。


　なにやら、トンジルとかいうスープのようなものが出店で売っていたので、俺は仕方なくそれを買って、飲んでやることにした。ぐびり、と喉のどにその熱い液体を流す。


　喉に入っていったのは、なんかやけに脂あぶらっこい、肉だらけの塩からい液体だったが──


「うううぅぅぅぅ…………ああぁ」


　飲み干した瞬間、なんかおかしなほど満たされた気持ちになり、口から勝手に異様にオッサン臭くさいため息が出た。


　う、うめぇ……トンジル……うめぇ……。


　なんかその瞬間、全身からチカラが抜ぬけ、俺は思わずその場──大通りの端はじっこにへたり込んだ。道の端っこでいきなりへたり込んだ俺を道を行きかう人々がジロジロ見てくるが、なんか立ち上がる気力もわかず、俺はそのままになる。


「ね？　世界崩ほう壊かい二分前でも、トンジル食べていいでしょ？」


　そんな俺に、ディアが自信満々にいってきた。


「ああ……俺はそんな馬ば鹿かがいても許そう」


　俺は悔くやしいが、そんな感想を漏もらす。


「ふふ」


「あーあ……」


　俺はへたり込み、道を行きかう人々を見ながら、ぼんやり考えた。


　既すでにガイストの日は落ち、周囲は薄うす暗ぐらい。大通りには、蠟ろう燭そくが中に入った布の球体のようなものが次々掲かかげられ、活気と幻げん想そう的な雰ふん囲い気きが混在した、独特のムードを構築し始める。


　七周目にも、こんな世界があるんだろうか？


　俺はぼんやり思う。


　トンジルを飲んだ後、この人々の行きかう通りを見てると、なんだかこの八周目の光景がものすごく大事なモノのようにも思えてきた。


　俺……七周目じゃなくて、八周目を選べるだろうか？


　裏切らないシェーラがいる世界じゃなくて。裏切ったシェーラがいるこの世界を、でも、それでも、愛いとおしく思えるんじゃないだろうか。


　少しずつ、気持ちがほぐれ、俺の気持ちは八周目へと傾かたむいていく。


　しかし──





「……何やってんだお前。こんなトコで」





　運命がそれを許さない。そんな決断を、この世界は俺に許しちゃくれない。


「……え？」


　俺は、いきなり頭上から聞こえてきた声に、怪け訝げんに反応した。


　道ばかり見ていて気づかなかったが、俺は、何かの店の前にしゃがみ込んでいたらしく。その出入り口から出てきた人間が、いつの間にか俺の隣となりに立っていて、声をかけてきたらしい。


「あ……！」


　そして──俺は、声をかけてきた人間の顔を認め、凍こおりついた。


　俺に声をかけてきたのは、長身に、金きん髪ぱつの男。


　ライエル・ヒートだった。


「ラ……ライエルさん」


「ったく……みっともねぇマネすんじゃねーよ。この国にゃ、ストリートチルドレンなんて概がい念ねんはねぇんだぞ……」


　そういうとライエルは、俺の胸むな倉ぐらを摑つかみ、無理やり立たせようとする。


「あ、だ、大だい丈じよう夫ぶです。自分で立てますから……」


　俺はそれを拒こばみ、自分でその場から立ち上がる。


　と、その最さ中なか。俺はとあることに気づいた。


　目の前にいたのは、ライエルだけではなかった。


　その隣りに。身長が、ライエルの半分くらいしかない、コバルトブルーの髪かみをしたガイスト服の少女……大将エメラダがいたのだ。


　エメラダは、右手でライエルの服の裾を摑み、左手の中に白い紙かみ袋ぶくろのようなものを抱かかえている。


「大将エメラダ……？」


　俺とエメラダの目があう。


「!!」


　瞬しゆん間かん、エメラダは顔を赤くし、ライエルの背中に隠かくれた。……そこまで逃にげなくてもいいだろうが。


「で、何してんだお前は、こんなトコで……。《七周目セブンス》に入るかどうかは決めたんかよ」


　改めて聞いてくるライエル。


「あ、いえ、まだ……」


「……ふぅん」


　冷たく言い放つライエル。


　……さっきの屋や敷しきの中みたいに、完全無視より遥はるかにマシだが……それでもかつてのことを思うと悲しく思える。


「俺はオモリだ。ガキのな」


　そしてライエルは容よう赦しやない口調で自分の状況を説明。その辛しん辣らつな言葉に、大将エメラダは、早くも少しウルウルと瞳ひとみを潤うるませていた。


「……グレン……お前、ちょっとツラ貸せるか？」


　そんな中。ライエルは、いきなりそんなことをいってきた。


「？　え？」


「え、で、でもでも」


　そんなライエルに、声をかけたのは、ライエルの背後の大将エメラダだ。……初めて声をきいた。


「ラ、ライエル。これから、わたしと、いっしょにアンミツたべにいくって……」


　ウルウルと瞳を潤ませながら、二秒後には号ごう泣きゆうしそうな勢いでいうタイショー。


「チッ……。んなモン、ロンにでもつれてってもらえばいいだろうが……！　だいたい、いま、タイヤキ買ってやっただろう。十分じゃねぇか」


　本気で苛いら立だった声でいうライエル。


「でも、でもでもでも……」


「だ、だったら。わたくしが連れてってあげましょうか？」


　そんな中。いきなり会話にわりこんできたのは、ディアだ。


「アンミツ屋さんの場所なら、覚えてますし！　わたくし、ご案内できます。お二人はその間にお話されればいいんじゃ……」


「おお、そうしろそうしろ」


　ライエルはそういうと。ひょい、と俺の胸ポケから勝手にディアをぬきだし、エメラダに押し付けた。


「で、でも」


　しかしディアを受け取りつつ、それでもエメラダは何かいいたそうだったが、


「黙だまれ。俺は……お前のそういう一人じゃなんもできねぇ、甘ったれたところが嫌きらいなんだよ。同じ王女でも、ミザは、んな甘えたこと一言もいわなかったぜ……」


　吐はき捨すてるライエル。


「…………」


　辛辣にそう言い放たれてエメラダは、結局、口を閉とざし、ブルブル震ふるえながら俯うつむいている。


「そ、それじゃ。あの。行きましょっか？　ね？」


　そのいたたまれない空気に負けたように、ディアが明るい声でいった。


　それに頷うなずき、エメラダは、ゆっくり歩き始める。


「ご主人様。あとでアンミツ屋まで迎むかえにきてくださいね？」


「それはいいが……気をつけろよ」


　俺はけっこう本気でディアに忠告した。


　今のライエルには逆らえない雰囲気なので仕方ないが……金の国の人間もいるかもしれないこの異国の街に、幼女と人形のコンビを解き放つのは少々心配だ。


　が。


「意味のない心配すんな……あの女はな。ある意味、俺やお前より強いんだ……何に気をつけるってんだ」


　ライエルは、イライラと、そんな俺にいってくる。


　……？　俺はともかく……ライエルより強い？　……どういう意味だ？　まぁ、それが本当なら、何の心配もなくなるが……


「……行くぞ。こっちだ……」


　そしてそのまま。


　俺はライエルに連れられ、エメラダ達と反対方向へ足早に歩き出す。





　　　　†




　ライエルが俺を連れて行った先は──


　俺達のいた場所から少し歩いたところにある、寂さびれた雰囲気の、ガイストの屋台式の飲み屋だった。


「飲めよ」


　その寂れた屋台の椅い子すにいきなり俺を座らせたかと思うと。


　俺の目の前にドンッ、と酒を置きつつ、ライエルはそう命令してくる。


「……え？」


「いいから飲め。オゴリだからよ」


　不ふ機き嫌げんにいってくるライエル。


「…………」


　といわれても。オゴられる理由がわからない酒など、どう手をつけていいかわからない。


「どうした？　前はミザとメグもあわせて四人でよく飲んだじゃねーか」


　そんな困こん惑わくする俺に、ライエルは妙みように強い口調でそういってきた。


「女がいねぇと、飲む気しねーか？……まぁ、そりゃそうだがな。けど俺は飲むぜ」


　そういうとライエルは、俺を無視し、自分の前に置かれていたコップに入った酒を一気に呷あおる。


「…………」


「…………」


　俺はなんとなく、意図の不明な不安を覚えつつ、酒を飲み続けるライエルを黙って見続ける。
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「……やっぱ不ま味ずいな。男二人で飲むサケはよ」


　すると、数秒の沈ちん黙もくの後。いきなりライエルはそんなことを切り出してきた。


「やっぱよ。ミザとメグもいねぇと盛りあがんねぇ。そう思わねぇ？」


「……え？　あ、はい。でも……」


　ミザ王女はもう………………


　そこから先は、口に出すことができず、俺はただ黙りこくる。


「でも……なんだよ」


　そんな俺に、ライエルはいった。


「お前さ。さっきの、七周目の映像観てねぇの？」


　店主にサケを追加しながら、ライエルは淡たん々たんといった。


「七周目に戻もどればよ。ミザは生きてんだ。もしかしたら、向こうでも、俺ら四人知り合いで。仲良く飲んでるかもしれねーぜ？」


　淡々と、しかしどこか押しの強い口調でいってくるライエル。


（なんてこった…………！）


　俺は眉み間けんを押さえて、絶句したくなった。


　俺はここにきて、ようやく、ライエルがここに俺を連れてきた意図を理解し始めていた。


　ライエルは。


　七周目と八周目の間で揺ゆれている俺を、《七周目セブンス》に入れようと、説とき伏ふせる為ためにここへ連れてきたらしい……！


「ん？　どうした？」


　事態の厄やつ介かいさ、重さに気づき、青ざめる俺にライエルは何くわぬ顔でいってくる。


「お前、ミザとまた飲みたくねぇの？」


「それは……飲みたいです。けど……」


「だから。その〝けど〟がいらねーっていってんだよ」


　苦く笑しようしながらいうライエル。


「簡単じゃねーか。お前が《七周目セブンス》に入って、世界を七周目に戻しちまえばいいんだよ」


　やはりそうか……！


　ライエルの、妙に明るい……しかし以前とは確実に違ちがうそんな声を聞きながら、俺はやや焦あせり始める。


　まずい。


　俺は……恐おそらく、ライエルに本気で誘さそわれたら、断ることができない。そんな強きよう烈れつな予感がある。


「ライエルさん……！」


　俺はなんだか無む性しように泣きたい気分になりながら、しかしライエルにいった。


「ホントに、それで…………それでいいんでしょうか？」


　──空気が変わった。


　──しかし尋じん常じようではなく気力を消しよう耗もうしながら俺はなおも続ける。


「確かに……俺だって、できることならミザ様を蘇よみがえらせたいです。けど…………だからって、この世界を──」


「見捨てんのか？」


　ボソリと呟つぶやいたライエルの言葉が──俺の心を震わせる。


「お前さ。お前……あんだけ仲良くしといて。あんだけ構かまってもらっといて。あんだけ助け損そこねといて。自分がちょっと楽しくなったら。ちょっとこの世界が良く見えたら、〝この世界を消すワケには〟ってか？……ざけんなよッ！」


　ガンッ！　コップを地面に叩たたきつけ、ライエルは激げつ昂こうした。


「もう忘れちまったのか!?　たかが一回死んだだけで……アイツはもう、お前の中で、世界とやらより大事じゃねー存在になっちまったのか!?　ゴミだ。お前、ゴミだよグレン。そんなすぐ仲間を見捨てるような奴やつは……人間とは呼べねぇ。感情を持ってねぇからそんなことがいえるんだ」


「ち、違います！……けど……けど……」


　俺は必死に反論しようとしたが──


　しかし確かに、八周目を選ぶということは、王女復活の芽を摘つむということ──


　俺はうまく反論できない。


　そんな俺にライエルはさらに辛しん辣らつにいった。


「違わねぇな。ほんとにお前がミザを救いたいなら。お前がミザのことを想おもってくれるなら。お前は迷わず七周目を選んでるハズだ。だろ？」


「………………」


　俺にはもう、何もいえない。


「ほんとに。即そつ決けつで《七周目セブンス》に入らなかったお前を見た瞬しゆん間かんの、俺の頭ん中お前に見せてやりたかったぜ……！」


　そういうと。ライエルは、俺の胸むな倉ぐらをグイッと摑つかみ、俺を無理矢理立たせた。


「グレン。《七周目セブンス》入って、俺にチカラ貸せよ」


　胸倉を摑んで、確かく認にんするようにいってくるライエル。


「で、でも……！」


「一いつ緒しよに七周目行こうぜ？　お前、いってたじゃねぇか。八周目この世界はロクでもねぇって。いつか別の世界行きたいって。それが今なんじゃねぇのか？」


「…………」


「……信じてるぜ。お前は、俺やミザを裏切らねぇって。だって──ダチなんだからな」


　そういうと。ライエルは俺からパッと手を離はなし、そして屋台にカネを叩き付けた。


「カネは置いていくからよ。好きなだけ飲み食いしてってくれや。余ったら、屋や敷しきまで持ってきてくれ。その時は──いい返事期待してるぜ」


　そういい残し。ライエルはその場から去っていく。


　ぱたぱたと、俺の頰ほおに、雨が降り始めたのは──


　ほぼそれと、同時だった。





　　　　†




　豪ごう雨うの中。


　俺は適当にガイストの街を徘はい徊かいしていた。


　せっかくツバサに貸してもらった傘かさだったが、手元にない。ツバサには悪いが。なんだか傘をさす気力もないので、俺はズブ濡れになりながら、意味もなく、見知らぬ土地を歩いていた。


　雨あま粒つぶが頭にあたる度たび、波は紋もんをよぶように、脳のう裏りに、様々な人間の言葉が浮うかび上がってくる。





　──この女は、こっちではお前を裏切ったりせず、最後まで、お前の理想の母親であり続ける。





　──一周前のわたしも、ま、カッコよかったけどさ……七周目のわたしの人生には、グレンも、ロザも、ツバサも、いないわけだし。





　──わたくしは、今の、このご主人様をスキな気持ちを、大切にしたいんです。





　──信じてるぜ。お前は、俺やミザを裏切らねぇって。だって──ダチなんだからな。





「──どいつもコイツも……なんなんだよ。どうすりゃいいんだよ……くっそ……！」


　ガッッ！　苛いら立だった俺は、思わず、ツバサに借りた傘を思いっきり地面に叩き付けた。ばきっ。あっけなく折れまがるツバサの傘。


　なんか俺は──


　急速に、あのログレスにある、暗く、狭せまい、灰色の自分の部屋が懐なつかしく思えてきていた。


「こんなもん……解決しようがないじゃないか……！」


　八周目。


　七周目。


　八周目をとれば、王女や《七周目セブンス》は報むくわれないし。


　七周目をとれば、この世界に思い入れのあるディアやログレスの三人娘、すべての人が悲しむことになる。


（これだから……現実は疲れるんだ……）


　少なくとも、俺が今まで読んだ〝物語〟には、こんなに後味の悪い選せん択たく肢しは登場しない。都つ合ごうのいい後味の良い結末が待っていた。しかし今の俺には、その結末へ続く道がまったく見えない。


（なんか…………急に面めん倒どうになってきたな……）


　現実と向き合うことに疲つかれた俺は、ふと思った。


　どうせどっちを選んでも、苦しむことになるのだ。


　だったら、悩なやんでる時間なんて無む駄だじゃないか……？


　どっちだっていい。どっちでもいいからさっさと決めて、まず、今のこの苦しみから解放されたい……


「あれ？　グレン？」


　背はい後ごから、俺をかすかに呼び止める声が聞こえたのは──その時だった。


　振ふり向いた先にいたのは──傘をさした、赤い髪かみにカチューシャの女。


「びっくりしたぁ。……なにやってんの？　こんなとこで」


　驚おどろいた顔でまじまじと俺を見てくる……腐くされ縁えんの小こ柄がらな女、メグ・ローズハートだった。


「メグか……」


「あんまり遅おそいから捜さがしに来たよ。傘は？　びちょびちょじゃん」


　俺をまっすぐ見て、呆あきれたような顔をしているメグ。


　そんなメグの目を見ているうちに──俺はふと思う。


　そうだ。


　どうせもうどうでもいいのなら。


　別にコイツと同じ選択肢を選んどきゃいいんじゃないのか？


　幸さいわい、目の前のメグは、俺の百倍頭のいいオンナだ。


　俺みたいな愚ぐ者しやより、確実に間違いのない答えを導き出すだろう。


「メグ……」


　俺はメグに導いてもらおうと。疲れた頭でふらりとメグに声をかける。


　が。


「ちょっと待って」


　そんな俺に、メグは苦く笑しようし、


「そのままだとマジ風か邪ぜひくって。付き合い長いし、なんか、おっきい話ありそうなのはわかるけどさ。いったん屋敷戻もどろ？　そのあと、ちゃんと話聞いたげるからさ」


　そんなことをいってきた。


「……わかった」


　メグがそうしたいならそうすればいい。


　俺はメグに従い、二人で一いつ旦たん屋敷に戻ることにする。





　　　　†




「はい。これ、着き替がえとタオル」


　屋敷に戻ると、メグは慌あわててその二点を俺に渡わたしてきた。


　ちなみにここは、俺達ログレスの四人が使っている部屋ではなく、屋敷に無数に余っている空き部屋の一つ。


　メグは、ちゃんと俺の意を汲くんで、この部屋に俺を通してくれたのだ。


「んな慌てて着替えんでも大だい丈じよう夫ぶと思うがな……風邪なんか一○年ぐらいひいてないし……」


「なーにいってんの。長旅で疲れもたまってんだから、こういう時はヤバイって。なんなら着替えさせてあげようか？」


「いらん。わかったよ……自分で着替える」


　俺は仕方なくタオルで頭を拭ふき、そして着ていたズブ濡ぬれのマントとシャツを脱ぬぐ。──ん？


「お前…………何で普ふ通つうにそこにいんの？」


「？　何が？」


「いや……一応、俺着替えるんだからさ。しかも俺、既すでに上半身ハダカなわけだし。顔そむけるなり一いつ瞬しゆん部屋から出て行くなりなんなりして欲しいんだが……」


「はあ～？　アッッホらし」


　メグは本気で呆れるようにいった。


「グレンのハダカなんか、ガリッガリのチビの頃ころから見てるんだから、その辺の石コロ見てんのと変わんないわよ。そういうのって、変に意識するからやらしいんじゃないの？　エログレン」


「だ、黙だまれ。いいからどっかいけよ。理り屈くつはどうでもいいんだよ。本能的に俺はお前に着替えを見られたくないんだよ」


「あっそお……じゃあどうぞご勝手に」


　ぴしゃり。部屋の扉とびらを乱暴に閉め、メグは部屋から出て行く。


　……なんてデリカシーのない女だ。アイツに俺の運命をゆだねて大丈夫なのか……？


　不安になりながら、俺は床ゆかにおいてあった服を手に取る。持ってきていた着替えではなく、ガイストの国民が一いつ般ぱん的に着ている、胸元が少しはだけた、バスローブ型の、ラフな麻あさ製せいの服だった。


（これかよ……絶対似合わんが……まぁいいか）


　四の五のいっててもアホらしいので、俺は仕方なくそれを羽織る。


「……着替え終わったぞ」


　俺は扉の外のメグを呼んだ。


「……………………」


　しかし、何な故ぜか、返事はない。


「オイ」


「はいはい。わかってるって」


　そういうと、からら。閉めた時よりはゆっくり、部屋の扉が開かれた。


　今回は、足で開けたらしい。手には──丸い木製のトレイと、コップと菓か子しらしきものが載のせられている。


「お茶とおやつもってきたのよ。なんか長い話になりそうだし」


　そういうとメグは、湯気のたった茶の入ったコップと、幾いくつかの菓子を俺の前に並べた。


「お、おお……すまん。ありがとう」


「まぁぁったく……。こんな気の利きく女、八国探しても五人といないよ？　感謝してよね」


　ずずず、とやや不ふ機き嫌げん気味に、自分の茶をすすりながら冗じよう談だんぽくいうメグ。


　ま、まあ、確かに……。八国で五人かどうかはともかく、普ふ段だんのメシから何から、世話にはなりっぱなしだが。


「わ、わかった。感謝する」


「ん。よろしい。


　……で？　改まって、話ってなんなの？」


　こと、と自分の茶の入ったコップを床に置きながら、メグは相手をリラックスさせるような笑えみで俺にそう聞いてきた。


「うむ。実はな────」


　俺は──メグに屋や敷しきを出てからの出来事。


　ディアが八周目に残りたがってること。


　ライエルは、当然七周目にこだわってること。そして、王女の為ためを思うなら、協力しろといってきていること。


　終わりのない選択肢選びに疲れたこと。


　どうすればいいのかわからなくなったこと────


　を、できるだけ丁てい寧ねいに伝える。


　話は、思ったよりふくらみ。すべてを話し終えた頃には、三○分近い時間が屋敷の中で経過していた。





「…………………………」


　俺の話をすべて聞き終えたメグは。


　さっきまでの冗談めいた雰ふん囲い気きを消し、真ま面じ目めな雰囲気で沈ちん黙もくしていた。


　というか、メグの表情には──何故か、狼狽のようなものが浮かんでいるようにも見えた。


　この話を聞いて、呆れられるならまだしも、狼ろう狽ばいされる理由はわからないので、違ちがうのかもしれないが……


　しかしメグは、とにかく、沈黙していた。


「…………メグ？」


　俺は困こん惑わくしながら声をかける。


「え？　あ……あぁ、ごめんごめん！　またちょっと自分の世界入っちゃってたね」


　そういうとメグは、慌てて、冷めてしまったお茶を少しだけすすり。気持ちを落ち着かせるように、ほうっと息を吐はいた。


「ん……。わかった。ちょっとビックリしたけど。いろいろあったんだね、グレン」


　そしてもう完全に落ち着いたのか。メグは苦笑しながら俺にそういってくる。


「ああ。俺はもうよくわからん。メグ。俺はどうすべきなんだ？」


　俺はメグに聞く。


「年下の女子にこんなヘタれた質問するのも情けないが……教えてくれ」


「あはは。いいよ、全然。信用してくれてんのわかって嬉うれしいし。それにわたしはグレン、間違ってないと思うなぁ」


　足元──藁わらマットの上にしかれた薄うすいクッションのようなものをこちょこちょといじりながら、メグはいう。


「ツラかったら、ツラいものは、遠ざければいいよ。それで文句いう人がいるなら……わたしが一いつ緒しよに文句いってあげる。グレンが、いままで、どんだけシンドイ思いしてきたと思ってんの？　ってね」


　笑え顔がおでいってくるメグ。


「そ……そうか……？」


　俺は、自分の意見がメグに取り入れられたことに、喜びも感じていたが──同時に、多少めんくらってもいた。


　まさかここまで受け入れられるとは……。腐れ縁だからこその展開、なのか……？


「グレン。忘れないでね。世界中、誰だれが敵に回っても。わたしは──わたしだけは味方だから」


　そしてメグは、さらに、妙みように思いつめた目つきで俺にそういってくる。


「そ、そうか……」


　俺はその熱い視線に、ややたじろぎながらいう。どうしたんだ、コイツは急に……。


「ま、まあ。とにかく、そういうことだ」


　これ以上ペースが乱れても困るので。俺は話をまとめるようにいった。


「俺はひとまずお前についていこうかと思うんだが……お前は、八周目派だったよな？」


　俺はメグに確かく認にんする。


「………………………………」


　返ってきたのは────


　意図不明の無言。


「？　……メグ？」


「グレン。さっきの話さ。ほんとわたし、嬉しかったよ」


　そんな中。メグは、唐とう突とつに、そんなことをいいだした。


「さっきもいったけど。こんなに自分さらけ出した話してくれるなんて、わたし信用してくれてるんだな…………って、ほんと思ったもん。


　だからさ。今度は、わたしが、グレン信用して。ちょっと自分さらけ出そうと思うんだけど。グレン、受け止めてくれる？」


　悪戯いたずらっぽい──一○年前からなに一つ変わってないように見える笑みを浮かべながら、メグはそういってきた。


「は…………はあ？」


　俺は困惑気味に呟つぶやいた。


　何故かわからないが──あまりいい予感がしない。


　しかし──ここで受け止められない、などと答えるわけにもいかないだろう。


「あ……ああ。まぁ、長年の付き合いだし。ある程度までのことなら、受け止められると思うが……？」


「ふふ。ありがと。さっすがグレン。じゃ、ゆうね？」


　メグはニッコリ笑い。


　さらりと口を開いた。


「グレン。わたしさ。実はさっき、ウソついてたの」


　俺の目を活いき活いきとした瞳ひとみで覗のぞき込みながら。メグはいってきた。


「ん？　ウソ？」


「うん。さっき……グレンがまだ屋敷にいる時。ロザ達と四人で話したじゃない。《七周目セブンス》につくか、つかないか、四人で」


「ああ……」


「あの時。わたし、《七周目セブンス》につくの反対っていったし。八周目には、グレンも、ロザも、ツバサもいるから、この世界で満足してるっていったけど。


　あれ……ウソなんだよね」


「……え？」


　俺は、少なからず困惑しながら──もう一度聞きなおすことにした。


「……ウソ？」


「うん」


「メグ？」


「つまりね。グレン。わたしは、《七周目セブンス》につこうかなって。ホントはそう考えてたの」


「…………」


　屋敷の外の雨音が、一いつ瞬しゆん、やけに大きく耳に入ってきた気がする。


　……何な故ぜだか。


　うまく言葉が出てこなかった。


「メグ」


「でもね。やっぱロザやツバサは違う意見だったし……。グレンも、結局、八周目についちゃいそうだったし……無理かなって。わたし、諦あきらめてたの。


　でも……グレンが、わたしについてきてくれるっていった」


　目を爛らん々らんと輝かがやかせながらいうメグ。


「一人じゃ無理だけど。二人でなら……グレンとなら、なんだってうまくやれる。


　昔からそうだった。孤こ児じ院いんの頃ころだって。みんなとは違う。わたしらは、二人だった。


　グレンにはわたしがいたし。わたしにはグレンがいた。だから、あんな地じ獄ごくみたいな毎日でも、楽しくやっていけてた。違う？」


「そ……それはそうだが……」


　確かに、孤児院時代、メグの背中におぶわれ窮きゆう地ちを脱した回数は両手でも足りないだろうし……。


「だからわたしは……今回も考えなおすことにする。


　グレンがいるなら。わたしはグレンと一緒に、二人で《七周目セブンス》に入る！」


　決意に満ちた瞳で、拳こぶしを握にぎり締しめながら宣言するメグ。


「いいよね、グレン？　わたしと……一いつ緒しよにきてくれるんだよね？」


　笑顔で──しかし少しどこか心配げな表情で、確認してくるメグ。


「それとも……やっぱり、こんなのは受け止められない、かな？」


　苦く笑しようしながらいってくるメグ。


「いや………………」


　俺は一瞬考えたが────


「いいんじゃないか？」


　最終的に、苦笑しながらいった。


　俺は別に、どっちだっていいんだ……。


　この煩わずらわしい選せん択たく肢しから解放されるなら、メグの案を[image: ]のんだって別に構わない。……少なくともメグは喜んでくれるしな。


「ほ……ほんとに!?」


　そんな俺に、メグは、歓かん喜きを爆ばく発はつさせながらいってきた。


「ほんとに一緒に《七周目セブンス》に来てくれる!?」


「ああ。……面おも白しろいじゃないか。《七周目セブンス》入隊。〝七周目帰り〟。二人でやってやろうじゃないか」


「あ……ありがと！　グレン、大好き！」


　ぎゅ、と俺に飛びつくようにして抱だきついてくるメグ。


「お、お、おい……」


　大好きって……お前、そういうのは、本当に好きな奴やつにでもいってやれよ……。


「よーし、燃えてきた」


　メグはぱっと俺から離はなれ、拳を握り締め呟く。


「じゃ、さっそく《七周目セブンス》入りに、副大将のトコいきましょ？」


「あ。ちょっと待ってくれ」


　俺はそんなメグを押し留とどめた。


「《七周目セブンス》入隊は別に構わんが…………その前に。一応、ロザリー達にも報告しないか？」


　意見は違うが。一応、あいつらは、もう仲間だ。しかもあいつらは、俺に考える時間をくれた。


《七周目セブンス》につく、という話をした場合、最悪大モメする可能性もあるが……


　それでも俺は、アイツらがくれた時間で出した結論を、アイツらにちゃんと話しておきたかった。


「あと、ディアも回収に行きたいし……」


　と、俺はメグにいう。


　そう。ここまでコロッと忘れていたが。約束通りだとしたら、ディアは、まだアンミツ屋で待ってることになる。


「あ、ディアのほうはだいじょうぶだよ」


　しかしそんな俺にメグはいってきた。


「ライエルさんが、一人で屋や敷しき戻もどってきたから。副大将のオジサンが、泡あわくってエメラダ迎むかえにいって、ついでにディアも回収してきたの。……ディアはそこで永遠に待つって暴れくるったらしいけど、無理矢理保護したって。もうロザリー達と部屋にいるよ？」


　と、メグ。ああ……そうなのか……よかった。さすがにこのどしゃぶりの中待ちぼうけだったら、俺はディアにあわせる顔がない。


「ま、ロザリー達に報告する件も……なんとかなるかな。一応、策はないわけじゃないし」


　そしてメグはそんな独り言をいってくる。


「ん？　策……？」


「こっちのこと。おっけ。じゃ、まずは、ロザリー達のトコ行きましょうか」


　というわけで。俺達は、自分の立場を説明するため。


　部屋を出て、最初に使っていた部屋へと向かう。





　　　　†




　部屋に戻もどった俺を待ち構えていたのは、予想通り──


「ご主人様ぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!?」


　俺の胸に飛びついてきたディアだった。


「ど、ど、どこいってたんですか!?　いつまでたっても迎えにきてくれないし！　副大将サンが来るまで、わたくしたち、ずっとアンミツ屋さんで待ってたんですよ!?」


　半泣きでいってくるディア。


「すまんすまん。忘れてた」


「えぇっ!?」


「まあ……いいじゃないか。こうやって戻ってこれてるんだし」


「そ……それはそうですけどお………………ええ??」


　俺の胸で、かすかに首をひねるディア。


「ご、ご主人様……なんかあったんですか？」


　そしてディアは怪け訝げんそうに聞いてきた。


「ん？　なんかって？」


「な……なんか雰ふん囲い気きが違ちがうというか。わたくしとトンジル飲んでた時と、なんか、違う人のような……」


　不安そうな表情でいってくるディア。


「…………」


　……さすが相棒。俺は少し感心した。


　ディアは、俺の考えが一八○度変わったことに、なんとなく気づいたのかもしれない。


「随ずい分ぶん遅おそかったな……」


　そんな中。次に近寄ってきて、俺を出で迎むかえたのはロザリーだ。


「迷まい子ごにでもなっていたのか？」


「まあ……そんなとこだ」


　精神的な迷子だが。


『傘かさは……？』


　そんな中。怪訝な表情で俺に聞いてきたのはツバサだ。


『随分濡ぬれた跡あとがあるけど……私の傘は使わなかったの？』


「あ……」


　と──俺はそこで凍こおりついた。


　ツバサの傘は、メグに会う直前、ただでさえ、地面に叩たたき付け、ひしゃげさせた後。いつの間にか、俺の手元からなくなっている……。


「す……すまん。傘は使わなかったんだ。しかも……紛ふん失しつした」


『はあ!?』


「わ、悪い。今度絶対買って返すから」


『……当然』


　睨にらみつけるような目で、確かく認にんしてくるツバサ。


『弁べん償しようは当然。でもそれじゃ私の気がおさまらない。傘の他ほかに。


　アンミツ一七杯はい分を所望する』


「わ……わかった」


　それですむなら安い……いや意外に高いが……まあ仕方がない。悪いのは一○○対○で俺のほうだし。しかしこいつ、意外にアンミツ気に入ってたんだな……。


「それで……答えは出たのか？」


　そんな、ツバサにたじろいでいる俺に、ロザリーが聞いてきた。


「七周目と八周目。どちらにつくか。街を彷徨さまよって、答えは出たのか？」


「……ああ」


　こうやって、八周目につこうとしているディア、ロザリー、ツバサといった面々を直に前にすると、少し怖おじ気けづきそうにもなるが。もう決めたことだ。


「俺は──」


《七周目セブンス》につく。その決意を話そうと口を開く俺。


　──が。


「八周目につくってさ」


　その瞬しゆん間かんだった。思わぬ言葉が、思わぬ場所から飛び出した。


（……え？）


「グレン。わたし達といっしょに、八周目につくんだってさ」


　俺の思い描えがいていた展開と、完全に真逆の展開が、目の前で進んでいく。


　──メグだった。


　俺を《七周目セブンス》に誘さそった張本人のメグが、俺の目の前で、何な故ぜか、俺の八周目残りを宣言している。


　……はあ？　どういうことだ……？


　俺は困こん惑わくした。なんだ？　さっきの俺とメグとの話し合いが……なかったことになってる？


「そ、そうか！　決めてくれたか！」


　そんな、俺の口から出たワケじゃない、俺の決心に。嬉うれしそうな声をあげたのはロザリーだ。


「私は信じてたぞ！　お前なら、きっと、八周目を選んでくれると。お前はそんな弱い奴じゃないからな！」


　頰ほおを紅潮させて、興奮気味にいってくるロザリー。


『とりあえずよかった』


　そしてツバサもいってくる。


『私は別にどちらでも構わないけど。あなたと私達が戦うような結末は……お姉さまが悲しむから。本当によかった。いや、私は別にどちらでも構わないけど。……でもとりあえずよかった』


　安あん堵どしたような表情でいってくるツバサ。


（お、おいおい……！）


　この和なごやかな雰囲気。もう間違いでしたですむ雰囲気じゃないぞ。俺はますます困惑した。どうする気だ？　このまま、結局、八周目につくのか……？　俺はちらりとメグに視線を送る。


「ただね」


　そんな中。メグは俺の視線に気づいている様子だったが、それに応こたえず、ロザリーとツバサに話を続けた。


「グレン──《七周目セブンス》に、入ることは入るかもしれないんだって」


　勝手にメグの口から語られていく、俺の決意。


「は……？」


『入ることは、入る……？』


　ぽかんとした顔で、メグに聞くロザリーとツバサ。


「うん。だって、いくら八周目につくからって。このまま《七周目セブンス》とハイサヨナラじゃ、あの人ら止められないでしょ？　あの人達は、世界を、〝七周目〟に戻しちゃおうとしてる。それを止めるには──」


「そうか……！」


　納なつ得とくしたような表情を浮うかべたのはロザリー。


「要するに。《七周目セブンス》に入ったフリをするわけだな？」


「そゆこと」


　得意げに頷うなずくメグ。


「そのほうが、《七周目セブンス》の動向もつかみやすいってさ。いざという時は反乱起こして《七周目セブンス》壊かい滅めつさせちゃえばいいし」


「なるほど……！　考えたな、グレン」


『珍めずらしく冴さえている』


　感心したような視線を俺に送ってくるロザリーとツバサ。いや…………俺もこんな計画、いま、初めて聞いてるんだが……！


「しかし……悪くないとは思うが。剣精試練レイダー・ゲームはどうするんだ？」


　と、ロザリーが聞いてきた。


「我々には〝時間制限〟がある。《七周目セブンス》に参加できるような自由はないハズだぞ？」


「そ、それは……」


「だいじょうぶ。この《グレンの計画》は、ちゃんとそこもカバーしてるわ」


　答えたのは、やはり俺ではない。メグだ。


　メグは勝手に人を作戦立案者にしたてあげながら、


「この計画のスゴイとこわね。結果的に、わたし達を剣精試練レイダー・ゲームから解放する、最大の近道になってることなの」


　自じ慢まんげな表情で、流りゆう暢ちように語るメグ。


「剣精試練レイダー・ゲームから解放する最大の近道？」


「そ。いままで、一応わたし達は委員会のルールにのってやってきたし。これからもそうする予定だったけど。このままズルズル、例の〝時間制限〟に縛しばられて、他ほかの七国と殺し合いしててもラチあかないわ。他の七国に勝ったとしても、あのふざけた連中が、剣精試練レイダー・ゲームから解放してくれるって保証もないしね。この辺で反はん撃げきしないと」


　ぐっ、と握にぎりこぶしをロザリー達に見せながらいうメグ。


「そこで出番なのが《七周目セブンス》よ。さっきの話し合いで、《七周目セブンス》は、明日あした《委員会》と直接対決するっていってたわ。そして、わたし達に、その戦いに協力して欲しいとも。これはわたし達にとって最大のチャンスよ。だってこのふざけたゲーム動かしてる奴やつと、直接接せつ触しよくできるんだから」


「なるほど…………！」


　やはり見事に納得した表情を浮かべるロザリー。


「そこでそいつに、直接、《剣精試練レイダー・ゲーム》を終わらせるよう働きかけるわけか……」


『気づかなかった。確かにそれが一番単純で早いのに……。やはりあなた冴えてる』


　と、いってくるツバサ。いや……だから……俺はさっきから一言も喋しやべっていないんだが。


「ほんと、今日グレン冴えてるわよね。だからわたしも、そのグレンの、《七周目セブンス》に入ったフリをして、《剣精試練レイダー・ゲーム》も《七周目セブンス》も止める計画にのろうと思う。


　ロザとツバサは──どうする？」


　ニコリと笑って二人に聞くメグ。


「考えるまでもない」


　答えたのはロザリー。


「もちろん協力しよう」


『その選せん択たくが現時点ではベスト。私も協力する』


「老師オジジとアイは？」


　そしてメグは、老師とキャッツアイにも声をかけた。


「ああぁ……ワシぁぁかまわんよ……さっきもいったが、この世界にいられるのなら……」


「オレもオレも。八周目にいられるなら文句ねぇ」


　あっさりそう答えてくる老師とアイ。どういう話し合いが行われたのか知らないが……こいつらも、俺がいない間に、ディアと同じく、八周目支持を打ち出していたらしい。


「うんっ。レインも八周目支持だし。じゃ、決まりね。みんなで《七周目セブンス》に入るフリをする！」


　あっという間に、場の意見はまとめられてしまった。


「オ、オイ……」


　取り残された俺は、困惑しながらメグに声をかけようとする。


　俺らの──俺とお前の〝七周目帰り〟はどうなったんだ？　何がしたいんだお前は？


　しかしそんな俺を無視して、メグは、


「そうと決まったら。さっそく副大将のオジサンに、《七周目セブンス》に入るっていいにいきましょうよ」


　立ち上がりながら、部屋の中のメンツに言い放つ。


　いつの間にか、部屋の中はもう完全にメグのペースだ。


　俺とディア以外のメンツは、そんな先頭のメグに従い、あっさり部屋から出て行った。


「な……なに考えてんだ。アイツは……？」


　一人部屋に取り残された俺は。状じよう況きようがつかめないまま、慌あわててメグを追いかける。
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　オッサンの部屋へ行く途と中ちゆう、メグがトイレだといって、一人隊列を抜ぬけた。


「お、俺もちょっとトイレ等に……」


　チャンス──というわけで、俺も慌ててその後を追おうとする。


「あ。じゃあわたくしはここで待ってますね？」


　ディアは、俺がトイレに入る時はさすがに追ってこない。ぴょんと、俺から離はなれ、俺の前のロザリーの、長い銀ぎん髪ぱつに飛び移っている。


「あ痛っ！　お、おい、ディア！　急に飛び移ってくるなよ!?」


「あ、ゴ、ゴメンなさい、なんか、つい」


　なんか目の前でロザリーとディアがモメ始めたが──まぁちょうどいいかもしれない。


　メグの意味不明な行動のせいで、俺はまた、自分のことでいっぱいいっぱいだ。メグとちゃんと話すまでは、一人のほうが落ち着く。


　というわけで俺は、メグを追って、一人屋や敷しきの廊ろう下かを戻もどった。


「あ。来た来た」


　するとほどなく。屋敷の曲がり角のようなところで、腕うで組ぐみをして俺を待っているメグと俺は再会した。


　俺は嘆たん息そく。


「来た来た、じゃないだろう……。お前……どういうつもりなんだよ？」


　俺は肩かたを落としながら聞く。


「《七周目セブンス》につくんじゃなかったのか？　なんだ、入ったフリをするって。結局八周目につくのか？」


　別にどっちでもいいが、コンセプトは統一して欲しい。混乱して精神的に疲ひ弊へいするから。


「あのねぇ……。入ったフリするって……あんなのウソに決まってるじゃん」


　そんな俺に。メグは苦く笑しようしながらいってきた。


「は……？　ウソ？」


「そーよう。《七周目セブンス》に入ったフリをするっていうのは、ロザとツバサを《七周目セブンス》に入れちゃう為ためのウソ。


　わたし達は、当然、当初の計画のまま、マジで《七周目セブンス》に協力する。


　ったく……これくらい説明ナシで大だい丈じよう夫ぶと思ったのに。


　あんまりグレンが困ったカオするから、わざわざ列抜けてきちゃったわよ、わたし」


　やはり苦笑しながらいってくるメグ。


「いや……は？」


　何いってんだコイツは？　そんなメグの説明に──むしろ俺は余計混乱した。


「ロザリーとツバサを《七周目セブンス》に入れる為のウソ？　なんで……そんなウソをつく必要がある？　そうじゃない。俺は、モメてもいいから、アイツらがくれた時間で出した答えをアイツらに」


「なーにいってんだか。わざわざモメごとの種まいて、一体誰だれに、なんのメリットあるっていうのよ？」


　メグは呆あきれたようにいった。


「いいじゃん。わざわざモメなくて。わたし、ロザとツバサ好きだし。モメたくないもん。こうやって、二人にも《七周目セブンス》に参加してもらってさ。最後の最後で。世界が七周目に戻る直前にでも、ホントのこといえばさ。モメる時間、一いつ瞬しゆんですむじゃん。それまでは、いままで通り、仲間でいられるじゃん」


「そ…………それはそうだが……」


　──なんか違ちがわないか──？


　俺の全身に、そんな疑念が、グッとこみ上げてきた。


　メグのいってることは理解できる。できるが……そんなウソの中で成り立ってる俺らの関係を、はたして仲間と呼んでいいのか……？　向こうの意思は完全無視だし。


「メグ……」


　それは──その選択は違うんじゃないか────？


　俺はメグに声をかけようとして──


「いや…………なんでもない」


　結局口をつぐんだ。


　……少しは学習しろ。


　ここで〝なんか〟違うと口に出しても、どうせ俺は、行動を起こすわけではあるまい。ただ、思うだけだ。


　そしてその結果、心の中に、また余計な葛かつ藤とうを作り出して、苦労する……


　また選せん択たく肢し選びの状態に戻るのはゴメンだ。


（……任せよう。なにもかも、メグに）


　俺は心を静め、冷静に思考を放ほう棄きした。


「……そうだな。悪かった。俺はお前を信じるよ」


　俺はメグにいった。


「アイツらも《七周目セブンス》に入れよう」


「あはは。そうそ。わたしを信じてりゃ、間違いないって。この世界で一番グレンのこと想おもってんのは……絶対わたしなんだからさ」


　とん、と俺の右胸を拳こぶしで叩たたくメグ。


「さ。そうと決まったらみんなのトコ戻って、オジサンのトコ行こ」


「ああ……」


　俺は頷うなずき。


　怪あやしまれないよう少々時間差で、ロザリー達のところへと戻る。




　記憶断片メモリーピース④　～闇あん闘とう～







　グレンが孤こ児じ院いんを出て、わたしも食堂の娘むすめになった後。


　外に出たグレンの目を、わたしだけに縛しばり付けておくのは、予想以上に困難を極きわめた。


　グレンとシェーラは相あい性しようがいいのか、瞬またたく間まに普ふ通つうの親子以上に強い絆きずなを持ち始めていたし。


　傭よう兵へい学校に通い始めたグレンは、そこで、わたし以外の女子と仲良くなり始めたりもした。


　ローズという名の、明らかにグレンに好意を抱いだいている雰ふん囲い気きの超ちよう絶ぜつ美少女を紹しよう介かいされた時など、わたしは発はつ狂きようするかと思った。


　まあ、グレンがローズを男として紹介してきたので、わたしが発狂することはなかったが……。


　障害を取り除のぞく戦いは続いた。


　グレンとシェーラを離れさせる為に、わたしはシェーラにたびたび秘ひ密みつ裏りに接せつ触しよくし、お腹なかを痛めて産んだ子供と養子の違い、不ふ妊にん治ち療りようの話、グレンが、シェーラを異性として見ているのでやめさせたほうがいいことなど、ありとあらゆるウソを植え込んだ。ハッタリは、昔から得意だった。


　剣精試練レイダー・ゲームの最さ中なか、シェーラの家から出たわたしをグレンに見られてしまうという愚ぐを犯したが、それも結局ハッタリでうやむやにできた。


　グレンに好意を持つローズ……ロザリーも、グレンから遠ざけなければならなかった。


　放置しておくには、ロザリーは、あまりに可愛かわいく、そして性格が良すぎた。グレンがロザリーを女だと認めた瞬しゆん間かん、わたしの計画はすべて瓦が解かいする可能性があった。


　だからわたしは、二人を引き離した。


　利用したのは、当然、グレンが、ロザリーを男だと思い込み。ロザリーが、そのグレンの思い込みに気づいていない齟そ齬ごだった。


　これさえ利用すれば、容易に、ロザリーにグレンを諦あきらめさせることができる。


　わたしは状況が整う日を待ち。そして、ログレスのカフェで、計画を実行した。


　わたしとグレンがいる席に、なにも知らないロザリーが浮うかれた表情で近づいてくる。


　それを確かく認にんしながら、わたしはタイミングをはかって口を開いた。


「グレンはさ。やっぱり将来ローズと結けつ婚こんするの？」


「あのなぁ。俺がローズと、結婚なんかするわけがないだろう。ローズはな、トモダチ。結婚なんか、するわけないんだよ……」


　ロザリーの顔から血の気がひいたのが見えた。


「グレン……幼おさな馴な染じみながら、あんたにはほんとドン引きするわ……」


「はあ？……ていうかメグ。お前、なんか勘かん違ちがいしていないか？　ローズはな、女じゃなく、男なんだぞ？」


　グレンがわたしに説明を終えた頃ころには、ロザリーは既すでにカフェにいなかった。


　バイバイ。わたしは心の中でほくそ笑えんだ。




　シナリオⅣ・《Ⅶなな》







「おお。そうか、決めてくれたか」


　いわれた通り、一番奥のオッサンの部屋に行き、《七周目セブンス》参加の意思を表明すると。


　オッサン──いつもと違い、細身の眼鏡めがねをかけ少し知的な雰囲気──は、机の上にバラまかれていた書類から顔を上げ、ニヤリと笑って、そういってきた。


「お前らなら、分かってくれると思ってたぜ……！　七周目の良さをな。ぜってぇ後こう悔かいはさせねぇ。よろしくな。がんばって七周目取りもどそうぜ！」


　そういうとオッサンは、屈くつ託たくのない笑顔で俺ら全員と握あく手しゆをかわす。


　こ、このオッサン……本当に七周目愛してるな。


　浅い気持ちで《七周目セブンス》に来た俺と、入るフリをしている女子二人のうち、わりと感情が顔に出るロザリーは、握手の時、微び妙みように顔が引きつってしまっていた。


「けど、俺がいうのもオカシイけど、お前ら度胸あんなぁ。明日は、《委員会》と決戦だぜ？」


　感心するような声でオッサン。


「あ、そうそう。そういえば」


　と、そんなオッサンに、思い出したようにメグ。


「明日の決戦って──どんな風に行われるワケ？」


　メグがオッサンに聞く。


　あ──。その質問に、俺もハッとした。


　そういえば。


　俺達は、他ほかの情報に頭がいきすぎたせいか、決戦の内容について、何も知らないし、知ろうとすらしないまま、ここまできてしまってる。


　どうせ危険なんだろうが……明日の決戦て、具体的に、何やるんだ……？


「お前ら……度胸あるっつーか、決戦のコトあんま考えてなかっただろ……」


　そんな俺らの思考をオッサンは瞬しゆん時じに読みとったらしい。


「ま、まぁ。若じやつ干かん」


　正直、そんなことより、その先にある七周目か八周目かで全員いっぱいいっぱいだった。


「まあ、俺も説明してなかったしな……。ちょうどいい。どうせそろそろミーティングする予定だったし。これから明日の決戦について説明してやるよ。相手がどんな奴やつで、自分達が何をするのか、な」


　そういうと。オッサンは、俺達に明日のことを説明する準備を始めた。





　　　　†




　五分後。


　部屋には、全部で八人の人間が集められていた。


　俺、メグ、ロザリー、ツバサのログレス四人。


　オッサン、ライエル、ミカン、そして大将エメラダの四人。


「んじゃ、さっそく明日の決戦に向けてのミーティングやんぞ」


　車座になって座る俺らに向けて、オッサンが語り始める。ちなみに狭せまいので、ツバサとミカンはほぼまったく同じ姿勢で天てん井じように張り付き、ライエルは輪を離はなれて部屋の隅すみによりかかって話を聞いている。


「その前に、どうも〝決戦〟の意味がうまく伝わってねぇみたいだから再確認しとくが。明日の決戦ってのは、文字通り、雌し雄ゆうを決する決戦だからな？　勝てば世界は七周目、負ければ俺らは皆殺し。わかりやすくいえば、明日が最終決戦なんだ」


　と、重々しくいうオッサン。


「え!?」


「明日が……最終決戦!?」


　その言葉に、俺達は今さらながら顔を見合わせた。


　確かに俺達は、何故か、決戦の意味をやや軽く捉とらえていた。なんとなく、《委員会》と《七周目セブンス》の戦いは、まだまだ長く続くというか、今はまだ中盤戦を迎えたくらいなのかと勝手に思っていたが……。


　いきなり最終決戦!?──予想外の展開に、俺達はやや緊張の面おも持もちになる。


「つーワケで、みんなマジで頼むぜ？　こっちは八人しかいねぇんだからな……」


「え？　ちょ、ちょっと待って！」


　そのオッサンの話を、挙手して、いきなり中断させたのはメグだ。


「──なんだよ」


「え？　八人って？　もしかして……明日の《委員会》との決戦に挑いどむメンバーって……ここにいる八人で全員なの？」


「そーだよ？」


「ウッソ!?　えぇっ!?　だ、だって。ここにいるの、ほとんどログレス人じゃん!?」


　困こん惑わく気味にいうメグ。


　た、確かに。この部屋にいる八人中五人はログレス人だった。


「他の《七周目セブンス》は!?　え？　《七周目セブンス》って、何人構成なの？」


「何人って…………八人だろうが？」


　部屋の中を見み渡わたし、数も数えられないのか、といわんばかりに返すオッサン。


「はちっ……は……はあ!?　バ、バカにしてんの!?　これでフル!?　わたしら抜ぬいたら四人しかいないじゃない！　それで大将とか副大将とか名乗っちゃってるわけ？　どんだけ哀かなしい組織なのよ《七周目セブンス》!?」


　悲鳴をあげそうになりながらいうメグ。


「ウソでしょ!?　ウソよね!?　国外に五○人ぐらい仲間いるのよね!?」


「う、うるせぇな。いろいろいたけど。俺ら以外、もう、全員やられちまったんだよ」


　憮ぶ然ぜんとしたカオでいうオッサン。


「他国の代表とか予選落ちのメンツも、ほとんどの奴が七周目に興味もってくれねぇし……」


「はああ？」


　そういえば──ベアリス達もそういって断ったっていってたよな。


「ど、どんだけ交こう渉しよう力ないの!?　ってことは、オリジナル以外で集まったの、ここにいる六人（うち五人ログレス出身）だけ!?　なんかログレス恥はずかしいわ……むしろ！」


「ま、まぁまぁ……」


　このままいくと数分後にオッサンが精神崩ほう壊かいしそうなので俺達はメグを止めた。


「も、もういいだろ。確かに若干サギにあった気分だが。仕方ない。このメンバーでやるしかないだろ」


「そ、そうだ。それに、別にいいだろう。メンツが四人でも、大将とか副大将とか名乗っても。私はそういうセンス好きだぞ？」


『私もです。まあ確かに若干恥ずかしいですけど』


「……あ、ありがとよ。お前ら」


　オッサンはそっと目元を手でぬぐった。


「でも……でも……八人て！　相手は、あんななんでもアリの《委員会》だよ？　絶対少ないって！」


　しかしメグは落ち着かない。


「ガタガタ騒さわぐな、ガキ……」


　そんなメグに声をかけたのは──


　意外な人物。


　部屋の隅で腕うでを組み、嘆たん息そくしているライエル・ヒートだった。


「嫌いやなら帰れ……。それに、勝ち目がねぇ戦いくさに、俺がついてくるワケねーだろ。最悪、四人でもなんとかできそうな話だったから、俺はこのオヤジについてきたんだよ」


　と、ライエル。


「そ、その通りだ。よくいった、ライエル。メグ、まぁ、聞いてくれ。確かにウチらは人手不足だよ。けどな、だからって、んな悲観しなきゃなんねーような状じよう況きようでもねぇ。けっこう明るい話だってあるのさ」


　オッサンはライエルの援えん護ごで、ようやく落ち着きを取りもどしたように説明を再開した。


「アカルイハナシ……？」


「そうさ。まず明るい話その①。《委員会》は確かに強い。


　が。明日の〝決戦〟で俺らが戦うのは、そのうちたった〝一人〟だ」


　オッサンはいう。


「一人……？」


　俺らは首を傾かしげる。


「《委員会》って、確か八人組の子供なんじゃ……」


「その通り。が。どうも連中は、こっちに出てくる時は、一人ずつしか出てこれねぇらしい。だから俺らが明日戦うのも、たった一人ですむ」


　鼻高々にそんな情報を与あたえてくるオッサン。


「ほんとにそうなら確かに明るい話だけど……。


　でも、一人ずつしか出てこれないらしいって？　情報提供者誰だれなの？」


　まだ不安げに聞くメグ。そのメグの質問に、オッサンはニヤリと笑ってみせた。


「それが明るい話その②だな。ウチら《七周目セブンス》は、確かにここにいる八人でフルメンバーだが。厳密にいうと、もう一人、協力者がいる」


「協力者……？」


「しかも《委員会》の内部にな」


「！」


　俺達はさすがに目を見開いた。


《委員会》内部の協力者ってコトは……要するにこっちについてる〝内通者〟がいるってことだよな？


「俺とエメがこうやって〝世界超ごえ〟できたのは、エメの能力と、ソイツのおかげなのさ。明日の決戦も、当然やれる限かぎりフォローはしてくれる。どうだ？　明るい話題だろ？」


　ニッ、と嬉うれしそうに笑っていうオッサン。確かに内通者がいるといないとじゃ、こっちの有利不利は大きく変化しそうな気がするが。


「で、三つ目の明るい話。これが一番デカイかな。


　明日、俺らは、確かに《委員会》の一人を迎むかえ撃うつ。迎え撃つ、が。


　実際には俺らは、《委員会》に、実力で勝たなくてもいいんだ」


　オッサンは俺らを見ながら、そんなワケのわからないことをいってきた。


「はあ？」


「実力で勝たなくてもいい？」


「そう。いや、まぁ、もちろんガチでやって倒たおせりゃ、文句ナシだが。それは多分無理だからな。


　その代わり、コイツを使う」


　オッサンがそういって取り出したのは──女子の親指くらいの大きさの、小さな、クリアブルーの、長方形の物体。


「コイツはふらっしゅめもりっつって──まぁ俺らはいっつも〝切り札〟って呼んでるが──いわゆる一周目の遺物だな。よくわからんが、昔はこのちっこいオモチャみたいな奴の中に、絵とか文章とか、膨ぼう大だいな情報を入れとけたらしい。


　コイツがあれば、俺達は、委員会に実力で負けてても、勝負には勝てる」


「……どういうこと？」


「いいか？　明日、俺らと一戦交える《委員会》は、必ず、例の〝世界改変装置〟を戦いの場に持ってくる。アイツらは、装置がなけりゃただのガキだからな。持ってこざるをえない。


　で、内通者曰いわく、その装置には、この〝切り札〟をぶっ挿さす穴が空いてるらしい。そこにコイツを挿し込めば、コイツが勝手に、世界改変装置に、二つ命令を下してくれるのさ」


「命令」


「そう。


　命令その①。現在の《剣精試練レイダー・ゲーム委員会》を全員抹まつ消しようせよ。


　命令その②。世界を一周前、七周目の姿に戻もどせ。


　この二つを、装置に命令し、問答無用で実行させる」


　ニヤリと笑っていってくるオッサン。


　はああ？


「つ、つまり。それを敵の装置に挿した瞬しゆん間かん、今の《委員会》は全員消えて、世界も七周目に戻るってこと？」


「そうだ」


「なんつー反則技わざ……！」


　俺らは顔を見合わせた。


　確かに、そんな悪あく魔まじみた反則技があるなら──実力で負けても《委員会》に勝てるかもしれない。


「けど、その内通者とやらは大丈夫なのか？」


　と、そこで聞いたのはロザリーだ。


「《委員会》全員を抹まつ消しようすると、その内通者とやらも消えてしまうんじゃ……」


「うーん……」


　そこでオッサンは一瞬考え込む。


「実はその辺に関しては俺らも詳しく聞いてねぇから、よくは知らねぇんだが……。けど、自分でそういうの作るよう、指示してきてんだし。自分のことは自分でなんとかするんじゃねぇの？　まさか自分で自分消す指示ださねーだろうし」


　と、適当に答えてくるオッサン。


　まあ、実際そうなんだろうが……しかし口ぶりからすると、オッサンとその〝内通者〟は、どうもそこまで綿密に連絡とれてるかんじでもないようだ。


「ちなみに、その〝内通者〟から指示受けて、実際その二つの命令をこの〝切り札〟に書き込んだのはエメだぜ」


　オッサンは、その一周目の〝切り札〟を見ながらそういった。


「え？」


　俺らは思わずエメラダのほうを見る。


「エメは、他ほかの遺物を使って、この〝切り札〟に、その二つの命令を書き込んだのさ。エメはな。どんな道具でも、見たこともねぇ道具でも、触さわれば瞬しゆん時じに使い方を理解できる。〝内通者〟に、そういう能力貰もらってるんだ。だから一周目の遺物でも、自由自在に使いこなせる」


「はああ……」


　な、なるほど……その能力買われて、《七周目セブンス》の大将なんかやってるのか……。


「ぶっちゃけ今まで《七周目セブンス》が《委員会》に消されずにこれたのは、エメがいろんな遺物使って《委員会》を煙けむに巻まいてきたからだ。明日の戦いもそう。〝切り札〟ぶっ挿すにしても、《委員会》から装置奪うばうにしても、どっちみちエメがいなけりゃ成り立たねぇ。もし世界を無事七周目に戻せたとしたら、ＭＶＰは、完全にエメだな」


　嬉しそうにエメラダを褒ほめるオッサン。


　が。


「…………」


　褒められている当のエメラダは、何な故ぜか、あまり嬉しそうな顔をしていなかった。


　いつものオドオドしている感じでもない。なんとなく気まずそうにその場で俯うつむいている。


　……？


「つーワケで、


　①相手はたった一人。


　②内通者アリ。


　③しかも相手を即そく死しさせる道具アリ。


　ど、どうだ？　三つも明るい話あるんだ。ちょっとは勝ち目あるだろ？」


　しかしオッサンはエメラダの様子に気づかず、俺達の機き嫌げんをとるような声でいってくる。


「うーむ……」


　俺達は、そのオッサンの言葉にうなった。


　確かに、《七周目セブンス》が有利な条件は意外に、揃そろってるか……？


「わかった……」


　そんな中、嘆息まじりにいったのはメグ。
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「確かに、わたしも悲観的になりすぎたかも。もうちょっと《七周目セブンス》信用するわ。思ったよりは、いろいろ策張はり巡めぐらせてるみたいだし」


「そ、そうか……」


　そのメグの様子に、オッサンは幾いくばくかホッとしたような表情を浮うかべた。多分、さっきのメグの騒ぎぶりに、本気で離り脱だつされると思い焦あせってたんだろうな。


「じゃ、今度こそ、明日のミーティング始めんぞ」


　既すでにけっこう疲つかれた顔で、オッサンはいった。


「明日の決戦が行われる予定時刻は午前八時。場所はここだ。


　内通者からの情報によると、朝八時、この屋や敷しきに《委員会》の一人が来るらしい。


　だから俺達は、あえてここでソイツを迎え撃つ」


　と、オッサン。


　なるほど……悪くないかもしれない。俺は思った。この屋敷は、わりと郊こう外がいにあるし、屋敷の中自体も広い。多少ドンパチやっても、そうそう野次馬が駆かけつけてきたりしそうにもない。


「で、具体的な戦せん闘とう方法だが。さっきもいったが、作戦には、これを使う」


　オッサンが見せたのは、さっきの一周目の遺物。


「敵は強いからな……。正面からの突とつ破ぱじゃなく、この裏技で、《委員会》の殲せん滅めつと、世界の七周目帰りを同時に狙ねらう」


「しつもんしつもん」


　そこで手をあげたのはメグ。


「またお前かよ……。何だ？」


「敵が強いって？　まあ、あんな非現実的な連中なんだから、それは分かってるけど。具体的に、どういう相手を想像すればいいわけ？　姿形は？　性格は？　攻こう撃げき方法は？」


「うーむ……」


　その質問に、オッサンは一いつ瞬しゆん顔をしかめた。


「まず詳しよう細さいな姿形は、当然、俺らも知らねぇ。見たことねぇんだからな。ただ、分かってんのは、明日来んのは、一○歳ぐらいの容姿の、坊ぼう主ず頭あたまのチビらしい」


「坊主頭のチビ……」


「そう。性格は、さすがに知らん。聞いてねーからな。


　攻撃方法に関しちゃ、説明しようがねー。なんでもアリだ。地面だって割れるし。空から隕いん石せき落とすこともできる。世界変革装置を持ってるんだからな。明日、ソイツの気分で何やってくるかは変わるだろうし、予測不能だ。ま、自分が予想できる最悪の攻撃の、倍、最悪の攻撃予想しとけ」


　と、オッサン。


　マジかよ……！　さすがにその説明に俺らは顔を見合わせた。


　そこまで何でもアリの奴やつに、どうやって勝てっていうんだ……!?


「まあ、だから、そう悲観すんな。その為ためにエメがいて、これがあるんじゃねぇか」


　焦る俺達に、オッサンは苦く笑しようして、エメラダと、さっきの一周目の遺物を見るよう促うながしながらいってきた。


「エメは、ある程度なら、敵の攻撃を無効化することができる。そういう遺物を持ってんだ。だからある程度は敵のデタラメな攻撃にも耐たえられる」


　オッサンはそういい、そして、


「んで、このふらっしゅめもりだ。さっきもいったが、これがあれば、いくら敵の攻撃がエグくても、装置の前まで辿たどり着けば、そこで勝負は、俺らの勝ちだ」


　オッサンはそういうと、ポケットに手をつっこみ、そしてさっきまで手の中にあった〝切り札〟とまったく同じ形の物をもう一つ取り出した。


「コイツはエメに二つ作ってもらってある。だから明日、実際の作戦としては、〝切り札〟を持たない奴が、持ってる二人を全力でフォローして、《委員会》のところまで辿り着かせるカタチになる。おらっ」


　そういうと。オッサンはひょい、と持っていた〝切り札〟を俺に向かって投げてきた。


「？」


　俺はぱしっ、とそれを受け取る。


「グレン。片方はお前持っとけ」


「えっ……？　えっ!?」


　いきなりの指名に、俺はギョッと目を見開いた。


「はあ!?　お、俺!?」


「そうだ。お前、俺と戦った時とか、やたら避よけんのうまかったもん。お前なら敵の攻撃かいくぐって装置までいけるかもわからん。だから持ってろ」


「え……えぇ……？」


　オイオイ……。俺は顔をしかめた。これ、挿した瞬間、《委員会》が消えるだけじゃなく、世界も八周目から七周目に戻るんだよな？　そんな重要な責務を、俺が負わなくちゃいけないのか……？


「信じてるぜ。グレン」


「ま、まぁ…………わかった」


　まっすぐな目でいわれ、断れず、結局頷うなずく俺。


「もう片方は、俺が持っとく。あとの役割は──そうだな。まず、ミカンは、エメの護衛だ」


　オッサンはミカンにいう。


「おっけえ」


　頷くミカン。


「で、残りのメンツは、悪わりぃけど、なんとか身体からだ張って、俺とグレンを装置の前まで運んでくれ」


　そして残りのメンツに、オッサンはそんなことをいう。


「頼たのむぜ。例え殺されちまっても……俺らが七周目の世界で、生きてるお前らをなんとか取りもどしてやるから」


　そのオッサンの意見に、メグ、そして、演技で《七周目セブンス》に入ってるハズのロザリーとツバサまで、迫はく力りよくに押されたのか、思わずのように頷いてしまっている。


「全員でなんとか取りもどそうぜ。七周目をよ。


　以上……ま、ミーティングはこんなもんかな。


　明日あしたの八時にもっかいミーティングやる。それまで、各自、八周目最後の夜を満まん喫きつしてくれや。この屋敷、大浴場とかあるから。好きに使っていいぞ？」


　そういうとオッサンは立ち上がり、いろいろな不安を残したまま、明日の最終決戦の為の会議はあっさりと終了する。





　　　　†




「まさか、明日がいきなり最終決戦で、おまけに俺が直にこの手で八周目に引いん導どう渡わたす役になるとはな……！」


　会議終しゆう了りよう後ご。自室に戻った俺は、〝フトン〟と呼ばれる簡易式のベッドのようなものにねっころがり、ためつすがめつ例の〝切り札〟を見ながら、ぼんやりそう呟つぶやいた。


「オイオイ。言葉に気をつけろ。それじゃお前が、本当に明日世界を七周目に戻もどすみたいじゃないか」


　そんな俺の独り言を聞いて、眉まゆをひそめて注意してきたのは、床ゆかに敷しかれたフトンの上に座り、そして同じく座っているツバサの髪かみに櫛くしを入れている風ふ呂ろ上あがりのロザリーだ。


　ヤ、ヤバイ……聞かれてたか。


　俺はやや緊きん張ちように身体を強こわ張ばらせる。


「私達は、明日、その七周目帰りを阻そ止しするんだろ？」


「あ……あぁ。そ、そうだったな。そうだ」


　俺はポケットに〝切り札〟を押し込み、平静を装よそおって答える。コイツらは、まだ、俺とメグの真意に気づいていない……。


「ん？」


　と、俺はふと、妙みようなことに気づいた。


　メグといえば……そういえば、この部屋にメグがいない……？


「あれ？　お前ら、メグはどうした？」


　俺はオシイレから身を乗り出して聞いた。


　ちなみに今日の寝ね床どこは、女三人が部屋の中のフトンで、俺だけが、オシイレと呼ばれるクローゼットの中というカタチになっている。まぁ、旅に出始めの頃ころなら、例えオシイレとはいえ絶対ロザリーとツバサは同室での就しゆう寝しんなど認めなかっただろうし、そう考えると、随分俺の評価も上がったともいえるが……。


「はあ？　なんだお前。いまさら気づいたのか？」


　そんな、オシイレから半身乗り出して聞く俺に、ロザリーは、ツバサの髪をとく手を止め、呆あきれたようにいった。


「メグは今、エメラダの部屋にいってるよ」


　そして再び手を動かしながら、ロザリーは嘆たん息そくまじりにいってくる。


「……は？　エメラダ？」


　思わぬ名前の登場に、俺は一いつ瞬しゆん困こん惑わくした。


「ああ。風呂で一いつ緒しよだったんだ。なんか元気がなかったから、慰なぐさめてやるとかいってたぞ」


「へぇ……」


　そういえば──俺もさっきのミーティングで、自分が褒ほめられているのに俯うつむいていた時のエメラダの表情が気になってたんだ。


　まあ、メグなら、誰だれとでも仲良くやるし、その理由をちゃんと持ち帰ってきてくれるだろう。


「なるほど。了りよう解かいした」


　納なつ得とくした俺は、オシイレに戻る。


「ぎゃっ」


　その瞬しゆん間かん、ケツのあたりで悲鳴があがった。ディアだった。部屋の中で、既に剣精レイダー達は全員就寝しているのだが、ウチのディアが、ちょうど俺のフトンの上の、ケツのあたりに転がってたらしい。


「ご……主人様……セク……ハラ……」


　ディアはそれでも起きず、なんか失礼な寝ね言ごとをいっている。


「チィッ」


　俺は仕方なくそいつをつまみあげ、枕まくらの向こうの安全地帯に放ほうり込む。


　そして俺は再び横になり、あいているオシイレの扉とびらから、特に見るともなく、ツバサの髪をとくロザリーと、ロザリーに髪をとかれるツバサの様子をぼんやり眺ながめていた。


「よし。できたぞ」


　そんな中、ロザリーはそういうと、笑え顔がおで完かん了りようの合図のように、ぽん、とツバサの頭を押す。


　するとツバサは、絶対俺には見せないような、屈くつ託たくのない笑顔を浮うかべ、ぎゅっとロザリーに抱だきつき、感謝の意を表明していた。


（あ、甘々だな……。コイツら普ふ段だんからこんなことやってんのか……？）


　というか、俺の存在がないことになってないだろうか……。とか思いながら、俺は物もの珍めずらしいモノを見るように、しばらく二人のじゃれあいを観察。


「こらこら。あんまりくっつくな」


　ロザリーは苦く笑しようしながらツバサを制しようとするが、ツバサは無視して抱きついたまま、猫ねこのように顔をなすりつけている。……なんか衝しよう撃げき的な光景だ。もしかしたら、決戦前夜ということで、思い残しがないように甘えてる……のか……？


「そういえば──」


　と。俺はふと、とある事を思い出し、ロザリーに声をかけた。


「お前がツバサの人生を変えた話って、一体なんなんだ？」


　それは、ログレスとガイストの間にある荒こう野やで、夜ツバサとたまたま二人きりになった時聞いた話だった。


　ツバサは、過去にロザリーに人生を救われるような経験をし、結果ロザリーを命の恩人と慕したい、崇すう拝はいするようになったらしい。


　その時のエピソードを、俺は具体的にはまだ知らなかった。ツバサが、その時のエピソードを語るには、ロザリーの許可がいると、途と中ちゆうで話を打ち切っていたのだ。


「人生を変えた？……大げさな。ただあの頃は──」


　とロザリーが口を開こうとした瞬間。


　がんっ、とそのロザリーの白い顎あごを、興奮気味に立ち上がった生物の後頭部が直ちよく撃げきした。


　ツバサだった。


『お姉さま！　ぜひグレンにその話をしてやってください！』


　ツバサは自分が犯おかした反逆に気づかず、熱っぽくロザリーにいう。


「い、いや、だから、いま……」


『？』


「ま、まあいい。ちょっと座ってろお前は」


　ロザリーはツバサを座らせる。


「コイツはな。私が七、八歳の頃から、お父様に仕つかえてた影かげ子この一人だったんだ」


　顎を押さえながら、ロザリーは淡たん々たんという。


「ん……？　お父様？　お前の影子じゃなかったのか？」


　俺は意外に思って聞いた。ツバサは幼い頃から、ずっとロザリー専属だったような気がしていた。


「違ちがう……。ツバサが私の専属になったのは、まだ二、三年前だ。というか、お前と一緒につるんでいた時期、ツバサはいなかったろう？」


「あ……」


　そういえばそうか……。あの頃、グレンとローズでつるんでいた時期、ツバサの姿を俺は見たことがないな。


「ウチのお父様は、まあ、国政にも顔を出すような人だったから、ボディガードやら、情報収集やらで、常に一○人の影子を連れていた。ツバサはその一○人の中の単なる一人。一応面識はあったが、私は二、三年前まで、ほとんど話したこともなかったな」


「ほう……。で？　そのツバサが、何で今や、お前を溺でき愛あいするお前専属の影子になってるんだ？」


　けっこう本気で興味が湧わいてきた。俺はオシイレから身を乗り出し聞く。


「……二、三年前」


　ロザリーはやや暗い声で語りだした。


「二、三年前。私は、一人の男にこっぴどいフラれ方をしてな……。極限まで落ち込んでいたんだ」


　嘆息まじりにいうロザリー。


「ほう……。ひどい奴やつも」


　いるもんだ───と続けようとして。


「…………」


　俺はそっと自分の口に手をあてた。


　ロザリーとツバサの俺を見る目が、尋じん常じようじゃなく冷たいモノになっていたから。


「…………！」


　二、三年前。こっぴどいフラれ方。


　間違いない。そのひどい男、正体は───グレン・ユーク──つまり俺だ。


「すいませんでした」


　俺は即そく座ざに土ど下げ座ざした。いや、フッたつもりもなかったんだが……。


「……まあいい」


　そんな俺に、ロザリーは嘆息し、


「私はその時、お前にフラれて、やたらと落ち込んでいた。そんな時だった。ツバサが、お父様の影子をクビになるという話が出てな」


　ロザリーは続ける。


「ん？　クビ？」


「ああ。まぁ、他人に捨てられた人間の哀かなしみは、その当時、よっっっく理解していたからな」


「…………」


「まぁ、ほうっておけず、私が雇やとったんだ。ただそれだけさ」


「……なるほどね」


　いちいちジャブを打ち込んでくるのがツライが。ツバサがロザリーの影子になったのは、そういう事情だったワケか……。


「しかし……それだけで命の恩人って。ちょっと大げさじゃないか……？」


　俺はツバサに聞く。するとツバサはムッとした表情を浮かべた。


『あなた馬ば鹿か？　お姉さまが、謙けん遜そんで話を小さくしてることくらい、お姉さまの人間的器うつわの大きさから容易に予測できる筈はず』


　鼻息荒あらくいってくるツバサ。


「あ？　話を小さくしてる？」


『そう。お姉さまは、あっさり私を雇ったといったけれど。私を雇うまでに、本当は、もっと様々なドラマがあった』


　ツバサは憤ふん慨がい気味にそんなスケブをあげてくる。


『そもそも、影子にクビという概がい念ねんはない。影子はカタチこそ契けい約やく制で、一ヶ月ごとに契約料を払はらって契約延長をできる仕組みになっているけど。もしその契約延長が叶かなわなかった場合。その人物は影子不適合者と判断され、その後、里の人間に秘ひ密みつ裏りに抹まつ殺さつされる』


「はあ!?」


　俺は驚きよう愕がくした。そして戦せん慄りつした。クビ＝死ってことか？　どんなシビアな世界なんだよ、影子業界。


『影子に不適合者はいない。それが影子のルール。だから皆みな死に物狂ぐるいで、主あるじにアピールする。そして影子の価値を上げ続ける。


　そういう意味では当時の私は──確かに甘かった。感情的になることも多かったし、ミスも多かった』


「確かに、昔のツバサは、お父様の命令とかに、よく反発してたからな」


　苦笑しながらいうロザリー。ふーん……。今の、ロザリーの命令絶対遵じゆん守しゆのツバサからは想像できないが……。


『今思えば、影子として絶対許されない態度です。だからお父様が私をクビにしようとしたことも理解できます。でもそんな私を、お姉さまだけが庇かばってくれた』


　と、俺に向かっていうツバサ。


『お姉さまは、契約料なら自分が払うからもう少しチャンスを与あたえてくれと、私をそのままお父様の影子でいさせてくれた。当然、リンド家の人は全員が猛もう反はん対たいした。そんなお金があるなら、もっといい影子を雇えばいいと、皆みなお姉さまにいった。でもお姉さまは私を見捨てなかった』


　誇ほこらしげな表情でいってくるツバサ。


『（誰だれかさんにフラれて）傷ついていた時期なのに。今までの貯金では足りないから、毎日自分で働いてお金を稼かせいで、それでも足りない時は、私物を売ってでも、一年以上、私の契約料を払い続けていた』


「いや、まぁ、ほとんど、単なる意地だったんだがな……」


　苦笑しながら、ロザリーがツバサの言葉を継ついだ。


「当時の私は、本当に〝捨てる〟ということに異常に反発してて。ついムキになってたんだ。そしたら──なんだか知らないが、その間に、ツバサが異常成長してしまってな」


　ツバサを見ながらロザリー。


『お姉さまの為ためにとがんばってたら……私は気づいたら、ログレスの影子の中で、いつの間にか〝伝説の三影〟的ポジションにまで上り詰つめていた』


「ど……どんだけ躍やく進しんしてんだよ、お前……」


　いや、その〝伝説の三影〟がどれだけ凄すごいのか、ホントの意味ではよくわからんのだが。なんとなく、急成長したことは理解できる。


　なんせ、俺と出会った時、コイツは既すでに超ちよう相当優ゆう秀しゆうな影子だったからな……。


「そんなツバサを見てて、私も、なんだか少しファイトがわいてきてなぁ」


　そしてロザリーがいう。


「こんなバイタリティのある奴が近くにいれば、私の失しつ恋れんの痛手も癒いえるかもしれないと思ったよ。だからお父様に無理矢理頼たのみ込んで、里に内緒で勝手に私の専属になってもらってるんだ。優秀な影子をクビにしようとした罰金として、月々の支し払はらいをお父様に半分払ってもらいながらな」


　ニヤリと不敵に笑っていうロザリー。


『それ以来、私はお姉さまの影子をやってる。それが私とお姉さまの、本当のお付き合いの始まり』


「なるほどなぁ……！」


　そんな二人の話を聞いて──なんか俺は妙みように感心してしまった。


　コイツらにそんな過去があったとは……。


『どう？　お姉さまは、私にとって命の恩人でしょ？』


　誇らしげにいってくるツバサ。


「ああ……そうだな」


　クビ＝死の状じよう況きようで自分を信じた唯ゆい一いつの女。大げさじゃなく、ツバサにとってロザリーは、本気で命の恩人だったわけか。そりゃ確かに惚ほれるわ……。


『だから私は、一生お姉さまについていく』


「私としては、他ほかの道も見て欲しいんだけどな……。しかも今や、せっかく契約金なんぞ関係ない、国外にいるわけだし……」


　そんなツバサに、ロザリーはブツブツいっているが……どうも表情は、まんざらでもない表情なんだよな。


（これは…………聞くんじゃなかったかもしれんな……）


　ツバサ達のエピソードを聞いてから。俺はふとそう思った。


　こんな話を聞いたら、明日あした、土ど壇たん場ばで、世界を七周目に戻もどしにくくなるかもしれない。


　俺はポケットの中の〝切り札〟を握にぎり締しめる。


　七周目に戻れば、今の二人の思い出もなかったことになるし、なにより、この二人はバラバラの場所に飛ばされ、それぞれ交わることのない人生を歩むことになるのだ。


　目の前の仲なか睦むつまじいロザリー＆ツバサ……この二人を切り裂さくには……相当の勇気が必要だぞ……。


「うん？　どうかしたか？」


　俺の様子が変わったことに気づいたのだろう。ロザリーが不思議そうに俺にいってくる。


「いや…………」


　迷うな。もう決めたことだ。結論は変わらない。変えられない。


「別に。興味深い話をありがとうよ」


　俺はそういうと、オシイレの中のフトンの上に寝ね転ころがり。そして横よこ滑すべりになっている扉とびらを閉める。


　これ以上話してると、余計迷いそうだ。


「グレン。寝ねるのか？」


　ロザリーの声。


「ああ……」


「そうか。明日……頑がん張ばろうな」


「…………ああ」


　心から頷うなずくこともできず。さりとて無視することもできず。


　俺は曖あい昧まいに返事を返す。


　俺の、八周目最後になるハズの夜は、後味悪く更ふけてゆく──




　記憶断片メモリーピース⑤　～葛かつ藤とう少女～







　グレンをわたしのモノにする為の戦いは、永久に続くかと思えた。


　誤算だったのは、グレンの手元に、莫ばく大だいな遺産が転がり込んできたことだ。


　グレンの周まわりに、光に群がる羽虫のように、くだらない人間が増え続けた。


　さすがに疲つかれたわたしは、一度だけ、グレンと無理心中を図はかろうとしたことがある。


　グレンに手料理を作るフリをして、その中に毒薬を忍しのばせたのだ。


　グレンが死ねば、わたしも後を追う気だった。けどグレンは死ななかった。気を失いもしなかった。結局、わたしは、臆おくして中ちゆう途と半はん端ぱな量の毒しか盛れなかったのだ。


　その数日後。


　もう無理心中することもない、嬉うれしい出来事がわたしを待っていた。


　長い年月をかけ、少しずつ亀き裂れつを入れてきたグレンとシェーラの関係が、ついに終わりの時を迎むかえたというのだ。


　シェーラが、遺産欲しさに、グレンを殺そうとしたらしい。


　結果グレンは家を飛び出し、遺産も捨て、一人になった。





　その後わたしにまで無断で行方ゆくえをくらませたのは誤算だったが──


　それもいいかなと、その時わたしは思えた。


　グレンの居場所はとっくにつきとめていたし。


　引き籠こもりの期間が長ければ長いほど、グレンは闇やみに蝕むしばまれていくはずだった。


　ほどよく蝕まれ、人ひと恋こいしくなったところで、声をかければいい。


　そしてわたしは、一月前、ミネラルウォーター調達の為に家を出たグレンに声をかけた。


　グレンが生しよう涯がい手放せない、救世主として。





　声をかけたわたしを。グレンは最初拒きよ絶ぜつした。


　ただ、それは、想定内の拒絶だった。


　そこから時間をかけて、ゆっくりわたしに目を向けさせればいい──計画は結実の時を迎えるハズだった。


　そこに彼女達が現れた。


　オブシディアン。


　イレイザーレイン。


　ライエル・ヒート。


　ミザリィ・ログレス。


　ロザリー・リンド。


　ツバサ・クロクワ。


　そして、剣精試練レイダー・ゲーム。


　一いつ瞬しゆんで、もはや、わたしの浅ましい知略でどうにかできる状況ではなくなっていた。


　わたし自身、巻き込まれてしまったのだ。


　剣精試練レイダー・ゲームに。剣精試練レイダー・ゲーム委員会との戦いに。





　そして現在、わたしはグレンと、そしてロザリーとツバサと、ログレスを出て、共に旅をするハメになっている。


　その旅は。正直な話、わたしにも変化を及およぼしていた。


　最初は演技で、このメンツと、笑え顔がおで旅をしていたわたしだったが。





　ふとした瞬間、わたしは本気で笑っていた。





　わたしは　本来なら消さなければならないオブシディアン、ロザリー、ツバサにまで、旅の道程で、心を許し始めていた。


　思えば、これほど近い距きよ離りで付き合った同どう性せいの人間は彼女達が初めてだった。


　焦あせった。と同時に、心地ここちよいという思いもゼロにはできなかった。


　演技と本音の境が、わたしの中で曖昧になり始めていた。




　シナリオⅤ・決戦







　眠ねむりについた俺の目を覚ましたのは──


　オシイレの外で聞こえた、小さな物音だった。


（…………。誰だれか起きたのか？）


　オシイレの中は相変わらず闇なので、夜が明けたのかどうか判断がつかないが、体力的には、それなりに回復している感じがある。


　俺は思い切って、オシイレの戸を開けてみた。


「あ。おハヨ。ごめん、起こしちゃった？」


　すると、目の前──部屋の真ん中に立っていたのは、赤あか髪がみカチューシャの女子、メグだった。


「あれ？　お前……いつ戻ったんだ？」


　不思議に思って俺は聞く。部屋に備え付けられている時計を見ると、時刻は朝の五時半過ぎだった。部屋の中に、メグ以外起きてる人間の気配はない。


「それがさ、いま戻ってきたの」


「いまぁ？」


「うん。ちょっとエメと話しこんじゃってさ。昨日きのう結局そのまま泊とまっちゃったの」


　寝ね不ぶ足そく気味に、あくびをしながらいうメグ。


「ああ……そういえば、どうだった？」


　まだ早いが、どうせもう寝れる気もしないので、俺はオシイレから飛び降おり、メグに聞いた。


「俺も気になってたんだよ。アイツ、昨日の会議で褒ほめられる時、なんか思いつめた表情してたよな？」


「あ、グレンも気づいてたんだ？　そうそう。わたしもあれ見てさ。様子窺うかがいにいったんだけど……まあ、予想通りの答え返ってきたかな」


　苦く笑しよう気味にいうメグ。


「ん？　予想通り？」


「うん。ま、だいたい、なんでああいうカオしてたか予想ついてたの」


「？　なんでああいうカオしてたんだ？」


「おバカ。んなの、いえるワケないでしょ。女子同士のヒミツよ、ヒミツ」


　悪戯いたずらっぽく笑いながらいうメグ。


「それに、オンナゴコロをちゃんと理解してれば、あのカオの意味くらい、楽勝でわかるハズよ」


「はあ？　オンナゴコロ？」


　そんなもん──俺に理解できるハズがないだろう。あのロザリー事件がそれを物語っている。


「エメのことよりさ。グレン、あんた、自分は大だい丈じよう夫ぶなの？」


　困こん惑わくしていると、メグは話題を変えてきた。


「けっこう大役任されちゃってるけど……」


「ああ……。まさか俺が、直じかに世界を七周目に戻もどす役とはな……」


　俺はポケットから例の〝切り札〟を取り出し、いった。


「あ、そうそう」


　その〝切り札〟を見て、メグは何かを思い出したようにポケットから取り出した。


「これ、エメから預かってるの」


　そういいながらメグが見せてきたのは……俺の持ってる〝切り札〟とまったく同じ形のクリアブルーの物体。


「ん？」


「なんか、グレンが持ってる奴やつ、ちょっと不備があったんだって。これと換かえといて欲しいってさ」


「ふーん？」


　よくわからんが──


　俺はそのメグの〝切り札〟と俺の〝切り札〟を交こう換かん。


「だいじょうぶ。グレンならきっとできるよ」


　交換しながら、メグはそういってきた。


「ほら、よくいうじゃん。神サマは、試練を越こえられる人にしか試練を与あたえないって」


　笑顔でいってくるメグ。


「まぁ……今日はその神モドキと、直接ドンパチやることになるんだがな……」


　俺は肩かたをすくめていった。


「ふふ。まぁね。とにかく、わたしもチカラ貸すからさ。頑がん張ばって七周目に戻ろうよ」


　とん、と俺の胸を、勇気付けるように拳こぶしで叩たたきながらメグ。


「でも、あれだね。七周目に戻るとしたら。グレンとも、あと数時間でお別れだね」


　苦笑しながらメグはいってくる。


　あ…………。確かに、意識はしていなかったが。当然、メグとも、別れることになるよな。


「メグ…………！」


　それに気づいた俺は、発作的に、昨日の夜ロザリー達に聞いた話をメグに話したくなった。


　が。


「向こうでも、会えたらいいね」


　次の瞬間聞こえたメグの言葉に、俺は口を閉とざす。……やはりメグの決意にブレはない。


「さーてと。それじゃ、わたしは、もう一ひと眠ねむりしようかな」


　口をつぐむ俺にメグはいってくる。


「グレンどうする？」


「ん？　あ、あぁ。俺はじゃあ、その辺散歩でもしてるよ。どうせ寝ねれないだろうしな」


　決戦までには、まだ時間はある。


　なんとなく、もっとメグと話したい気もしたが、どうもメグはそういう気分でもなさそうだしな……。


　俺は、目を覚まして俺がいないと騒さわぎそうなので、とりあえずディアだけを回収し。俺達の使っている部屋を後にする。
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　屋や敷しきの外は、既すでに、夜が明けていた。


　郊こう外がいにあるからなのか、それともガイストという国の朝はいつもこうなのかわからないが、恐おそろしく静かな朝。


　小石が敷しき詰つめられている庭に、池を発見したので、俺は特に目的もなくそこへ近づき、まだ半分眠っている身体からだを伸のばした。


（そうだよな……俺はいまさら何を迷ってるんだ……）


　俺はもう、メグと七周目に戻ると決めたじゃないか。


　ここでまた自分の意志を揺ゆらがせると、俺はまた、王女のいる七周目か、ディア達のいる八周目かで葛かつ藤とうする、あの状態に逆ぎやく戻もどりになってしまう。


　もうそれは面めん倒どうだった。


（そうだ……何も考えず。ここまできたら、ただ七周目に戻ることだけを考えればいい……！）


　泡あわのように浮うかび上がってくる葛藤事じ項こうを、頭の中の小さな黒い箱に封ふうじ込め。俺は《委員会》との戦せん闘とうに向け、集中力を高めていく。


　が、そんな中だった。


「あっ。グレン・ユークや」


　いきなり、俺の前方から、物もの珍めずらしげに俺の名を呼ぶ声が聞こえてきた。


「…………？」


　集中の出鼻をくじかれて、前を見る俺。するとそこには──


「おーっす。おはようさん。グレン・ユーク」


　短い黒くろ髪かみをゴムで縛しばり、乱暴に頭の上に纏まとめ上げた、ガイスト独特の服を着た少女。


《七周目セブンス》のミカンがいた。


　ミカンは、ここよりさらに前方──屋敷の外の林にいたらしい。何な故ぜか汗あせだくで、軽く息を切らし、額の汗をタオルでぬぐいながらこちらへ歩いてきている。


「あ、ああ……おはよう」


　あまり喋しやべったこともないし、どう接すればいいのかわからないが……無視するわけにもいかず、俺はぎこちなく挨あい拶さつを返した。


「もう起きとったんや。早起きやなー？」


「いや……別に……」


「ええやんええやん。早起きええやん。決戦に対するアンタの意い気き込ごみが伝わってくるわ。ウチもちょうどいま、決戦に向けて、ちょっとウォーミングアップしてきたところやねん」


　と、笑え顔がおでいってくるミカン。


「ん？　ウォーミングアップ……？　一人でか？」


「？　ううん。ちゃうよ」


　ミカンはそういうと、林のほうへ振ふり返り、


「おーい、タラタラ歩いてんと、はよ来きぃや。置いてくで」


　不満げな声で誰かを呼んだ。


　すると──


「チッ……」


　その後ろから、不ふ機き嫌げんそうな表情で現れたのは──長身に金きん髪ぱつの男。


「あ…………」


　俺は少し焦あせった。ミカンの後ろから現れたのは、少し意外な人物、ライエル・ヒートだったからだ。


（ラ、ライエルさんもいたのか……!!）


　なんとなく少し気まずい。それは向こうもそうらしかった。俺とライエルは微び妙みように気まずげに押おし黙だまっている。くそ、これなら、ミカンにウォーミングアップの話などフルんじゃなかったぜ……。


「お……おはようございます」


　とりあえず、ずっと黙っているのも妙みようなので、俺は軽く会え釈しやくしながらそういった。


「………………」


　しかし向こうは冷れい淡たんに目を閉じ、それを無視。


　……まあそんなもんだろうとは思ったが。


「おい。グレン挨拶してるやんけ。なんで無視やねん？　お前、挨拶もロクにできんのか？」


　すると、そんなライエルの対応に怒おこった人物が一人。目の前の少女ミカンだった。


　ミカンはライエルの足をどつきながら、ライエルに文句をいっている。


「…………」


　しかしそれでもライエルは無視。


　するとそんなライエルを見て。ミカンは重くため息をつき、こっちに向いた。


「……ごめんなぁ。コイツ、いま、反はん抗こう期やねん」


「殺すぞ」


　ライエルが冷たくツッこんだが、ミカンはそれを無視し、


「それよりグレン、今日がんばってや。アンタが〝切り札〟挿し込めるかどうかに勝ち負けかかってんで？」


　俺を激げき励れいしてくる。


「あ……あぁ。わかってる。やれるだけやってみる」


「ホントにわかってんのかね…………？」


　と、そんな俺の発言に嚙かみ付く声。ライエルだった。


「誘さそった俺がいうのもナンだが。俺には……どうもこいつ、まだ七周目帰りに腰こし据すえてねぇような気がする。お前……本気で覚かく悟ごできてんのか？」


　ライエルは、確かく認にんするように聞いてきた。う……む。もし俺の、内心の迷いに気づいていってるのだとしたら図星だ。


「…………」


　俺は何も言い返せない。


「………まぁいい」


　そんな俺に、ライエルは、さして興味もなさそうにいい、そして俺に一歩近づくと、


「どっちでもいい。俺はミザと七周目を取り戻もどすこと以外興味ねぇしな……。ただ、いっとくぞ。俺は、もし俺の足引っ張ったり、七周目帰りを邪じや魔ましたりする奴が現れたら──容よう赦しやなくブッ殺す」


　ドスの利きいた声で恫どう喝かつ気味に吐はき捨すてると。ライエルはそのまま俺の横を通りすぎ、屋敷のほうへ向かっていく。


　う……。要するに、七周目を裏切るな、ということをいいたいのだろう……。まぁもとよりそんな気はないが……俺はまだライエルに一○○％は信用されていないらしい。


「……アイツはホンマ、ミザ様ばっかりやな」


　そんなライエルを見ながら、不満げに嘆たん息そくしたのはミカンだ。


「落ち着いて周まわり見み渡わたせば。アイツに惚ほれてる女、近くに、他ほかにもおったりするねんけどな……ホンマあほな奴ぅ」


　ミカンは頰ほおをふくらませながら、どことなく恨うらみがましい口調でそういう。


　ん……？


　その意味深な言い方に、俺はまじまじとミカンのほうを見た。いや……その言い方だとまるでミカンがライエルのことを──


「ち……ちゃうちゃうちゃうちゃう」


　そんな俺の視線に気づいたのか、ミカンは顔を赤くし、右手を顔の前でブンブン振って否定した。


「ウチはちゃうで？　ウチはアイツのホゴシャみたいなもんやし。別に特別な感情ないから。まあ、そら…………ちょっとカッコええかな、って思う時もあるけど。普ふ段だんメチャクチャやけど、たまに優やさしいし……」


　と、ミカン。


「けど……ウチがいまゆうたんは、ウチちゃう。エメや。エメラダは、ライエルめっちゃ好きやねん」


「ほう……」


　そういえば、街で二人が買い物してるのを見かけた時も、相当懐なついてる様子だったよな。あんなに厳しくされてたのに。


「ま、でも、エメは《七周目セブンス》の大将。世界七周目に戻さなアカンし。どのみちうまくいってたとしても、今日までの関係やったけどな。まったく。ままならへんもんやで、男と女は……」


　渋しぶい顔で頷うなずきながらいうミカン。


「ちなみにウチも、オトコにフラれて、それ忘れる為ために《七周目セブンス》入ったクチやねん」


　ついでのようにいってくるミカン。


「そ、そうなのか？」


「七周目やったら、ウチええ男とくっついてたし。それでええかなって」


「お、お前…………そんなカルい理由で世界を…………」


「うはは。まぁ後こう悔かいはしてへん。オンナはやっぱ自分の幸せ追求せなな」


　ニヤリと笑ってそういうと。ミカンはぽんと俺の腰こしを叩たたき、


「アンタも気ぃつけや。女いうんは、貪どん欲よくやでぇ」


　そういい残しライエルのほうへ去っていく。


　貪欲って。それ、女が貪欲なんじゃなくて、お前が貪欲なだけだろうが……！


　俺はなんとなく嘆息しながら。


　ミカン達を追って、一度部屋に戻ることにする。
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「ん……？」


　が、数秒後。


　俺は奇き妙みような状じよう況きように遭そう遇ぐうしてしまった。


「……あぁん？」


　俺はマヌケな声をあげた。


　ミカン達と話してから数秒。部屋を出てから数えても、まだ、五、六分くらいしか外に出ていなかったハズだ。


　にも拘かかわらず。


　何故かしばらく見ないうちに、屋や敷しきの母屋おもやの様子は一変していた。


「？　？？？　なんだコレは？」


　屋敷の母屋に近づいてみると。母屋の周りには、唐とう突とつに、いつの間にか鉄製の高さ一○メートル程度の壁かべが聳そびえ立っていて、中に入れないようになっていた。


「なんだ……？　これは。何かの作戦か？」


　だとしても──これでは俺達が中に戻れない。


「オイ……」


　壁の周りには、先に母屋に向かったミカン、そしてライエルがウロウロしていたので、俺は事情を尋たずねてみた。


「どうなってるんだ？　《七周目セブンス》」


「さ、さぁ……ウチにもさっぱり」


　本気でわからないような表情で肩かたをすくめるミカン。


「妙だな……」


　そんな中。不ふ吉きつなセリフを口走ったのはライエルだ。


「こんな話聞いてなかったぞ。つーか、聞いてたとしてもおかしいだろ。俺が母屋出て、まだ三○分も経たってないぞ？　そんな短い時間で、こんだけ厳重に、しかも俺らに気づかれずどうやってこんなモン造ったんだ？」


　ごんごん、と目の前の鉄てつ壁かべを叩きながらライエル。


　？？？　状況がまったくつかめない。


　しん……。


　気味の悪い沈ちん黙もくが生まれる。


「ご、ご主人様ぁ……な、なんか変じゃないですか？」


　そんな中。いつの間に目を覚ましていたのか、胸ポケの中から、ディアが怯おびえたようにいってきた。


「お。起きたのか」


「は、はい。なんか変な胸むな騒さわぎがして……。それよりご主人様。なんか変です」


「いや……そりゃ変だろ。こんな壁いきなり出現して……」


「違ちがうんです。壁じゃないんです。このお屋敷全体が。なんか……妙に静かだと思いませんか??」


「…………」


　確かに──いわれてみればそうかもしれない。


　この屋敷はもともと郊こう外がいにあるし、しかも今はまだ早朝、おまけに異国、だからこれくらい静かでも不思議ではないと思っていたが……冷静に考えたらこの静けさはちょっと異常だ。遠くの人間の声、草木で動く虫の気配、風の音──どんなに静かな荒こう野やでも、消しようがないそれらの音すら──この界かい隈わいではまったく聞こえない。


「それに」


　ディアは続ける。


「それに、お空も……。まだ早朝なのに、あんなにお日様が高く昇のぼって……ガイストって、こういうお空なんですか？」


　今度は空を見上げながらディア。


　それにつられて俺も空を見上げ──少々ギョッとした。


　そういえば。さっきまで、まだ明らかに早朝もいいところの空模様だったのに。


　いつの間にか──ほんの五、六分の間に？　太陽はやけに高く、力強く輝かがやいている。


「…………」


「…………」


　俺とディアは、顔を見合わせた。


「なんかこれ……ログレスで見たことのある光景のような……」


「へぇ……鋭するどいな。気づいたのか」


　と──そんな瞬しゆん間かんだった。


「ん？」


　ふいに、頭上から人の声が聞こえ、俺は再び上空を見上げた。


　すると、頭上──目の前の鉄の壁よりさらに上──屋敷の母屋の屋根の上に。


　いつの間にか見知らぬ一人の少年がこしかけ、こちらを見下ろしていた。


「これはな。黒のオーロラの応用さ」


　その少年は、膝ひざの上に載のせた、銀色の縦開きノートのようなものをいじりながら喋しやべりかけてきた。


「いま、この庭だけ、局地的な黒のオーロラで封ふう鎖さして、脱だつ出しゆつ不能の空間にさせてもらってる。お前ら一人一人に、ちょっと確かく認にんしたいことがあってな。まずお前ら三人からだ」


　少年はそう呟つぶやくと、手の中のノートをカチャカチャと操作。


　ぶんっ。


　するとその瞬間、屋根から俺達の下もとへ、螺ら旋せん階段のように中空に透とう明めいな板がいくつか出現。


「……………………」


「……………………」


　俺達は目の前で起こっているその非現実的な光景を、呆ぼう然ぜんと見ていた。


　そんな俺達の視線を集めながら、少年は、その透明な板の螺旋階段をかったるそうに下り始める。


「どうも妙みようなんだわ」


　下りながら少年は呟いた。


「この屋敷だけ、〝装置〟使っても映像見れねーし、データ改変もできねぇ。ありえねぇんだよ」


　やがて少年は、俺達の目の前に到とう着ちやく。


「つーワケで。お前ら、なんか知んねぇ？」


　少年──ツバサとほとんど変わらない身長の少年は、俺らに問いかけてくる。


（ま、まさか──）
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　俺はその唐突に現れた、目の前の少年を見て。全身の血が徐じよ々じよに凍こおりついていくような衝しよう撃げきを受けていた。


　空中にいきなり板切れを出現させる非現実的なチカラ。


　口から吐はき出される、絶対に普ふ通つうの人間が知らないような単語の嵐あらし。


　そしてなにより──この、見た目の年ねん齢れいにそぐわない、このクソガキが持っている、異様な存在感。


　ま、まさかこのガキ────


「ん？　あ。そっか。自己紹しよう介かいがまだだったな」


　戦せん慄りつしていると。


　目の前のクソガキは頭をぽりぽり搔かきながら、嗤わらった。


「いちおう、はじめまして。


　俺の名はヤマベ。


　ま、お前らのいうトコの《委員会》のメンバーの一人だな」


　少年──イガグリ頭の少年は、悪あく魔まのように、あっさりそう告げた。


「な────」


「何ぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃぃ!?」


　全身の血が、一気に逆流した。ほぼ同時、俺達三人は、それぞれ自分の獲え物ものを構え、慌あわててその場から半歩飛びのいた。


（バ──バカな!?　《委員会》だとぉぉぉぉぉぉぉぉ!?）


　ど……どうなってる!?


　混乱する頭で、俺は必死に状況を理解しようとした。


　何な故ぜ──《委員会》の一人が、何故ここにいる!?


　出現するのは数時間後じゃなかったのかよ!?


「驚おどろきすぎだっつーの、お前ら……」


　そんな俺らのリアクションに、少年は苦く笑しようした。


「俺ァ一応お前らの親だぞ。いきなり親に武器向けるか？　フツー」


　少年は肩をすくめる。


「別に驚くことはねぇ。どうも妙だったから。身内にニセの情報流して、ちょっと早く下界きてやっただけさ。ま、けど、これで確定した。信じたくねぇが、俺ら八人の中に、お前らと通じてる奴やつがいるな」


　はああ、とめんどくさげにため息をつく少年。


「まぁぁったく。気絶しそうなくらいめんどくせーぜ。お前らの情報得られねーのもそいつのせいか？　誰だれだよ裏切り者って。おい。ミカン。お前知ってるか？」


　少年は、手の中のノートをいじりながら、かったるそうにいった。


「五秒以内に答えてくれ。オーバーしたらその場でお前を消す。ウソ教えても消す。答え以外のこと喋っても消す。


　五、四、三……」


　ぶっきらぼうにカウントダウンを開始する少年。


　そんな中、顔面中に脂あぶら汗あせを浮うかべていたミカンは、俺を──そしてライエルを一いつ瞬しゆん見た後、意を決したように振ふりかぶると、


「うっさい！　お前のいうことなんか────」


　懐ふところから出したナイフを構え、少年に投げつけようとする。


「失格」


　が。次の瞬間だった。


　少年は苦笑しながら手元の装置を操作。すると、


　ピッ


　そんな奇き妙みような音と共に、ミカンの頭上に白い『矢印』が出現。


　どんっ。


　次の瞬間。


　ミカンの身体からだが砂の塊かたまりのような物に変化し──


　そしてそのまま、俺とライエルの目の前で、ザラザラと不細工に、あっけなく崩くずれ落ちる。


【ミカン・オオノを消去デリートしました】


【ミカン・オオノを消去デリートしました】


　場に虚きよ無む的に響ひびき渡わたる、中性的な声。





　完全な静せい寂じやく。





　数百万の砂すな粒つぶに分解されたミカンは、屋や敷しきの土と混ざり、もはやどの部分がミカンだったのか、判別もできない。


　恐おそらく永久に。


「あ──ああああああああああああああ!?」


　目の前の状じよう況きようを数秒遅おくれで理解した俺は──恐きよう怖ふのあまり絶ぜつ叫きようした。


　消された──


　ミカンが……あっけなく、死んだ！


「うわああああああああああああ!?」


　消した！　人間を！　ボタン一つで！　その場から消した！


「ああああああああああ！」


　あのオッサンのいう通りだった……！　オッサンの言葉通り。コイツは何でもできるんだ。天変地異でも。時間制せい御ぎよでも。そしてそれよりもっと簡単そうな登場人物の消去でも……！


「さて、と。これで状況は理解したな？」


　そんな恐きよう慌こう状態の俺に、少年は、淡たん々たんといってくる。


「お前らはがんばれよ？　一回消去デリートした奴は、もう二度と元に戻もどせねーからな。元のデータを消しちまうんだから、装置使っても、戻しようがねぇんだ。似たような奴を新しく造ることはできるけどな。


　というわけで、怖こわかったら、質問に答えようのコーナーだ。


　グレン。次はお前に聞こうか。裏切り者って誰だ？」


「えっ……えっ!?」


　お……俺!?


「ま、ま、待ってくれ！　俺は裏切り者の情報をほとんど知らないんだ！」


　時じ間かん稼かせぎではない。俺はただただ助かりたくて真実をいった。


「じゃあお前、失格」


　少年はそうあっさり言い放つと。


　ピッ


　俺の頭上に、さっきミカンを消した、白い矢印が出現する。


「あ……ああああ！　ままま、待ってくれ！」


　俺は恐慌状態になりながら、慌てて頭上の矢印を振り払はらおうとするが──手は矢印をすりぬけるだけで、触さわれない！


「じゃあな」


「やめろ！　やめてくれ！」


【了りよう解かい。グレン・ユークを消去デリートします】


　響き渡る、虚無的な声。


「うあああああああああああああああああああ!?」


　そして、


「ああああああああああ！」


　頭上から聞こえてきたのは──





「チッ……やっぱり腰こしひけてるじゃねぇか」





　──舌打ちしながらの、荒あら々あらしくも頼たのもしい、そんな声。


　頭上。


　そこには──いつの間にか飛び上がった、ライエル・ヒートの姿。


　そしてライエルは鬼おにのような形ぎよう相そうで、歯を剝むき出しにして喰くいしばると──


「らっああああああああああ！」


　斬ざんっ！


　俺にはほとんど見えない速度で。


　手の中の、黒く長い剣けんのようなものを横よこ薙なぎに一いつ閃せん。


　ガチンッ！


　次の瞬間、剣は、矢印に金属音を立て接触し──


「うぅぅぅるあああああああああ！」


　イガグリ頭の少年に向かって、矢印をスッ飛ばす。


　矢印と少年は衝しよう突とつ。


　ドォォォォォン！


　巻き起こる爆ばく炎えん。


「あ、あ、あ……？」


　なにもかもが一瞬の出来事だった。


　な、なにがどうなったんだ……？


　よくわからないが、とりあえず今生きていることを脳が理解し、俺はへたへたとその場に座り込んだ。


「終わってねぇぞ。前見てろ」


　すたんっ。そんな呆ぼう然ぜんとする俺の横に、ライエルが着地。


　そのライエルの手には、奇妙な──黒くろ塗ぬりの、アミダクジのように光る線が幾いく重えにも入った、分厚い鉄板のような剣が握にぎられていた。


「そ……それは？」


「『ナンバー四○一』」


　端たん的てきに、ライエル。


「コイツはプログラムとかいうのに干かん渉しようして、本来斬きれねぇもんも斬れるようにできてる。エメが改造した、対《委員会》用の遺物の一つだな」


　な、なるほど。その効果のおかげで、俺は命びろいしたのか────


　と、ぼんやりその剣を見ていると。


「…………」


　ライエルは無言でその剣を頭上に掲かかげ──


　ゴッ！　次の瞬間、俺に向かって、猛もう烈れつな勢いで振り下ろしてきた。


「えっ？　……おおお!?」


　俺は反射的に、虫のように手足を動かし、その場を離り脱だつ。


　ドッゴォ！　次の瞬間、たった今まで俺がいた場所にライエルの剣が突つき刺ささり、地面が抉えぐり取られる。


「な……なにするんですか!?」


　避よけなければ、本当に俺は死んでいた！　俺は血相を変えライエルに叫さけぶ。


「なにって。いったろ？　足手まといは殺すって」


　しかしライエルは特に悪びれる様子もなく、肩かたにとんとんと『ナンバー四○一』を当てながらいってくる。え、えぇぇ……!?


「あんなガキにビビってるような奴は足手まとい以外何ものでもねぇ。消えろ」


　ライエルはそういうと、再び容よう赦しやなく剣を振りかぶり、躊ちゆう躇ちよなく俺に全力でそれを振り下ろしてくる。


「うおお!?」


　俺は地面を転がってそれを回かい避ひ。やはり数秒前まで俺がいた場所が抉り取られる。


「ま、待ってください！　そ、そりゃ……ちょっとくらいビビったって仕方ないでしょう!?　ミカン、消されたんですよ!?」


「いいから死ね。チョロチョロすんな！」


　ライエルはむしろ、足手まといがどうとかより、単純に俺に攻こう撃げきを避けられていることにイライラしてるような口調で、なんとか俺に剣をブチこもうと連撃で剣を振り下ろしてくる。くっ、この狂きよう犬けんッ……！　目的変わってるだろうが！


「ま、待ってください。わかりました。もう大だい丈じよう夫ぶです。もうビビってません。落ち着きました」


　このままライエルに斬ざん殺さつされるくらいなら、《委員会》に消されたほうがまだマシだ。すたんっ。正直まったく落ち着いちゃいないが、俺は立ち上がり、ライエルを止めた。


「あぁっ!?」


「い、いや、あぁっ!?　じゃなくて。もう足手まといになりませんから。がんばってアイツと戦いましょう！」


　命ごいの為ために、俺は本気でいう。


「チッ……！」


　俺のその言葉に、ライエルはイライラしたままの様子だったが、なんとか剣を収めてくれる。ふう……。俺は安あん堵どのため息をつく。


　しかし妙なもので、自分でもうビビってないと口にしているうちに、段々、本当に気持ちが落ち着いてきたか……？　結果的に俺は、恐慌状態から、異常な早さで立ち直れたのかもしれない。


「まぁいい……今回は見み逃のがしてやる。アイツも出てきたみたいだしな」


　そしてライエルはそういい、爆炎がたちのぼっているほうに視線をやる。


「げほげほっ……ふざけやがって……」


　するとライエルの言葉通り、咳せき込みながら、少年が爆炎の中からゆっくり姿を現した。


「なっ……」


　そして現れた少年の姿に、俺は驚きよう愕がくした。


　ライエルの矢印の一撃は、確実に少年に直撃していた。が、少年は咳き込んでこそいるものの──傷どころか、服に汚よごれの一つすらついていない。どうなってんだ……？


「なんだその剣……。武器は全部俺の担当だが。俺ァんなもん造ってねぇぞ」


　少年は苛いら立だった目つきでライエルを見ながらいう。


「ハッ。だからナンバー四○一だっつってんだろ。お前の造った四○○の剣精レイダーの次に生まれた剣。これは新作だよ」


　ぶんっ、とその『ナンバー四○一』の切っ先を、少年に向けながらいうライエル。


「新作？　ゲームの駒こまが勝手に造った武器がか？　……そういうのは新作っていわねぇ。バグっていうんだよ！」


　そういうと少年は、ガガガガ、と手元のノート型装置を激しく操作。


　ゴゴゴゴゴ──！


　すると次の瞬間。少年の周囲の砂が、次々に隆りゆう起きし──


　やがてそれは、全長二○メートル程ほどの、七、八体の砂の巨きよ人じんへ形をかえる。


「バグはちゃんと取り除のぞいてやらねーとな。カーソルで消せねぇなら。他ほかの方法で殺すまでだ」


　少年はそういうと、手元のノート型装置を再び操作。


　するとその巨人達は、ゆっくり俺達に向かい進撃を開始した。


　オ、オイオイ……！


　俺は上を見上げながら絶句した。コイツら全員と戦えっていうのか……!?　しかもこれとは別に、あの矢印攻撃も回避しなくちゃいけないんだろ？　勝てるワケが──


「一○分だ」


　そんな中。絶望しかける俺に、ライエルはいってきた。


「え？」


「一○分粘ねばって生き延びろ。一○分ありゃ、エメがなんか仕し掛かけるハズ」


「え？　え？　エメラダが……？」


　俺とライエルしかいないこの空間で、エメラダが何をどう仕掛けるのか俺にはよくわからない。


　よくわからないが、ライエルの剣といい、確かにエメラダはよくわからない技術で、舞ぶ台たい裏うらから《委員会》に効果的に対たい抗こうしている。


　ライエルがそういうのなら……本当に何かをやってくれるのかもしれない。


「その時、アイツに、必ず隙すきができるハズだ。そこ狙ねらえ」


　そしてライエルは俺にいってくる。


「？　狙え……とは？」


「はあ？　マジで足手まといかお前……！　決まってんだろ。お前の〝切り札〟だよ」


　苛立たしげにいってくるライエル。


「あ……」


　そういうことか────


　俺はポケットの中の〝切り札〟に触ふれながら。ライエルのいってることをようやく理解していた。


　一○分以内に、少年に隙ができる情報を、どことなく他人ひと事ごとのように聞いていたが。


　そこで実際に動かなくちゃいけないのは、周囲の人間ではない。俺なのだ。


　俺が動いて、装置に接触して、〝切り札〟を挿し込み。


　委員会を全員消して。


　──世界を七周目に戻もどさなければならないのだ。


「………………！」


　一気に緊きん張ちようが増してきた。一○分以内に訪おとずれる未来。あの少年に隙が出た刹せつ那な。俺は躊躇なく世界を元に戻せるのか──？


「きたぞ！」


　しかしもはや状じよう況きようは俺に迷うことを待ってくれない。目の前の巨人達が、一いつ斉せいに俺達を叩たたき潰つぶすべく襲おそい掛かかってくる。


（くそ……やるしかない。やるしかないんだ）


　迷う心を必死に抑おさえつけ。俺は一○分以内に訪れる選せん択たくの瞬間に怯おびえながら、巨人と少年との戦せん闘とうに突とつ入にゆうする。





　　　　†




　敵の猛もう攻こうは圧あつ倒とう的だった。


　巨人達の攻撃に加え、予想通り、俺達から遥はるか離はなれた位置から、イガグリ頭の少年も装置による攻撃をしかけてくる。


　むしろ愚ぐ鈍どんな巨人達は単なる目くらましなのだろう。ライエルを警戒してか、例の矢印攻撃こそなかったが、それでも少年の、装置による攻撃は俺達を苦しめた。


　崖がけもないのに空から落らく盤ばんが。雨雲もないのに落らく雷らいが。


　津つ波なみが。氷柱つららの雨が。


　吹雪ふぶきが。炎ほのおの渦うずが。


　もはや何かの悪夢でも見ているのかとも思えてくるバリエーションで、間断なく俺達は装置による天変地異攻撃にさらされ続ける。


　それでも俺は、ディアと共にその戦場を駆かけ抜ぬけた。


　炎の渦をかいくぐり。


「凍こおれ！」


　ズシャッ！　続けざま、今度は目の前に突っ立っていた、高さ二○メートル、亡ぼう霊れいのような砂巨人のむこうずねに、ディアを思いっきり突き立てる。


　が。


　そんな攻撃中の俺を、他ほかの巨人が叩き潰そうと拳こぶしを打ち込んでくる。


「くっ──」


　まだ巨人は半分程度しか凍っていなかったが、俺はやむなく攻撃を中断。


　巨人の足を蹴けり、その反動でその場を離り脱だつ。結果、凍った巨人の足に、他の巨人の拳が直撃し、俺の目の前の巨人はそのまま崩くずれ落ちた。


「ハァ、ハァ、悪夢だぜ……実際……」


　なんとか危機を脱だつした俺は、荒あらく息を吐はきながら、絶望的な気分で吐き捨てた。


　巨人は何体か倒たおしたハズなのだが、予想通り戦場の巨人の数はほとんど減っていない。倒しても倒しても少年が新たに生み出しているのだろう。


（これで何分時間を稼かせいだんだ？　一分か？　三分？　それとも五分──）


　わからないが、そろそろ体力の限界が近い。


「おい。ボッとしてんなよ。なんかあってももうお前なんか助けねぇぞ、俺ァ」


　絶望的な気分で息を整えていると、いつの間にか隣となりにライエルが現れ、声をかけてくる。


「ハァ、ハァ、ハァ、ハァ……ラ、ライエルさん。エメラダはまだですか？」


　俺は息も絶え絶えでライエルに聞く。


「泣きそうなツラすんな。もうすぐ八分──そろそろくるハズだ」


　手元の懐かい中ちゆう時計を見ながら、ライエル。


　いまが八分。本当にエメラダが一○分以内にくるとしたら、あと二分…………。


　あと二分くらいなら、なんとか頑がん張ばれるか…………？


「……ん？」


　そんな中だった。


　俺はふと──周囲から、巨人達の気配が消えたことに気づいた。


　前方に見えていた少年の姿もない。


「な、なんだ……？」


「チッ。パターン変えて、一気にケリつける気だな……」


　そんな状況に気づき、ライエルが嫌いやそうに舌打ちまじりに呟つぶやいた。


「気ぃつけろ。たぶん今までとは違ちがうタイプの攻こう撃げきくんぞ」


「違うタイプの攻撃って…………ん？」


　と、ライエルに聞こうとする最さ中なか。俺の視界に、予想外のモノが映った。


　俺の前方一○メートルくらいだろうか。


　そこにいつの間にか、一体の人形が立っていた。


「な、なんだぁ……？」


　俺は困こん惑わくした。全長一○センチ程度。猫ねこ耳みみにメイド服を着た、黒くろ髪かみの人形。


　ディア──目つきと髪の色だけが少し違う──人形が、そこに立っていたのだ。


「ゴ、ご主人様ぁ～！」


　そしてその人形は、俺を認めると、ディアと寸すん分ぶん違たがわぬ声、喋しやべり方で俺を呼びながら、こちらにててて、と駆け寄ってきた。


「な、なんだアイツ……？　お前の兄弟か？」


《さ、さぁ……》


　わけがわからないまま、駆け寄ってくるそいつをもっと観察すべく、近づこうとする俺とディア。


「バ……バカ野や郎ろう！　罠わなに決まってんだろ！　離れろ！」


　ライエルの怒ど号ごうと。


　目の前の黒いディアがニヤリと笑ったのは、ほぼ同時だった。


　どんっっ！　目の前の黒ディアは、本物のディアが絶対に浮うかべないような、乱らん杭ぐい歯ばむき出しの狂きよう喜きの笑えみを浮かべたかと思うと──


　そのまま地面を蹴って、信じがたい速度で、一足飛びで俺に向かって飛びついてきた。


「な───!?」


　いきなりの急きゆう襲しゆうに、俺は目を見開く。反応が一いつ瞬しゆん遅おくれ、身体からだがうまく反応しない。


「こんの足手まといが……！」


　そんな俺の前に躍おどり出たのは──『ナンバー四○一』を構えたライエル・ヒートだった。


　ライエルは俺に飛びかかろうとした黒ディアを、俺の代わりに『ナンバー四○一』の腹で受け止め、そして────


　カッ──！


　その瞬間。黒ディアが強きよう烈れつな閃せん光こうと共に──爆ばく発はつ！


　ドンッ！


「うおおおおおお!?」


『キャアアアアア!?』


　爆風に、一瞬目を閉じる俺。


　そして次の瞬間、目を開いた俺の前に広がっていたのは────


　折れて転がる『ナンバー四○一』。


　そして。


　ススだらけになり、無残に地面に転がっているライエルの姿。


「う──うわあああああああああ！」


　俺は絶ぜつ叫きようしてそのライエルに駆け寄った。


「ラ──ライエルさんッッ！」


　何でだ!?　俺になにかあったとしても助けないんじゃなかったのかよ!?


　俺は慌あわててライエルに声をかける。


　幸さいわい──


　ライエルはまだ生きているようだった。かろうじて息をしている。


　しかし意識は闇やみの奥底へ沈しずんでいるのか、目を閉じたまま、まるで起きる気配はない。


「ライエルさん！　ライエルさん！」


　俺のせいでライエルが……。


「無む駄だだって。じき死ぬよ、そいつ」


　必死に呼びかける俺に声をかけてきたのは──いつの間にか俺の目の前に立っていた、イガグリ頭の少年。


「お……お前ぇぇ！」


　俺は少年を睨にらみつけ、ディアを構かまえて立ち上がる。が。


　ピッ──


　そんな俺の頭上に、無情にも、例の白い矢印が出現。


　俺は状況を理解し固まった。


　四○一は破は壊かいされ。ライエルは動かない。


　この状況では──俺はこの矢印から逃にげられない。


「じゃあな」


　少年は事務的な口調でつげ、


【グレン・ユークを消去デリートします】


　装置が虚きよ無む的に応じる。あ─────





「まだよ！　グレン！」
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　上空から、そんな女の絶叫が響ひびいたのは。絶体絶命の、そんな瞬間だった。





　　　　†




　バリンッ！　上空で、何かが叩き割られるような音が鳴り響いた。


　そしてガラス屋根を粉ふん砕さいするように、紛まがい物ものの空を突つき破やぶり、そこから現れたのは──


「うああああああああああ！」


　赤い大おお鎌がまを振ふりかぶりこちらに突とつ撃げきしてくる、赤髪カチューシャの女──メグ！


「な──」


　そしてその状況は、イガグリ頭にとっても驚おどろきだったらしい。慌てて手元の装置を操作しようとするが──間に合わない。


「あああああああああ！」


　ドッゴォ！　メグのイレイザーレイン──いつもと違い、赤い光を帯びている──が、少年の顔面に直撃。


　カッ！　すると次の瞬間、少年の身体が、赤い光に包まれ──少年の時が止まった！


「メ……メグ!?」


　俺はまさかのタイミングで現れた助すけっ人とに困惑した。


　ど、どうやって現れたんだコイツ!?　それに、なんだそのチカラは──


「グレン、今だ！」


　状じよう況きようを理解できず、木で偶く人形のように突っ立っていると。


　今度は背はい後ごから、そんな声が聞こえた。


　振り向くと──


　副大将のオッサンが、随ずい分ぶん距きよ離りのある場所から、こちらへ焦あせった表情で走ってきている。どうやら、俺達のいる場所と、オッサン達のいる通常空間は再び地続きに戻もどったらしい。


「エメがイレイザーレインをフォローしてる！　今からそいつは一分は動けねぇ！


　今のうちに〝切り札〟使え！」


（き……来た…………！）


　オッサンの指示を耳にした瞬間──


（これがライエルの予測してた〝隙すき〟か…………！）


　ふいに、俺の膝ひざが笑い始めた。


　カラクリはよくわからないが、エメラダはメグを使い、結果、目の前の少年に完かん璧ぺきな隙を作ることに成功している。


　この完璧な強さの少年が、一分も動かない瞬間など、今を逃のがせば、恐おそらく二度と訪おとずれないだろう。


　この状況は、閉じ込められた俺とライエルが、少年の目を一○分間ひきつけ、さらに、向こうがまだエメラダの能力を知らなかったからこそ手た繰ぐり寄せられた、恐らく相当幸運な状況なのだ。


　ライエルのいう通り、〝切り札〟を使うなら──


　世界を七周目に戻すなら──


　今しかない。


「よし……！」


　俺はポケットから、例の〝切り札〟を取り出し、握にぎり締しめた。


（大だい丈じよう夫ぶ。もう覚かく悟ごは決まっている……！　俺は七周目に戻るんだ……！）


　自分がやろうとしてることの罪の重さは理解してる。


　俺はある意味、これから八周目の人間すべての人生を殺すことになるのだろう。


　けど、俺は、俺の為ために。


　答えの出ない苦しみの選せん択たく肢しから逃れる為に七周目の世界へ向かう。


〝切り札〟の挿し込み口らしき穴はすぐに見つかった。


「じゃあな……八周目」


　俺は握り締めた装置を穴に挿し込もうとする。


　だが、邪じや魔まが入る。


「え？　ご主人様……？」


　耳に入ってきたのは、いつの間にか人形形態に戻り、地面から、驚きよう愕がくの表情で〝切り札〟を挿し込もうとする俺を見上げている──オブシディアンの、そんな声。


　ディア。


　レイン。ロザリー。老師。ツバサ。アイ。


　そのディアの声に呼応し、俺の中にある、かすかな、八周目への執しゆう着ちやくが目を覚ます。


（ぐ……！）


　しかしそれでも──


　俺はもう決めたんだ。


　俺は目を瞑つぶり。思いを断たち切るように再び〝切り札〟を装置の穴へ挿し込む動作を再開する。


　しゅるるるるる！


　俺の腕うでに、銀色の糸が巻きついたのは──


　そんな瞬間だった。


　また邪魔が入る。


「グレン!!」


　涙なみだ声ごえが聞こえた。


　振り返る。


　するとそこにいたのは──


「グレン！　お前……お前、私達を騙だましていたのか!?」


　目を真っ赤にして、それでも毅き然ぜんと叫さけんでいるロザリー。


　その手元からは、俺の腕をがんじがらめに縛しばり上げている、サーペンティアンが伸のびている。


「ロザリー……」


「お前は、七周目に帰るつもりだったのか!?　だったら……なんだったんだ!?　昨日きのう私とツバサの話を聞いたり。私と和解したり。王女の仇あだを討うつためにここまで旅をしてきたのは……一体なんだったんだ!?」


　ぎりり、俺の腕を縛るサーペンティアンの力が強まる。


「私は、ようやく、お前と和解できて。前みたいには戻れないかもしれないけど……それでも、また、ゼロから関係をスタートできて。嬉うれしかったんだ。楽しみだったんだ。これから、お前と、また新しい関係を築くのが！　一いつ緒しよに旅をしていくのが！　それなのに……ひどいよ」


　声をつまらせ、俯うつむくロザリー。


「私もお姉さまと同じ気持ち」


　そして、さらに、いってきたのは──


　ロザリーの隣となりに寄より添そうように立っているツバサだった。


「な……」


　俺は驚愕に目を見開いた。


　ツバサは、スケッチブックを開いてはいなかった。


　主あるじ以外の人間に聞かれてはならないという、か細い声で、俺に向かって必死に声を投げかけている。


「最初の頃、冷たくしたことは謝る！　だから、おねがいだから！　お姉さまを……見捨てないで。私も……見捨てないで」


「くっ…………！」


　俺は頭をガリガリとかきむしった。


　なんなんだ……なんなんだコイツらは!?　そんなに俺を苦しめたいか!?


　何な故ぜ土ど壇たん場ばになって。やっとラクになれると思った瞬しゆん間かん、コイツらはこんなことをいってくる!?　何故感情を剝むきだしにしてくる!?


　ソンナコトヲイワレタラ。


　俺はこの世界を捨てられなくなる。


　また悩なやまなくてはいけなくなる。


　ふざけるなよ──！


「くそ……！」


　迷った挙あげ句く、俺は、俺は────


「クソ……！」


〝切り札〟を──ぽとりと地面に取り落とした。


「無理……だ……」


　──限界だった。俺は痛感する。


　しょせん俺には、ここでこの二人の意思を断ち切ってまで、七周目に戻りたいモチベーションなどない……。
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「グ、グレン！　てめぇ！」


　そんな俺に叫んだのは、こっちに向かってきているオッサンだった。


「てめぇ裏切る気か!?　七周目はどうなる!?」


「グレンは裏切ったんじゃない」


『当たり前のことをしただけ』


　そんなオッサンの前に、ロザリーとツバサは立ちはだかっていった。


「グレン。こうしないか」


　ロザリーはいう。


「その装置を持ったまま、四人で、八国を回ろう。それでいろんなものを見て。いろんな人の話を聞こう。それから答えを出せばいい。世界の四分の一しか知らないのに、八周目が良いか悪いかなんてわからないだろう!?」


『お姉さまのいう通り。というわけで、サヨナラ《七周目セブンス》。私達は今この時を以もつて《七周目セブンス》を脱だつ退たいします。これ辞表です』


　ツバサはビリリ、とそのページをスケブから切り離はなし、適当に地面に置いておく。


「フザけんなぁぁあ！　んなもん受け取れるか！　殺すぞ！」


　わめきながら向かってくるオッサンを無視し、ロザリーとツバサはこちらにくるりと振ふり返る。


「さあ行こう、グレン。ここからまた新しい旅の始まりだ」


『そこの装置さえ奪えば《剣精試練レイダー・ゲーム》も関係ない。私達は好きに世界を旅できる』


「そう……だな……？」


　俺は顔を輝かがやかせていってくるロザリーとツバサの言葉に、なんだかぐっと力がみなぎってくるのを感じていた。


　剣精試練レイダー・ゲームなんて関係ない。ただ八周目の世界を知る為の旅。


　それは、思ったより、悪くない計画のように思えた。


　その旅の中で、きっと俺は今できなかった決断を下せるようになる……そんな予感もする。


「行きましょ！　ご主人様」


　そしていつの間にかモゾモゾと俺の胸ポケに滑すべり込んできたディアが嬉しそうにいってきた。


「ディアとグレン。これでログレス最強こんび復活でございます！」


「ああ……そうだな」


　俺は苦く笑しようしながらディアの頭に一度だけ手を置いた。


「よし、それじゃ、まずガイストを出よう」


　俺の言葉に、ロザリーとツバサが頷うなずく。


「ダメだよ、グレン。それじゃわたしの計画が狂っちゃう」





　カチリ。





　目の前から、奇き妙みように物悲しい音が聞こえてきたのは──


　そんな明るい雰ふん囲い気きの中だった。




　記憶断片メモリーピース⑥　～賭かけ～







　グレンをわたしに縛り付けていいのか……？


　旅に出て、わたしは日に日に、自分のやろうとしていることに疑問を感じていた。


　グレンは、旅に出て、随ずい分ぶんいい笑え顔がおをするようになった。


　わたしが何もせずとも、あっという間に引き籠もる前のグレンに戻もどったような気がした。


　このまま、グレンは、どんどん自分の世界を広げていったほうがいいんじゃないか……？


　そんな疑問を抱いだくわたしを元のわたしに戻してくれたのは。


《Ⅶなな》との邂かい逅こうと、そして、グレン自身だった。





　シェーラと暮らしている七周目の映像を見て。グレンは一いち目もく瞭りよう然ぜんに動どう揺ようしていた。


　わたしは思い出していた。


　グレンに捨てられるかもしれない、という恐きよう怖ふを。


　ここでグレンが七周目を選べば、わたしは、今度こそどんなに知ち恵えを張はり巡めぐらせても会えない場所に追いやられてしまう。


　それは耐たえられなかった。絶対に我が慢まんできなかった。


　わたしは、自分の七周目の映像には、まったく興味がなかった。


　何も思い出せなかった。強い思い出が残るほど、いい人生だったとは到とう底てい思えなかった。


　わたしは焦あせった。


　グレンをなんとしてもこの世界に留とどめなければならない。


　いや、それでは生ぬるい。


　今度こそ、完かん璧ぺきに──


　完璧に、グレンが、わたし以外の場所にいかないよう、閉じ込めてしまわなければいけない。





　希望はあった。


　世界改変装置。


　あれをうまく使えば、わたしの希望は叶かなうハズだった。


　そしてグレンが、わたしに選せん択たくを委ゆだねてきた瞬間、わたしは計画の成功を確信した。


　グレンが、わたしを求めている。


　ならばこの計画が失敗するわけがない、と。





　わたしはグレンにウソをつき。


　最後の賭けに身を投じる──




　エピローグ──ふたりの結末







「…………………………え？」


　俺は、一瞬、何が起こったのか理解できなかった。


　いきなりだった。


　いきなり目の前に広がっている世界が激げき変へんした。


「ここは……？」


　俺が立っていたのは、一秒前までは、《七周目セブンス》の屋敷の庭だったハズ。


　しかし俺が今いるのは明らかに屋外ではない。


　ロザリーもツバサもオッサンもイガグリ頭の少年もいない。皆消えてしまっている。


　ひどく貧びん乏ぼう臭くさい部屋。


　ガイストで見た、藁マットが五、六枚敷き詰められただけの狭い間取り。部屋の中にはほとんど物は置かれておらず、えらく脚の低い丸テーブル、あとは、窓から、見るものをどこか物悲しい気持ちにさせるような赤い夕陽が見えるくらいだ。


　ぱーぷー──……


　窓の外からは、ひどく侘わびしい喇叭らつぱのような音が聞こえてきていた。


　そして──


「グレン」


　隣りから、声。


　見る。するとそこにいたのは──赤髪にカチューシャの少女。


　メグ・ローズハート。


　そしてその手には。イガグリ頭の少年が持っていた〝装置〟があり──その〝装置〟には、俺が地面に取り落としていた〝切り札〟がしっかりと挿し込まれている。


「あぁぁ…………！」


　俺は思わず落らく胆たん気味の声をあげてしまった。


「そうか……」


　状況は一瞬で理解できた。


（ダメだよ、グレン。それじゃわたしの計画が狂っちゃう）


　あの時聞こえたのは、メグの声だったらしい。


　メグが、俺が取り落とした〝切り札〟を〝装置〟に挿し込んだのだ。


　俺は躊ちゆう躇ちよしてしまったが。メグは当初の予定通り、八周目を消し、七周目帰りを実行したのだ。


「そうか………………」


　俺は胸ポケットに手をやってみる。


　するとそこにはもう、いつもあった頭の感かん触しよくはない。


　ディアはもうそこには存在していなかった。


「これが……俺の望んだ結末…………」


　予想以上に、やりきれない気分だった。


　しかし──俺はこの選択肢を選んだんだ。


　受け止めなければならない。俺は、七周目を選んだんだから…………。


「…………ん？　七周目？」


　そこまで考えて──


　俺は違和感を覚えた。


「おい、メグ……妙じゃないか？」


　俺はメグに聞く。


　……妙だった。


　ものすごく妙だった。


「俺ら…………何でこのまま七周目に戻ってきてるんだ？」


　副大将の話では、装置が発動すれば、俺らは記憶もろとも、七周目の住人に戻されるハズ。しかし今の俺達は……どう考えても、八周目の自分を保ったまま、七周目に戻ってきている。


「グレン。あのさ。話があるんだけど」


　そんな困こん惑わく気味の俺に。メグが妙に平然とした声で話しかけてきた。


「あ？　話？」


　この状況で？


「うん。もしかしたら、ちょっと、いろいろビックリさせるかもしれないけど。落ち着いて……怒らないで聞いてね？」


　わけのわからない念押しをしてくるメグ。


「ビックリ？」


「うん。まずね。ここは……七周目じゃないの」


「……は？　七周目じゃない？」


　俺はいきなり放たれた予想外の言葉に首をひねる。


　ここが七周目じゃないということも謎だが。何故メグが事態を把は握あくしているのかも理解できない。


「タネ明かしするとね。ちょっとさ。この子と協力して……わたしら、グレンの〝切り札〟に細工したの」


　いいながら、メグは、この子──自分の背後にいた人間を押し出すように前に回す。


　そこにいたのは──ガイスト独自の民族衣装に身を包んだ、コバルトブルーの髪の七、八歳くらいの少女。


〝七周目セブンス〟大将エメラダ。


「エ、エメラダ……？」


　俺はますます困惑。


「あ……!?」


　そして。メグとエメラダ。その取り合わせを見て、俺はとあることを思い出していた。


　今朝。イガグリ頭との戦いの直前。俺はメグを経由して、エメラダが造り直したという新しい〝切り札〟を渡されている。


「もしかして……お前らが、俺に渡した〝切り札〟に、細工してあったってことか？」


「うん」


「俺を利用したのか！」


　思わず苛立った声で俺はいった。何の狙いがあるのかしらんが、猛烈に気分が悪かった。


「!?　お、おい、待てよ……お前……、まさか、一緒に七周目に戻ろうっていったのも。あれもウソだったんじゃないだろうな!?」


　俺はまさかと思い、聞いた。


「…………」


　メグは気まずそうに沈黙したまま、何も答えない。


　マジかよ……！　そのリアクションがすべてを物語っている。俺は愕がく然ぜんとなった。


「な、何故そんな下らんことをする……!?　お前ら、なにをするつもりだ……！」


「ここはね。さっきまで例の《委員会》達が使ってた〝部屋〟なの」


　そんな徐々に苛立ち始める俺に、メグが唐突にいった。


「あ？　ここが、《委員会》達が使ってた部屋？」


　部屋を見回しながら俺。


「うん。まぁ、今は、〝切り札〟のプログラムが作動して、全員消えてるけどね。


　わたし達が新しくつくった〝切り札〟には、三つ命令が入ってたの。




　一、《委員会》を消す機能。


　二、世界を消して、更地に戻す機能。


　三、それから、《委員会》がいた部屋に、わたし達三人を移動させる機能」




「はあ……？」


　世界を消して更地に戻して、俺達三人を《委員会》のいた部屋に移動させる……？　《委員会》を消す命令以外、まったく違うじゃないか……。


「お前……マジでなにが狙いなんだ」


「わたしはね。この装置を手に入れて。あることがしたかったの」


　メグは淡々といった。


「あること？」


「それはね。七周目でもない。八周目でもない。九周目の世界。


　わたしとグレン、二人しかいない──そんな世界を創って。そこに二人で住むこと。


　それがわたしの本当の目的だったの」


　生真面目な顔で、いいきるメグ。


「…………。はあ？」


　いきなり飛び出た、冗談のような話に、俺は思わず笑った。


「俺とお前しかいない九周目の世界？　……なーにいってんだお前」


「本気だよ」


　ニッ、とメグは笑う。


「わたし、本気でいってるの。ね。グレン。お願い。わたしと一緒に……九周目に来て？」


「………………」


　俺はいささかゾッとしながら一歩後ずさった。


　ま、まさか……。


　心臓が、徐々に、嫌な感じに鼓動を早めていく。


「まさかお前……本気でいってんのか？」


　俺はメグを見る。


「本気で俺とお前しかいない世界つくるとかいってんのか？」


「そうだよ」


　嘆息気味に答えてくるメグ。


「ふざけんな！」


　俺は吐き捨てた。


「オイ、どうなってる!?」


　メグはどうも変なもんでも食ったらしい。話にならない。


　俺は質問する相手をメグの前にいるエメラダに変えた。


「お前、《七周目セブンス》の大将だろうが！　何でこんなわけのわからん茶番の片棒かつぐ!?」


「無駄だよ」


　ぎゅっ。そんなエメラダを、後ろからメグが抱きしめながらいった。


「エメも完全にこの計画の首謀者なんだから。ね、エメ？」


「う……うん」


　問われたエメラダは、メグがいうほど迷いなくではないが、しかし恐る恐る頷く。


「ど……どういうことだ？」


「エメはね。ほんとは七周目になんか帰りたくないのよ。エメ。あれ見せてやりなよ」


　エメラダにいうメグ。エメラダは一瞬迷ったようだったが──やがて小さく頷き、メグの手元のノート型の装置を操作し、


　ぶんっ。


　部屋の壁に、いきなり、映像を出現させた。


　どうやら、副大将のオッサンが持っていたエイシャキと同じことを装置でやってのけたらしい。


　そして、壁の映像にうつっていたのは……


　いま身につけているガイストの民族衣い装しようとはまったく違う、黒いダボダボのローブのようなものを纏い、身のたけほどの樫かしの杖つえを一生懸命持ち歩いている、エメラダの姿。


　さらに。


　そのエメラダの隣りには、金色のはちがねを頭に巻いた、豪快に笑う金髪の青年。


　ライエル・ヒートの姿。


　おまけにその隣りに、銀色の鎧よろいを着込んだスキンヘッドの男──《七周目セブンス》の副大将、デルフォイ・ロンの姿も映っている。


「な、なんだこれは……!?」


　映像を見た俺は困惑した。


　どうもライエルの様子からすると、七周目の映像らしいが…………何故《七周目セブンス》の三人が、七周目でも一緒に映ってる……？


「ビックリしたでしょ。わたしも、昨日の夜、エメの部屋でこれ見た時、驚いたわ」


　メグが映像を見ながら笑顔でいった。


「あの時、オジサンいってたでしょ。ライエルさんは、七周目では、ユウシャをやってたって。


　あの時は、わたしらも詳しく追つい及きゆうしなかったし、話そこで終わってたけどさ。


　エメラダとオジサンは、その時ライエルとパーティ組んでたメンバーだったんだって」


「はぁっ!?」


　俺は予想外の事実に思わず声をあげた。


「ほら。教えてあげなよ、エメ」


「う、うん……」


　メグの声に、エメラダは頷き、


「あ、あの。ロンは、王様からライエルのお目付け役で同行してる騎士で。わたしは、ライエル達が途中で立ち寄った魔女の里に住んでて、途中で加わることになった魔女で……。ほんとはあともう一人いたんだけど……とにかく、その四人で、わたし達はマオウを倒すため、ずっと旅をしてたの。ライエルは覚えてないけど」


　はじめて、俺に対し話しかけてくる。


「そ……そうだったのか……」


　なるほど。いま《七周目セブンス》を構成するメンツの大半が、前の世界で魔王とやらを倒したパーティだったというのは、なかなかドラマチックな話じゃないか……。


「し、しかし……どういうことだ？」


　その話に俺は余計混乱した。


「だったら、なんで七周目に戻りたくないなんていうんだ。お前の七周目。悪くないじゃないか」


「ニブいわねぇ……」


　そんな俺に、嘆息気味にいったのはメグ。


「エメラダはね。。パーティ組んでた時から、ずっとライエルのこと好きなのよ。結局、ミザ様に横取りされちゃったけどね」


　あっさり断言するメグ。エメラダは赤い顔で、バツが悪そうに俯いている。


「だから、七周目になんか帰りたくないのよ。七周目には、ミザ様がいるからね」


「そういうことか…………！」


　俺は──ようやくメグのいわんとしてることを理解した。


　七周目では、ライエルは既にミザリィ王女と結ばれている。


　しかし八周目には──王女は死亡し存在せず、ライエルは誰とも結ばれていない。


　そうか──だから会議の時、いよいよ七周目に戻れるかもしれないっていうのに、コイツはそんなに顔色が悪かったのか……。


「けど、いくら八周目に残ったって、あのライエルさんをエメに振り向かせるのは一苦労でしょ？　だから、わたし、エメを誘ったの」


　と、メグ。


「わたしと一緒のことすればいいって。ほら。九周目のほうはわたしとグレンが貰うけど。この〝部屋〟は空いてるでしょ？　だから、ライエルさんと──そのままだとちょっとまずいから、エメラダに惚ほれちゃうよう、思考形態を変えて作り直した新しいライエルさんとだけど──一緒に住めばいいって。ね？　いいアイデアだと思わない？」


　ニコリと笑っていうメグ。


「ふざけんな……！」


　俺は吐き捨てた。


　ナンナンダこの女は……！


　ナンダンダこいつらは……！　何をいってるんだこいつらは。


「お前ら……自分が何いってんのかわかってんのか？」


　怒らないで聞け？　到底無理そうだ。


「その世界は、お前らにとって都合いいのかもしれんが。他の奴はどうなるんだ!?」


　さすがに声を荒げて俺。


「ロザリーは!?　ツバサは!?　剣精レイダー達は!?　いやそれだけじゃない。元の……ミザ王女が好きで、なんとしても蘇らせようと奔走してた──俺をかばってくれたあのライエルさんはどうなるんだ？　全員いなかったことにするってのか？　皆殺しにするっていうのか？」


「なにいまさら綺き麗れい事ごといってんのよ」


　不満げにいってくるメグ。


「グレンだって、八周目の人全員消して、世界七周目に戻そうとしてたじゃない！」


「一緒にするな…………！」


　俺はそこは断言できた。


「確かに、七周目に戻れば、俺には裏切らないシェーラがついてくる。けど、それ以上に。俺が七周帰りに惹ひかれてたのは、ミザ王女が生き返るからだ。七周目に戻れば、報われる人がいた。しかも、世界を七周目に戻しても、八周目の人は厳げん密みつにいえば死ぬわけじゃない。記憶は書き換えられるとはいえ、その人達は一応生きている。だから俺は八周目と七周目で迷ってたんだ。お前は違う。お前は、自分の私利私欲の為に、他の人間を皆殺しにしようとしてる」


「それって……そんなにいけないことかな？」


　俺の言葉に、メグは、淡々と返してきた。


「ずっと報われなかった人間が、他人の幸せより、自分の幸せ優先する──それって。そんなにいけないことかな？」


「限度があるだろ！　イカれてるぜ、まったく……ちょっとは頭冷やせよ！」


「…………。イカれてる？」


　ボソリ。俺のその言葉を、メグは、暗く、冷たく、反はん芻すう。


「……わたしが？　イカれてる？　わたしが？　イカれてる？　あんた──誰に向かって口聞いてんの？」


「な……はぁ？」


　いつもと雰囲気の違うメグの口調に、たじろぎながら、俺。


「ど、どういう意味だよ……？」


「どうって。そのまんまの意味よ。あんた、中々里親見つかんないあんたと一緒にいる為に、わたしが、やまほどあった養子の誘いぜんぶ蹴ってたこととか、知ってんの？」


「……え……？」


　俺は硬直した。


　俺の為に。メグが、養子の誘いを蹴っていた…………？


「ほらね」


　メグは冷笑を浮かべた。


「あんたなんか、わたしの苦労、なんにもしらないじゃない。わたしは……いつだってあんたに尽くしてきたよ。なのにグレンは……グレンはわたしのことなんかちっとも大切にしてくれなくてさ……そんなわたしに向かって、イカれてる……!?　イカれてる……!?　ふざけんじゃないわよ……！　誰のせいだと思ってんのよ!?」


　ガッ！　メグは急激に感情的になり、自分にとっても大事なはずの世界改変装置を、思いっきり地面に叩きつけながら激げつ昂こう。


「な……お、おい、メグ？」


「あんたのせいじゃない！」


　メグは目に涙を浮かべながら叫んだ。


「あんたがわたしの気持ちに応えないから…………わたしこんな性格になっちゃったんじゃない！　あぁぁぁもううう！　なんで思い通りいかないのよ!?」


　がしがしがしがし！　どれほど腹が立っているのか、頭を両手で狂くるったように搔かき毟むしるメグ。メグの何かが急激に決けつ壊かいしていく。


　そんなメグにエメラダは啞あ然ぜんとした表情を浮かべ。


　俺も圧倒されて一ミリたりとも身体を動かすことができない。


　そんな俺を、メグは激しく罵ののしり始める。


「いつだってそうじゃん！　一番尽くしてるのはわたしなのに！　シェーラ。ディア。ロザリー。ツバサ。新しい女の子出てきたら、すぐ仲良くなっちゃってさ。さっきのだって、何？　ツバサとロザリーに説得されて。なんでアッサリ〝切り札〟捨てちゃってるわけ？　あんたって何？　女の子に興味ないフリして、実は色情魔まかなんかなワケ？　それともただの馬鹿なの？


　わたしでいいじゃん!!」


　メグは絶ぜつ叫きようした。


「わたし、じゅうぶん、かわいいじゃん！　性格いいじゃん！　頭いいじゃん！　何が不満なのよぉぉぉぉお！」


　甲かん高だかい声をあげて、しゃがみ込んで地面に拳こぶしを打ちつけ続けるメグ。呆ぼう然ぜんとなる俺の目には、その姿が、まるで、赤い獣けものか何かのように映る。


「見捨てないでよ！　いやなの！　一人で留守番するのはもうイヤなの！　お願い、グレン。わたしと一緒に九周目にいって、わたし、安心させて！　足りなかったらもっともっと綺き麗れいになるし、頭よくなるし、性格もなおすからさ！　ね!?　ね!?」


　半べそをかきながら、もはやまともな理り性せいが残っているとは思えない瞳ひとみで俺に駆け寄り、抱きつき、俺に懇こん願がんしてくるメグ。


「…………………………」


　いろいろいいたいことはあった。


　だが、呆然とした俺の頭の中に浮うかんだ一番強い想おもいはこれだった。





（……めんどくさ……）





　あの、雨のガイストで思った時より、ずっと強く俺はそう思った。


　あのメグが、ここまで壊こわれてしまってるということは。俺は気づかないうちに、こいつに、随ずい分ぶん心労をかけてしまっていたんだろうか？


　いつから？　どこから？　俺はメグを苦しめていたのだろう。


　メグは常に俺のそばにいながら、不ふ満まんを押し隠し、作り笑いを浮かべていたのだろうか。


（めんどくさ……）


　俺は思し考こうを強制的に中断した。


　やはり現実は厳しい。一番近くにいると思っていたメグとすら、俺はこんなにもわかりあえていなかったのだ。なんだか俺は、一気に全身から気力を失っていった。


「エメ！　なんでもいいから九周目創って、わたしとグレン飛ばして！」


　そんな中、メグは俺に抱きついたまま、エメラダに強い口調でいう。


「え？　で、でも…………」


　常に潤うるんでいる目をさらに潤ませ、一瞬戸と惑まどった表情を見せるエメラダ。


「いいからやって！」


「いいよ……。エメラダ……。やれよ」


　俺はそんなメグのなすがままになったまま、呟つぶやいた。


「好きにすればいい……。九週目でもどこでも俺はいくさ」


　本当に俺がメグに痛みを与えていたなら、俺なんか好きにすればいい……。大して価か値ちなんかない命だ。好きにすればいい……。


「グレン！」


　そんな俺の言葉に。メグは本気で嬉しそうな顔を浮かべた。


「わかって……やっとわかってくれたのね!?」


　強く俺に抱きついてくるメグ。


「やったぁ！　エメ！　やって！」


　再度エメラダに叫ぶメグ。


　それでもエメラダは迷ったようだったが…………


　最終的に決心したように、地面に転がっていたノート型装置を手に取り、ガガガガガ！


　まるで人が変わったように、何かに取り憑かれたように、触さわったこともないハズのその装置を恐おそろしい速さで操作する。


　ほどなく俺とメグの身体からだは、淡あわい燐りん光こうに包まれ始める。


「グレン！　いっぱい仲良くしようね」


「…………」


　俺は何も答えなかった。ただ呆然と天てん井じようを見上げていた。


　燐光の中に消える俺とメグの身体。








　こうして、俺とメグ・ローズハートは。





　九周目の世界の住人となった。







【to be continued】　







　あとがき







　五月一七日。月曜日。午後二時。


　ダイラクは、一本の電話をかけていました。


　ルルル……


「もしもし。○○、○○店のＡ（仮名）です」


「あ。Ａさん。僕です。ダイラクです」


「ああ。ダイラク君。どうしたの？」


「すいませんＡさん。あの、ちょっとご相談なんですけど。


　今日、アルバイトの出勤──少し遅らせてもらえませんか？」





　シン──


　一瞬の、沈黙。





「理由は？」


「え？」


「アルバイトを遅れる理由は？」


「…………」


　ダイラクは一瞬うろたえます。


　いいたい。


　真実をいいたい。


　しかし──


　いえない。


「えーと。ちょっといろいろ用件がありまして……」


　理由になってない理由でお茶を濁にごしにかかるダイラク。


「…………わかった」


　渋々Ａさんは納得してくれます。


「じゃあ、何時ならこれるの？」


「（本来一五時からですけど）一八時からとかでもいいですか？」


「…………！　わかった。でもなるべく早く来るようにね」


　ガチャンッ。乱らん雑ざつに電話の切れる音。


【ダイラクの好感度が３５０下がった！】


　そんな声が脳内でうなります。


「クソがっ！」


　ダイラクは机を両手で殴りつけました。


　そして目の前のパソコン画面を注視します。


　そこに書かれている文字は──


　あとがき。


　あとがき、という文字以外、白紙の状態の画面。


「あとがきが……あとがきが書けへんからバイト遅れるなんて、ウソみたいな理由いえるかよ……！」


　いつから道を違えたのだろう。


　どこで歯車が狂ったのだろう。


　これは、ある男の物語。


〝あとがきスランプ〟という前ぜん代だい未み聞もんの病びよう魔まに侵された、ある哀かなしき道どう化けの物語──





　第一章・利用する者される者




　すべての始まりは、三日前。


　五月一四日。金曜日。午後二三時に始まりました。


「ふう」


　脱ぬぎ散ちらかした服。飲み干したペットボトル。読み終えた漫画。


　様々なモノが散乱する、空気の淀よどんだ暗い部屋の中で、この日ダイラクは嘆息しつつ、ギッ、とデスクチェアに腰かけ、パソコンの電源を入れました。


　時刻は二三時。ダイラクは外出先から帰ってきたばかりで、疲れていました。


　しかしそれでもダイラクは、パソコンを立ち上げ、メールをチェックしなければなりませんでした。





　何故なら〝あとがき〟。





　その日は、本の全体のページ数が決まり、結果、著者が何ページあとがきを書くことになるか決定、それを編集Ｋさんがメールでダイラクに連絡してくれる日だったのです。


　ダイラクは、多少緊張していました。


　ダイラクは、元々、あとがきを書くことをさほど苦にするタイプではありません。


　しかし、


　テツワンレイダー一巻のあとがき枚数、一五ページ。


　テツワンレイダー二巻のあとがき枚数、二ページ。


　ここのところ、ダイラクに与えられるあとがき枚数は、極きよく端たんに多かったり少なかったりと不安定だったのです。


　故に、ダイラクも、多少神経質になっていました。


　また今回もやけに多いんじゃないだろうか？


　もしくは、また、えらく少ないんじゃないのか？


「……いや、まさかな」


　ダイラクはかぶりを振り、苦笑しました。


　二枚だの一五枚だの、そんな極端な数字にあたることは普通に考えてそうそうないはず。気楽にいけばいいのだ。気楽に。


「ようし……！」


　ダイラクは決心し、既に来ていた編集Ｋさんからのメールを開きます。


　そこには──


　こう書かれていました。









　お世話になっております。富士見書房のＫです。


　先日の著者校正の件、ありがとうございました。


　これで安心して文庫化作業を進めることができそうです。


　つきましては、今回書いていただくあとがきの枚数も確定しましたのでお伝えします。





　今回のあとがき枚数は一五ページです。


　それでは〝おもしろい〟あとがきお待ちしております。




【Ｋ】　














「ざっけんなぁぁぁ！」


　ダイラクの、嫌な予感は、あたりました。


「また一五ページかよ!?」


　うろたえるダイラク。


「だから一五ページは多すぎるって！　もはや、ちょっとしたプロットとかいる枚数やろうが!?　しかも〝おもしろい〟とか……！　勘弁してくれ……！」


　しかし……泣き言をいっても始まりません。


　ダイラクは富士見書房に飼われている殺し屋のようなものです。


　あとがきを一五ページ書く。


　この程度の任にん務む、軽くこなして、自分の組織への忠ちゆう誠せい心しんを証明しなければなりません。


　なぜならここのところダイラクは任務で失敗を繰りかえし、ただでせさえ抹まつ殺さつされかねない状況に陥おちいっているからです。


　メールには、さらに、あとがきは月曜の午前中までに仕上げてくれ、という情報も書き込まれてしました。


　猶予は六○時間ほど──いくら一五ページとはいえ、時間的には、十分すぎるほど猶ゆう予よがあります。


「やるしかない……やるしかない……」


　ダイラクはパソコンに向かい、全ぜん身しん全ぜん霊れいを込めて、あとがきの執しつ筆ぴつにとりかかり始めました──





　最終章・愚か者の末路




　三日後──


　五月一七日。月曜日。午後一三時五五分。


　残り時間──零ぜろ。


　現在執筆済みのあとがき枚数────零。


「バっカなっ……！」


　ダイラクは脂あぶら汗あせをしたたらせながら机でうちのめされていました。


　金・土・日。


　三日も猶予があったというのに。


　ダイラクは、あとがきを、まったく書き上げることができませんでした。


　いえ、正確には、累計で三○枚ほどは書いてはいたのですが。


　そのネタに何故か納得できず（あとがきの納得って何？）迷走気味に没ぼつにしていたのです。完全に編集さんの〝おもしろい〟あとがきという言葉からくるプレッシャーのせいです。


　ルルル……。


　そんな折、ダイラクの携帯電話がなります。


　ディスプレイに表示された文字は〝富士見書房〟。


「や、やっベ……」


　冷や汗と脂汗の混じった不快な汗をまといながら、ダイラクは電話をとります。


「も。もしもし。ダイラクです」


「いつもお世話になっております。富士見書房のＫです。お疲れさまです」


「は、はぁ……」


「はい。えーと。ダイラクさん。金曜日に発注したあとがきの件なんですけど。今日の午前中までにアップしていただけるというお話だったんですけど。


　ご状況はいかがでしょうか？」


「うーん……あのぉ。そのぉ。あれです」


「はい」


「うーん。まぁ…………あれですよね」


「はい」


「いや……Ｋさん。


　あとがきって──何書けばいいんでしたっけ？」


「はあ!?」


　困惑するＫさん。


「ちょっと！　なんであとがきでスランプになってんですか!?　おかしいでしょ!?　ダイラクさん。あとがき好きだっていってたじゃないですか!?」


「いや、まぁ、そうなんですけどぉ…………」


「土日でちゃんと書いてくださいよ！」


「いや、まぁ、そうなんですけどぉ…………」


「えー!?　まさか土日あとがきだけやってたんですか!?　短編のプロットは？　あと前オススメした読んでおいて欲しい資料とか……」


「いや、まぁ、そうなんですけどぉ…………」


「（ダメだコイツ）。えーと。まず一旦落ち着きましょう。どこで詰まってるかんじですか？」


「うーん…………」


「ダイラクさん、本当にそういうの得意じゃないですか。何か最近、身の回りで事件とかなかったんですか？」


「事件……あることはあるんですけど」


「あるじゃないですか！」


「でも、バイト先に遊びにきてくれた友達に、開かい口こう一番カネの貸し借りの話して、嫌われた話とかですよ？」


「…………」


「そんなん読者さん喜んでくれますかね？」


「…………。ま、まぁ、でも、いいんじゃないですか？　ダイラクさんらしくて。たぶんどうせいまさら誰もダイラクさんが代だい官かん山やまで優ゆう雅がにお茶飲んでるとか思ってないだろうし。そのまま書いても大丈夫なんじゃ……」


「うーん。でも、なんていうか？　テーマ的に？　あんまりピンとこないんですよね」


「（なにいっちょ前のこといってんだこの餓が鬼きお前のあとがきにいつもテーマなんかないだろう餓鬼餓鬼餓鬼餓鬼）あ。じゃあ、例のお笑いの学校の話とかいかがですか？　テツワン一巻のあとがきで書かれていた」


「いやー。それも書こうと思ったんですけど」


「はい」


「そうすると、それはそれで、一五ページじゃ足りないんですよね」


「はあ？　足りない？　いや……あとがき枚数は、基本的に一五枚がマックスですけど」


「ええ。だから、あの話はあの話で、あとがきでは出し惜しみして、一本のお話にしたいなと思いまして」


「あ、あぁ……なるほどね。うーん……。いや……じゃあ、他に、ほんとに、なんでもいいんですよ？　ダイラクさんなら、普通の日常書いても、面白く書いてくれそうだし。なにかありませんか？」


「はい。そう思って僕もさっき書いたんですよ。普通の日常の話」


「ほう」


「セブン‐イレブンにオニギリ買いに行く話」


「はい」


「で、コンビニにオニギリ買いにいって、オチに、公園でお爺じいちゃんお婆ばあちゃんがやってるラジオ体操を見る話書いたんですけど──え？　そんな何一つ事件起こらない話でいいんですか？　だったらマジでさっきのあれ転載しますけど。ほんとに、マジでなにも起こりませんよ？　ただ事実を羅ら列れつしてるだけですよ」


「最悪それでもいいですよ」


「マジで!?」


「だって、このままあとがき書けないよりマシでしょう（泣）」


「う、うーん…………わかりました（泣）」


　ダイラクはその言葉で決心を固めました。


「じゃあ、それを下地に、もうちょい粘ねばってみます。他にもいろいろボツになったやつをキリハリすれば、なんとかなるかもしれません。何時まで待てますか？」


「一七時で」


「わかりました…………では一七時で」


「がんばってください」


「では」


　ブツッ。


　ダイラクは電話を切り。自分に気合を入れなおします。


　そして、まず、冒ぼう頭とうのようにアルバイト先に、遅れて出勤する電話を入れました。


　本当は一五時から出勤だったんですが、さすがに担当Ｋさんに今日はバイトあるんで一七時締め切りはぜんぜん無理ですね！　とはいえる状況ではないので。恐る恐る電話。


　で、冒頭に書いたように、多少ダイラクも失うものもありましたが。


　一応出勤時間を遅らせることに成功します。


「よし……やるか」


　あとがきでスランプになったなんて理由で、本の刊行スケジュールをこれ以上狂わせるわけにはいきませんからね。


　というわけで、ダイラクは、再びあとがきを書き直し始めます──




　……と思ったんですが。そこに辿りつくまでの過程を書いてたら、いつの間にか一四枚原稿埋まってました（笑）実際やってみたら、セブン‐イレブンの話とかまったく出る余裕ないやんけ！　あの電話、あの決意はなんやったんや……。


　現在時刻一六時三○分。一応、なんとかなったんかな……？





　最後に、この本を手にとってくれた方にお礼を。


　読んでいただいた方は分かると思いますが、３巻は、今までで一番重要な巻です。


　そのせいか、なんなんのか、執筆に、過去最大級に苦労しました。


　正直、途中で九州の港町にでも失踪しようかと思いました。


　一応、その程度には苦労しながら創った本ですので、喜んでいただければ幸いです。





　富士見書房のドラゴンマガジンという雑誌でも、「テツワンレイダー」やっています。


　こちらは【魔導】の国を舞台に、元気な女子どもを主役に据えたスピンオフです。


　次は七月二〇日売りのドラゴンマガジンに載ると思います。そっちもよろしくお願い致します。ではまたそのうち。素早くあとがき送って素早くバイト行ってきまーす。




大楽絢太　　





テツワンレイダー３





大だい楽らく絢けん太た
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